

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第１話　ネット上の親友を助けたら







【待ち合わせ場所着いたよ、ＩＯＲＩいおり！】

【私ももうすぐ着きます】

【なんだかどきどきするよ。現実リアルで会うのは初めて。今日９月15日はぼくらにとって忘れられない記念日になる！　やりたいことリストも作ってきたしさ！】

【リスト？】

【①ＩＯＲＩとハグする！　②ＩＯＲＩとゴハンを食べる！　③ＩＯＲＩと添い寝！】

【あはは、最後のはちょっと難しくないですか？】

【そうかな？】

【ハグとゴハンは大歓迎です！　ただ、ホントに同居相手が私でいいんですか？】

【ん？　なんで？】

【サバトラさん、誰かと一緒に暮らすとか想像できないって言ってましたよね？】

【あー、すっかり一人暮らしに慣れちゃったからね。他人の家だとよっぽど安心しなきゃ一睡もできないよ】

【その気持ちはすごくわかります】

【けどＩＯＲＩなら一緒にいても平気！　同性だしさ！】

【よかった。私もサバトラさんなら安心です】

【おお～！　やっぱり気が合うねぼくら！　いっそ付き合っちゃう？】

【まさか。同性なのに】

【もう、冗談で言っただけだよ～。ただ、同性じゃなかったら絶対に付き合ってたと思う！　ＩＯＲＩってすごくいい人だもん！　現実の世界でも誰かに嫌われたことなんてないんじゃない？】

【そんなことありませんよ】

【？　もしかして、ＩＯＲＩを嫌ってる人がいるの？】

【まあ、はい。学校に一人。面と向かって『嫌い』と言われてしまって……あれ？】

【どうかした？】

【もしかしてサバトラさん……銀色のキャリーバッグを持ってます？】

【うん。ひょっとしてぼくのこと見えてる？】

【今周りをきょろきょろしてます？】

【してるしてる～！】

【……あれ？　ＩＯＲＩ？】

【おーい、どうしたのー？　なんで既読無視？　まさかトラブルでも起きた？】

　そのまさかだった。




　俺こと街まち川かわ庵いおりにはネット上の親友がいる。




　名前はサバトラさん。

　出会ったきっかけはＳＮＳツイツター。

　この１年間、俺と彼はＷＥＢ漫画を製作してきた。

　俺がシナリオで、サバトラさんが作画。

　サバトラさんは趣味でネットにイラストを投稿していて、フォロワー数50万を誇るいわゆる神絵師。

　フォロワー数50分の１以下の俺と組んでくれてるのが信じられない超逸材である。

　おかげでＷＥＢ漫画の評判も上々。

　そして一緒に漫画製作する中で、俺たちの友情レベルもどんどん上がっていった。

　毎日ＤＭダイレクトメッセージでゲームやアニメやボカロ曲の話をして、

　互いの悩みについても色々相談し合って、

　去年のクリスマスなんて一緒にＭＭＯＲＰＧネトゲしながら一晩中盛り上がったっけ。

　サバトラさんはしゃべり下べ手たということでやり取りはＤＭだけだけど、学校外に同い年の親友ができたことが心ここ地ちよかった。

　しかし、つい３日前の９月12日──トラブルが起きた。

　サバトラさんが一人暮らしをしているマンションで水漏れ事故が発生。

　しかも彼の部屋の真上で。

　その結果、彼は補修工事が終わるまでの１ヶ月間、マンションを出ることになった。

　さらには家庭の事情で、サバトラさんは実家には帰れない。

　その事実を知っていた俺は親友を助けたい一心で、「工事が終わるまでルームシェアしませんか？」とＤＭした。

　我が家は３ＬＤＫのマンション。

　４年前に両親が離婚し、現在の保護者である母さんは仕事の長期取材でイタリア。

　部屋は空いてるし、１ヶ月だけ同性の友だちを泊めるなら問題ないはずだったが──。

「嘘うそだろ？」

　20メートルほど先。

　本日の待ち合わせ場所である神奈川県新しん姫ひめヶが丘おか駅の改札前。

　そこにいたのは、あきらかに染めた明るい色の髪が似合う少女。

　改札を抜ける人々が一度は少女に目を向ける。

　それほどまでに彼女の容姿は人目を惹ひいていた。
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　うちの高校は私立ゆえに成績がある程度よければ服装は自由。

　そんな校則をフル活用したのか、両耳にパールピアスが輝いてるし、首にかけた空色のヘッドフォンが実にスタイリッシュ。

　制服の上からでも十分わかるふくよかな胸元と、美しくくびれたウエストライン、さらにはほっそりとした長い脚が日本人離れしたスタイルのよさを際立たせてる。

　白い肌は降り積もった新雪みたいにきめ細かい。

　くっきりした鼻びり梁よう、やわらかそうな桜色の唇、透明感を秘めた宝石じみた双そう眸ぼう、口元の色っぽい黒子ほくろがモデルなみの小顔を彩っている。

　制服も着崩しててギャルっぽいが、陽気なオーラはゼロだ。

　何を考えてるか読み取れないクールな表情はどこまでもミステリアス。

　まるで人形だ。

　しかも値段もつけられないほどに貴重かつ豪ごう奢しやな西洋人形アンテイークドール。

　そんなクールな雰囲気がギャルっぽい服装に不思議とマッチしていた。




　鈴すず原はら綺あや奈な。




　俺と同じ私立綾あや坂さか高校１－Ａに所属する生徒で、あだ名は『ソロギャル』。

　彼女を一言で言い表すなら、孤高。

　学校で友だちと仲良く会話する姿なんて見たことない。

　芸術的なまでに整った容姿に惹ひかれた数多くの人間がアタックを試みたが、ロクに会話もしてもらえず、玉砕。

　誰にも懐かないと言われる孤高な姿に惹かれて、ファンになった生徒は結構いるとか。

　しかし、彼らも教室では遠巻きに見てるだけ。

（もちろん俺も会話をしたことはない。というか……）

　さっきサバトラさんに話した街まち川かわ庵いおりを嫌っている人物こそが、彼女だった。




『話しかけてこないでください』




　今年の６月の初め。

　席替えで隣になった鈴原さんにあいさつした途端、痛烈なカウンターパンチを被弾した。




『私、あなたみたいなオタクが世界で一番嫌いなんです』




【ＩＯＲＩ？　大丈夫？　何かあったの？】

　サバトラさんがＤＭで不安そうにしていた。

　同時に鈴すず原はらさんもジーっと手に持ったスマホを見つめている。

　彼女の隣には、銀色のキャリーバッグ。

【えっと……サバトラさんって女の子なんですか？】

【？　何を今さら】

【でも、一人称が『ぼく』で……】

【あれは男除よけ。ネットで女子高生ってバレるとパパ活目的の変態がよってくると思ってさ。最近多いでしょ、そういうの】

【たしかにそうですが……】

【前から言おうと思ってたけど、ＩＯＲＩもやった方がいいよ？　一人称が『私』じゃ女の子だってモロバレじゃん】

　いや俺は男なんだが!?

　たしかにネット上の一人称は『私』で常に敬語でしゃべってるけど、これには理由がある。

　農家の子供が実家の農作業を手伝うようなノリで、中１のころから３年間、少女漫画家である母さんの仕事を手伝っていた。

　主な業務は編集者やクライアントへのメールの代打ち。

　大人おとな相手だと一人称を『私』にして敬語でやり取りするのが当然だった。

　だからついツイッターでもそうしてたってわけ。

（ネット上で女性作家って勘違いされることも多かったけど、俺の作風的に都合がよかったしな）

　もっと現実の自分たちの話をしてれば性別の勘違いに気づけたかもしれない。

　けど、サバトラさんは「ぼくって学校ではぼっちでさ。灰色な高校生活を送ってるよ」と現実の話をあまりしたがらなかった。

（だから俺も現実リアルの話はあんまり……いや、待てよ？）

　サバトラさんには男だって打ち明けたぞ？

　そのときの返答は「そんなの前からわかってたよ！」だったはず。

【あの、初めてネトゲでパーティ組んだときの会話、憶おぼえてます？】

【もちろん！　ＩＯＲＩとのやり取りは全部憶えてる！】

【私、言いましたよね？　『私ってこう見えて男なんですよ』って】

【うん。アバターの話でしょ？】

【は？】

【だから、ＩＯＲＩのネトゲアバター。女の子っぽい外見をしてるけど、中性的なだけで性別は男じゃん】

【たしかにアバターは男ですが……！】

【ぼくは言われる前から気づいてたけどね！　だからあのとき言ったでしょ？　『そんなの前からわかってたよ！』って】

　全然わかってない！

【懐かしいなぁ。ぼくも自分のアバターの説明をしたっけ。『ぼくの性別は見ての通り男だよ！』ってさ】

　あなたのアバターはやたら渋い豹ひよう獣じゆ人うじんですもんね！

（いやいや）

　到底受け止めきれないが、ＩＯＲＩ＝女性だと勘違いされてたって不幸な事故は百歩譲って認めよう。

　けど、サバトラさんの正体が、あの鈴すず原はら綺あや奈な？

　いっつもクールでみんなに塩対応なソロギャル？

　ありえない、俺たちが何十回エロゲトークで盛り上がったと思ってるんだ？

　それについ２日前のＤＭでも──。




『そういえばＩＯＲＩってどんな下着穿はいてる？』

『急になんです？』

『二人暮らしを始めたら洗濯物を干すときに互いの下着を見ちゃうこともあるでしょ？　そのときに恥ずかしい思いをしたくない！』

『どういう理屈ですか』

『「下着ダッサ！」ってキミにあきれられたくないの！　だから教えて～！』

『わかりましたよ。色は黒で、生地は薄いヤツが好みです』

『えっ!?　驚いた。ＩＯＲＩって結構過激なの穿いてるんだね』

『高校生なら普通だと思いますよ？』




　待て。

　俺の下着は地味な黒で、通気性重視の薄手なボクサーパンツが多い。

　だからＤＭではああ答えたが……。

【そういえば！　ＩＯＲＩが言ってた下着買ってきたよ！】

「!?」

　瞬間、ＤＭで送られてきたのは自撮りのワンショット。

　恥ずかしそうに淡く微笑ほほえむ鈴原さん。

　問題は彼女のポーズが、ブラを見せつけるようにシャツを大きくめくっていること。

　小さくて可愛かわいらしいおへそ。

　普段制服で隠されている見事な稜りよ線うせんを描くやわらかそうな双丘。

　白く上品な肌と漆黒のレースランジェリーの危うい美しさにどこまでも魅了される。

【どう!?　これで恥ずかしい思いをしなくて済むでしょ!?】

　真実を知ったら間違いなく恥ずかしい思いをするんじゃないかな？

　ＤＭで得意げにしている親友にそんなセリフは言えなかった。

【わっ、どうしようＩＯＲＩ!?】

　再びＤＭ。

　鈴すず原はらさんが俺の方を見つめてきた。表情はいつも通りクールだが、

【怖い～！　クラスの陽キャがぼくのことずっと見てる～！】

【えっ】

【うう……あの人、偶然にもＩＯＲＩと同じ名前なんだけど、キミとは全然違うんだ。陽キャなのにオタクだって名乗っててさ】

【へ、へえー】

【周りからオープンオタクなんて呼ばれてるけど、ぼく的にはファッションオタクだと思う！　教室でもメジャー作品の話ばっかりでエロゲの話しないし！】

　教室でエロゲトークできるわけないだろ!?

【クラスの陽キャグループに所属しててさ！　そのグループのリーダーが女好きってウワサだからあの人も同族かも！】

　俺だって好きで所属したわけじゃない！

　一番仲のいい男友だちがグループの中心人物だから仲間入りしてしまっただけ！

　女性経験どころか恥ずかしいことに初恋すら未経験だ。

【陽キャヤダ～！　近づくのすら怖い～！　覇権アニメのイベチケで女の子を釣ってラブホにお持ち帰りとかしてるかも～！】

　なるほど。

　ここにきて鈴原さんが俺を嫌ってる理由がわかった。

　まさかオタク趣味を利用して女子をテイクアウトしてると思われてたとは。

（どうする？）

　真実を明かすハードルが急上昇。

　サバトラさんのやりたいことリストには「ハグ」、「ゴハン」、「添い寝」の三拍子が揃そろってたけど、絶対に実現不可能だ。

　同性だと思ってた親友の正体が大嫌いな男子で、しかも下着姿の自撮りまで送ってしまったなんて知ったら、ルームシェアはご破算。

　それどころか友人関係すらご破綻になってしまうかも……。

「！」

　思わず息を呑のんだ。

　いかにもチャラそうな三人の男が鈴すず原はらさんに声をかけていた。

　年齢は大学生くらい。

（どう考えてもナンパだよな）

　目線を合わせずにかたくなに無視する鈴原さんにもめげずに、先頭にいるガタイのいい茶髪さんが笑顔で話しかける。

　とんでもない美人なんだから放っておけなくても不思議じゃない。

　というか、なんで陽キャが苦手なオタクなのに現実ではギャルっぽい格好をして──。

「オイ！　無視すんなよ！」

　ダンマリを決めこむ鈴原さんにイラついたのか、茶髪さんの取り巻きが詰め寄った。

「ナンパを断るにしてもさ。口くらい利いてもいいんじゃねえか？」

「年上に対する態度にしちゃ失礼すぎだろ」

　違う。

　サバトラさんだって好きで黙ってるわけじゃない。




『ぼくって極度の人見知りでさ。現実の世界で他人に話しかけられると緊張して全然しゃべれなくなっちゃうんだ』




　以前ＤＭで打ち明けてくれたっけ。

　なぜ鈴原さんが学校であそこまで口数が少ないのか不思議だったけど、あれは人見知りなだけだったのか。

「いい加減にしてください」

　しかし、鈴原さんは口を開いた。

　なけなしの勇気を振り絞るように、ぎゅっとチェックスカートを小さな手で握りしめる。

「あなたたちと遊ぶことはできません」

「なんでだよ？」

「今から友人と会うんです」

「ひょっとして、その友だちも女？」

「じゃあ都合いいじゃん！　その子も一緒に──」

「彼女に手を出さないでください！　絶対に！」

　うつむきかけた顔を上げ、鈴原さんはきっぱりと断言する。




「私にとって彼女は、自分の命よりも大切なたった一人の親友なんです！」




　その言葉には。

「世界で一番嫌い」や「ファッションオタク」なんて蔑さげすまれたのがどうでもよくなるくらいの破壊力があった。

（──ああ）

　１年間のオタ友生活でわかってたはずじゃないか。

　たしかにサバトラさんは極度の人見知りだ。

「私は何度も彼女に助けられてきました！　この１年間ほぼ毎日ＤＭをして、一緒に笑ったり、色んな悩みを相談し合ってきたんです！」

　けれど。

　心を開いた相手にはすごく真しん摯しで、優しい、友だち想おもいな人。

「同性じゃなければ間違いなく恋人になっていたと思います」

　今もＩＯＲＩにちょっかいを出させないために。

　年上の男たちに一生懸命啖たん呵かを切ってくれている。

「私は彼女のことが大好きです！　ですから、あなたたちと遊んでる暇はありません！」

　あれだけ陽キャを怖がってたんだ。

　チャラい大学生はさらに怖いに決まってる。

　その証拠に鈴すず原はらさんの華きや奢しやな両脚はかすかに震えていた。

　そんな親友の姿を見てたら──。

「やあ」

　黙って見てることなんてできなかった。

　相手は年上の男三人。

　中でも特にガタイのいい茶髪さんが「は？　誰だよ？」と言いたげな目で俺を一いち瞥べつ。

　もちろん怖いが、それよりも恐ろしいのはＩＯＲＩだと明かすこと。

　真実を知った鈴原さんに絶交されてしまうかもしれない。

　けれど──。

「お待たせ、サバトラさん」

　ただただ、彼女のことを助けたかったんだ。

　俺を守るために勇敢に立ち向かってくれた口くち下べ手たな親友を。

「はっ!?　もしかしてキミらそういう関係？」

　鈴原さんを守るように立ちふさがると、気マズそうに表情を石化させる茶髪さん。

　チャンス。

　さっきの鈴原さんの発言を思い出して誤解してくれたっぽい。

「はい。付き合ってます」

「げっ!?　女友だちって言ってたのに彼氏かよ！」

「ごめんなさい。彼女、恥ずかしがり屋で」

「あー、だから言えなかったのか。……つーか、キミの彼女メッチャクチャ可愛かわいいな」

「ええ。俺にはもったいないくらいです」

「くっそ、うらやましい！　青春しろよ高校生！」

　茶髪さんは実に潔く去って行った。

　取り巻き二人も渋々といった表情で続く。

　高校生の恋人を大学生が奪い取るのはいささか大人おとな気げない。

　彼氏のフリをすれば退散してもらえるかもと思ったけど、うまくいって何よりだ。

「待ってください！」

　いや、安心するのはまだ早いか。

　いつものクールなポーカーフェイスはどこへやら。

　あわてふためく親友に、俺は覚悟を決めて正体を明かすことにした。

「なんであなたが私をサバトラって──」

「どうも、ＩＯＲＩです」

「──は？」

「お知らせがあります、サバトラさん。私たち、どうやらお互いを同性だって勘違いしてたみたいです」

「!?　嘘うそ、そんなわけ──」

「さっきＤＭで送られてきた写真については全力で忘れることにします」
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　俺がＩＯＲＩだと理解できたのか。

　鈴すず原はらさんは桜色の艶あでやかな唇を腹話術のパペットみたいにパクパクさせた。

　下着姿を見られたと知ったせいか、端整なお顔は耳の先まで真まっ赤かっか。

（ああ、この後どうなるんだ？）

　行き場のない怒りをぶつけられるかもしれない。

　下へ手たをすれば俺がずっと性別を偽って騙だましてたと疑われるかも。

　そうなったら俺たちの友情は今日で最終回に──。

「ありがとうございます」

　しかし。

　彼女の反応は俺の予想とはまったく違っていた。

「さっきは守ってくれて。とっさに恋人のフリをしてくれるなんて、機転が利いてて助かりました」

　てっきり非難されると思ってたのに。

　鈴原さんは頭を下げて素直にお礼を言ってきた。

「ごめんなさいっ。未いまだに信じがたいですけど、街まち川かわくんはＩＯＲＩなんですよね？　なのに私、学校やさっきのＤＭで……あなたに散々ひどいことを言って……っ」

　綺き麗れいな瞳が涙で決壊しかける。

（──ああ）

　やっぱりサバトラさんってすごくいい人だ。

　俺を非難するでもなく、疑うでもなく、まず自分の行動を反省するなんて。

「本当にごめんなさい！　今日は帰ります、これ以上迷惑かけられませんっ」

　後悔の気持ちでいっぱいなんだろう。

　ぽろぽろと涙をこぼしながら、鈴すず原はらさんは必死に頭を下げてきた。

（帰るって、どこに？）

　ホテルか漫画喫茶にでも泊まる気？

　まさか公園で野宿するつもりじゃないよね？

　──親友にひどいことを言ってしまった。

　そんな後悔を抱えながら、たった一人で──。




『ＩＯＲＩが困ってるときは、ぼくが絶対に助けてみせるよ！』




　途端、半年ほど前にＤＭでかけられた言葉が頭の中で蘇そ生せいした。

　俺たちは様々な悩みを相談し合ってきた。

　サバトラさんには大きな借りがある。

「待って」

　だからこそ、俺は彼女を引き留めていた。

　たとえ相手が女の子でも……いや、むしろ女の子だからこそ。

「予定通り俺の家に泊まって？　キミのこと、一人にしておけないよ」

「!?　でも！　私、街川くんにひどい言葉を……」

「関係ありません」

　街川庵いおりとしてじゃなく、ＩＯＲＩの口調で。

　俺は自分の気持ちを伝える。

「私にとってサバトラさんは、自分の命よりも大切なたった一人の親友なんです」

「！」

「何度もサバトラさんに助けられてきました。あなたのことが大好きです」

「ま、待ってください街川くん！　今考えたらさっきの私のセリフすごく恥ずかしくて……！」

「とってもうれしかったですよ。私のこと『大好き』って言ってくれて──」

　鈴すず原はらさんが俺の口を小さな掌てのひらで押さえた。

　雪のように白い肌が羞恥心に染まっている。

　さらにはちょっぴりすねたように頬ほおをふくらませる姿は、正直かなり可愛かわいい。

「……もう二度と、現実であなたに『大好き』なんて言いません」

「それは残念だ」

「ただ、今の言い回しはすごくＩＯＲＩっぽかったです」

「キミが言ったセリフをレンタルしたのが？」

「いいえ。さらっと空気を変えるようなことを言って場を和ませてくれたのが」

　これっぽっちもさらっとじゃないよ。

　キミは俺を女性経験豊富な陽キャだと思ってるかもしれないけど、クラスメイトの女子に「大好き」なんて言ったのは初体験。

　笑顔で隠してるけど、こっちだって恥ずかしくて仕方ない。

（けど、勇気を出した甲か斐いはあったよ）

　親友の涙を止めることができた。

　それに……。

（同性じゃなければ間違いなく恋人になってたなんて思ってたのは俺も一緒だしな）

　まあ、そこまでは照れくさくて言えやしないけどさ。

「というか、さっきは『帰る』って言ってたけど、公園で寝泊まりでもするつもり？」

「それは……」

「体を壊すよ。最近タチの悪い風か邪ぜが流は行やってるしさ。それにキミって生活能力ゼロだから家を出たら一人じゃ暮らせないだろ？」

「心外ですね。ちょっとくらいは──」

「家での食事は基本的にウーバーか冷凍食品。食器やコップは洗わなくていいように紙製かプラ製の使い捨て。タワマンにある自宅は散らかり放題。掃除係として購スカ入ウトしたルンバを半年前に室内で遭難させたのに？」

「なぜそこまで私のパーソナルな情報を……！」

「ＤＭで相談してきたのはキミでしょ、親友さん？」

「ぐっ」

「『どうやったらＩＯＲＩみたいにちゃんと一人暮らしできるの!?』ってさ。──任せて？　家事は好きだし、俺がキミを養うよ。前からずっとキミの食生活を改善したかったんだ」

「私があなたを女性だと勘違いした原因の一つはそれです！　普通の高校生男子はそんなバブみフルスロットル新妻みたいな発言はしません！」

　まあ、たしかに。

　俺がこうなった原因は漫画家である母さんの生活が多忙だったこと。

　ひとり親である母さんを少しでも助けたくて、中１のころから街まち川かわ家の料理掃除洗濯の八割は俺の担当領域だった。

「何はともあれ、俺はキミとルームシェアしたい。まあ、重大な問題もあるけど」

「問題ですか？」

「俺たちが高校生の男女だって判明したわけだしさ」

　いくら可愛かわいくても親友に手を出すつもりはない。

　けど、鈴すず原はらさんは安心できないだろう。

「それに関しては安心です」

「ずいぶんはっきり言うね」

「街川くんが私に手を出すとは思えません。あなたは一見陽キャですが初恋すらしたことがない恋愛童貞で、女性経験もゼロですし」

「なぜそこまで俺のパーソナルな情報を……！」

「ＤＭで相談してきたのはあなたですよ、親友くん？」

「ぐっ」

「『初恋かぁ。みんな当たり前のように経験してますけど、きっと私は一生できないんですよ』と」

「あらためて聞くと少女漫画みたいな悩みだね！」

「あなたを女の子と勘違いしたのも無理ないでしょう？　ただ、ご安心を。初恋未経験なのは私も一緒ですし、たとえあなたに女性経験があったとしてもルームシェアはします」

「えっ？」

　思わず聞き返す。

　孤高。

　学校ではそう評され、決して愛想を振りまくことのなかった鈴原さんは──。




「ＩＯＲＩのこと、心の底から信頼してるもん。だから今日からお泊まりするね？」




　サバトラモードな口調で言ってから──ぎゅっと。

　俺の体に抱きついてきた。

　ひどくおっかなびっくりで、ただただ不器用な、抱擁。

　それでも彼女の香り、あたたかな体温、大きな双丘のやわらかさが体に伝わってくる。

「……お願い。ＩＯＲＩも抱きしめて？」

「！」

「さっき『ハグとゴハンは大歓迎』って答えてくれたでしょ？　ぼく、リア友とハグするのが夢だったんだ。だから……」

　おずおずとした、照れくさそうな、おねだり。

　親友の初う心ぶな仕草が可愛かわいくて、俺はついＩＯＲＩモードで話す。

「サバトラさんって現実ではクールですけど実は結構甘えたがりですよね」

「う……別に甘えたかったわけじゃない。ぼくは……」

「わかってますよ」

　あれだけ怖がってた現実の俺をハグすることで証明したかったんだろう。

　ＩＯＲＩの正体が街まち川かわ庵いおりだと知っても親友で居続ける、と。

　その気持ちに応えるように、親友の華きや奢しやな体に両腕を回して優しく抱きしめる。

「うわっ、駅前で大胆～！」

「あの女の子すっごい綺き麗れい。モデルさんかな？　男の子もけっこービジュいいじゃん」

「いいなぁ、ああいうの……」

　通行人たちの声が聞こえてきたけど、それでも彼女を抱きしめたかった。

　９月15日。

　ＤＭで親友が言った通り、今日は忘れられない記念日となった。

　もちろん色々不安もあるけど、きっとこれから最高に楽しいルームシェアが始まる。

　誰にも懐かないとウワサの鈴すず原はらさん。

『ソロギャル』なんて呼ばれる彼女と、友だちになることができたのだから。
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第２話　陽キャオタクとソロギャル







　告白しましょう。

　私こと鈴すず原はら綺あや奈なは街まち川かわ庵いおりというクラスメイトが大の苦手でした。

　身長は高校１年生男子の平均よりも少し高い１７５ｃｍ。

　茶色がかった髪はワックスでいつも綺き麗れいにセットされている。

　クラスの失礼な女子いわく顔面偏差値ビジユアルは中の上。

　超イケメン！　と持てはやされるわけではない。

　けれど、彼は笑顔を作るのがバツグンに上う手まい。

　夏の日の冷たいサイダーみたいに清涼感のあるスマイル。

　コミュ障な私には到底装備不可能な表情です。

　さらに彼の武器は他にも。

　他人の顔色を読み取るのが上手い気配り屋。

　メジャーな漫画やゲームの話題を振りまくオープンオタクという立場。

　今年の春に行われたスポーツテスト、一学期に実施された学力テスト。その両方で学年３位に入る文武両道な努力家。

　そんな人間関係における武器ステータスを駆使して、街川庵は着々と友人を製造、量産、交友範囲を拡大。

「街川くんって聞き上じよ手うずだし、いっつも笑顔だよね！」

「お母さんが少女漫画家なんでしょ？　アニメやゲームだけじゃなくて少女漫画にも詳しくてさ」

「成績は松まつ岡おかくんに僅きん差さで負けてるけど、スポーツも勉強もがんばっててすごい！」

「顔よし性格よしのコミュ力オバケとか完璧マンすぎでしょ」

「あ～、私、庵くん好きかも～！　告こくっちゃおっかな～！」

　くたばれチョロインども。

　今年の春。体育前の更衣室で女子会トークを聞きながら、私はなんとも陰キャっぽい思考にどっぷり。

　私はあんな笑顔に夢中になったりしない。

　街川庵なんて女子と仲良くなりたくてオタク趣味をアピールしてるに違いない、と思いこんでいました。

　なにせ彼はクラス委員長である松岡充みつ哉や率いる１－Ａ一軍レギュラー。

　彼自体はいわゆるウェイ系のパリピではありません。

　けど、学校に友だちが一人もいないぼっちな私からしたら間違いなく陽キャ目陽キャ科陽キャ属の生き物。これっぽっちも共感できない。

　だからでしょうね。

「今日からよろしくね、鈴すず原はらさん」

　今年の６月の初め。

　隣の席になった街まち川かわくんが話しかけてきたとき、あのさわやかな笑顔を拒絶しました。

　──けど。

　心のどこかでは憧れてもいたんでしょうね……。

　教室で友人たちと堂々とオタ話して楽しそうにしている、彼に。

「えっ、あんた街川くんに告ったの!?」

「……うん。フラれたから、思いっきり引ひっ叩ぱたいてやった」

「は!?　なんでよ!?」

「だって彼、いつも私に優しくしてくれたし、てっきり私に気があるんだって思って、フラれるって全然思ってなくて……！」

「バカねあんた。庵いおりくんは誰にでも優しいの」

「彼が感情的になったとこなんて誰も見たことないしさ」

「だから引っ叩いてやったのっ！　『気がない相手に優しくしないでよ！　勘違いしちゃうような言葉も言わないで！』って！」

　さすがにそれはひどいんじゃないでしょうか？

　今年の夏。プール授業前の更衣室でまたもや女子会トークを聞きながら、私は嫌悪感にモヤモヤ。

　相手がファッションオタクとはいえ、勝手に告白してフラれたのに引っ叩くなんて暴力ヒロインすぎる。

　他人に感情を乱されるのが嫌なら現実の友だちなんて作らなければいいのに。

「そうだ、友だちなんて」

　親しい人が一人いればいいんです。

　そうすれば孤独ひとりじゃなくなるから──なんてつぶやいた私の声は小さすぎて誰にも聞き取れなかったでしょう。

　私のたった一人の友だち。

　ネット上のオタ友にして創作活動のパートナー、ＩＯＲＩ。

　彼女は街川庵とは違う本物のオタク。

　ＤＭで話している限り彼女もコミュ強さんでしたが、それには陰キャぼっちな私でも十分共感できる秘密りゆうがありました。

【こんなこと打ち明けられるの、サバトラさんだけです】

　そう言って教えてくれた、彼女の秘密というのは──。





第３話　現実はカスタードより甘く







　告白しよう。

　俺こと街まち川かわ庵いおりは小学生時代にいじめを受けていた。

　別に珍しい話じゃないさ。

　母さんが漫画の資料として買った動物についての学術書に載っていたが、イルカだっていじめを行うそうだ。

　ストレスが発生しただけで群れの中の弱い個体をいたぶり、弄もてあそび、ときには殺す。

　人間だってイルカと一緒。

　学校、職場、ＳＮＳ、さらには家庭でさえも、ストレス発散のために弱者を攻撃するのは特段不思議なことじゃない。

　というわけで小学２年生になった４月。俺もそんな弱者の仲間入りをした。

　理由は今考えれば単純だが、太っていたこと。

　身長は平均より低いくせに体重は平均よりも８キロほど重くて、その８キロは文字通り俺の小２ライフに重くのしかかった。

　遠くから指さされて大声で笑われる、男子トイレで大勢に腹を殴られる、教科書にデブやニクダルマと落書きされる……などなど。

　いじめっ子たちのストレス発散に消費されるエブリデイ。

　家族や教師や友だちに助けを求めなかったのか？

　子供にだってプライドくらいあるんだ。

　自分がいじめられてるって事実が情けなくて、恥ずかしくて、涙がこぼれそうで、頼るべき誰かを頼れない人間はこの国に星の数ほどいる。

　それに、もし打ち明けてもいじめが解決しなかったら？

　そう考えただけで夜も眠れなくなることを俺は痛いくらいに知っている。

　けれど、まあ。

　幸運なことに小学３年生の冬、俺へのいじめは唐突に終わりを告げた。

　いじめっ子たちのストレス発散窓口係に就任してから１年半。

　皮肉なことに俺はストレス性の小児胃潰瘍にかかった。

　３週間の入院生活。

　ここで初めて母さん、父さん、そして妹に俺がいじめのターゲットだとバレた。

　両親は担任教師から「庵くんへのいじめを失くします！」という言げん質ちを取りつけたが、子供ながらに現実はそこまで甘くないと思いながら、退院。

　病気のせいで体重は10キロも軽くなったっていうのに、かつてない重い気分で学校に通い出して、１週間後。

　変化に気づいた。

　いじめっ子たちに呼び出されることがない。

　なんだ、すごいじゃん先生、あいつらをうまいこと説得してくれたんだ！　と涙ながらに感謝したが、すぐに思い違いだとわかった。

「おまえ痩せたよな。おまえは俺らのオモチャだったけど、デブじゃないヤツいじめても楽しくねえからほっといてやるぜ！」

　ある日の放課後。

　いじめっ子グループリーダーに笑顔で宣告されて、小３の俺はようやく気づいた。

　いじめの原因が自分が太っていたことだけだったっていう、至極簡単な事実に。

　愚かなことに、幼すぎた街まち川かわ庵いおりは思いもしなかったんだ。

　みんなと少し見た目が違う。

　そんな些さ細さいなことが原因であんな目に遭うなんて。

　俺の性ない格めんにも重大な問題があるんだって思いこんでた。

　だから現実を思い知ったとき、胃潰瘍は完治したはずなのに、吐き気がした。

　現実は日曜日にやってる日常アニメのように甘くない。人間はいとも簡単に同族を虐げる。大人なら誰でも知ってる常識が自分がいじめられてた事実よりよっぽどきつかった。

　それに俺には妹がいる。

　幸い彼女にいじめの魔の手は伸びてなかったけど、もし何か新しいきっかけができていじめが再開して、妹まで犠牲になったら……！

　そう考えた俺は、すぐに行動を起こした。

　たくさん友だちを作ろうとした。

　友だちが多ければ多いほどいじめの抑止力になる。小３の街川庵は抑止力なんて難しい言葉は知らなかったけど、本能的に悟ったんだろう。まるで小さな鰯いわしが身を守るために大きな群れを作って泳ぐみたいに。

　みんなに好かれるために体育と勉強の成績が少しでも上がるよう毎日必死に努力したし、幸運なことに俺には武器が一つあった。

　他人の顔色を読む能力。

　いじめっ子の顔色をうかがい続ける毎日の中で、俺は他人の表情から感情を察するのがあきらかにうまくなっていた。

　その力を最大限に活用した。

　他人がして欲しいことを実行して、他人が話したがってることを聞き出して、他人が心ここ地ちいいと思う空気を構築する。

　それまでは他人と話すのは得意じゃなかったけど、社交的であろうと努めた。

　重要なのは笑顔。

　笑顔は他人の警戒心を解いて、距離を縮めるのに有効な武器だ。

　だから誰よりも笑顔が上う手まくなろうとした。

　中学に入ってからは少しでもコミュ力を上げたくて、母さんに頼んで仕事メールの代打ちをして、大人おとなとのやり取りもしたっけ。

　さらには猫背ＮＧ。早口禁止。相手の目を見てハキハキしゃべれ。ヘアワックスの付け方はユーチューブが教えてくれる。最近はお値段そこそこでコスパがいい服がネットにいっぱい。勇気を振り絞って美容室へＧＯ。

　外見を整えるための努力も精一杯した。

　そして、月日が経たち──街まち川かわ庵いおりは神奈川県にある偏差値高めの私立綾あや坂さか高校に入学。

　筋金入りの作り笑顔名人になった俺は１－Ａ一軍に所属。

　もはやいじめのターゲットにされることはない。

　鍛え上げたコミュ力のおかげで友だちもたくさん。

　傍はたから見たらなんてハッピーなエブリデイ。

　けれど──本当の意味で心を開ける友だちは学校にいなかった。

　インスタントな笑顔マスクを被かぶり、表情を見て相手の願望を分析し、他人に合わせる癖ができてしまっていたからだ。




　だからこそ俺は、誰にも懐かない鈴すず原はら綺あや奈なという人間に強い興味を持ったんだろう。




　それになぜか彼女とは初めて会った気がしなかった。

　なんだか遠い昔に言葉を交わしたことがあるような既き視し感。

「鈴原ってクールで格かつ好こいいよな」

「は!?　あんなぼっちが好きなのかよ！」

「モデルばりの美人だよなー。愛想ゼロだから恋愛対象外だけど」

「ああいうヤツに限って笑うと可愛かわいかったりするんだって！」

「ははは！　笑わせんな！　ソロギャルのスマイルなんて誰もお目にかかれねえよ！」

　クラスメイトたちはそう評していたっけ。

　誰にでも笑顔を見せる街川庵とは真逆の生徒。

　決して群れようとせず、高等学校という巨大な水槽を一人きりで泳ぐ孤高な少女。

「ふふ」

　けれど一度だけ、俺は鈴原さんの笑顔を見たことがある。

　ある日の休み時間、教室の一番窓側の席で。

　スマホの画面を見つめながら彼女はほんの少しだけ頬ほおを緩ませていた。

「友だちとＬＩＮＥでもしてるの？」

「……あなたには関係ないことです」

　あまりの衝撃につい訊たずねると、返ってきたのはいつもの塩対応。

　でも、不思議と悪い気分にはならなかった。

　鈴すず原はらさんにも友だちがいるのかもしれない。

　やり取りをするだけで思わず笑顔になるような、心を開ける相手が。

　そう考えたらひどく共感できた。

　なぜなら俺にも似たような友だちがいて、ちょうどＤＭでオタ話してたところだ。

　サバトラさん。

　彼は表情から感情を読み取らなくていいネット上のオタ友。

　街まち川かわ庵いおりにとって唯一心を開ける親友。

　ルームシェアをすることになったけど、むしろ喜んだっけ。

　一度心を開いた相手なら現実で顔を合わせてもきっと大丈夫。

　親友のままでいられる。

　そんな風に思ってたけど──。




「ごめんなさい。現実ではなるべく私と会話をしないで欲しいんです」




　新しん姫ひめヶが丘おか駅から徒歩15分。

　10階建てのマンションの７階にある３ＬＤＫの我が家のリビングダイニング。

　食事用のテーブルで鈴原さんはそう告げた。

「お泊まりさせてくれるのに本当にすみません。街川くんが嫌いなわけじゃないんです。ただ私は……現実で人と接するのが苦手で……」

　本当にごめんなさい、と。

　ひどく申し訳なさそうに深々と頭を下げてきた。

「いや、謝るのはこっちだ。気が回らなくてごめん」

　あまりにも急な宣告に驚きつつも、考える。




『ＩＯＲＩのこと、心の底から信頼してるもん』




　駅ではそう言ってくれたけど、サバトラさんは人見知りだ。

　──同い年の男と一つ屋根の下で接するのはやっぱりハードルが高い。

　実際家に来たことで思い直したのかもしれない。

　それか、もしくは──。

「私の部屋は用意してくれたんですよね？　あなたがお家うちにいる間はその部屋からなるべく出ないようにします」

「引きこもるってこと？」

「そうすれば接触を減らせますから。１ヶ月経たったら私はこのお家うちから出ていきます。絶対に。そうしたら元の関係に戻りましょう」

「わかった。キミがそう望むなら」

　うなずいた後で、俺は家の中を案内した。

　キッチン。トイレ。脱衣所とお風呂場。

　鈴すず原はらさんのために用意した６畳ほどの一室。

　その部屋に宅配便で届いた鈴原さんの私物が入った段ボールを二人で運びこみ、マンションの合鍵を手渡した後で、

「では」

　同居人となったクラスメイトは部屋の中に消えていった。

　オタ友との同居生活。

　一緒に食事をしたり、

　アニメをリアタイしながら感想を語り合ったり、

　リビングで深夜までゲームをしたり、

　膝を突き合わせながら漫画の打ち合わせをしたり……。

「そういう生活ができるって期待してたけど、仕方ないか」

　鈴原さんの部屋の隣にある自室。

　ベッドの上に横になりながら、隣に聞こえない程度の音量でつぶやく。

　この調子じゃやりたいことリストにあった【ＩＯＲＩとゴハンを食べる！】は実現不可能。

【ＩＯＲＩと添い寝！】にいたっては……まあ、考えるまでもなくＮＧ。

（サバトラさんは同性じゃない）

　15歳の女の子なんだ。

　フィクションなら同居初日から主人公とヒロインが触れ合うテンポの速い展開も多いけど、現実では他人との距離がご都合主義に縮まることはほぼない。

「それに、人見知りだけが理由じゃないよな」

　親友としての勘だが、急に態度を変えたのには他にも理由がある気がした。

（心当たりはあるけど、詮索はやめよう）

　ルームシェア生活は思ったよりも味気ないものになりそうだけど、親友が快適に暮らしてくれるのなら本望だ。

　大丈夫。

　何も問題なんてありはしないさ。
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　しかし、わずか４日後。

　問題が起きた。

【風か邪ぜ引いたから今日は学校休むよ】

　時刻は７時28分。

『松まつ岡おか組』と名前がついたグループＬＩＮＥにメッセージを書きこむ。

　すると、グループの発足者である松岡充みつ哉やからすぐさま返信が。

【うおっ、マジか！　大丈夫かよ庵いおり？】

【なんとかね】

【最近タチの悪い風邪が流は行やってたしね。庵くんお大事に！　元気になったらスポッチャ行こ!?】

【ゆっくり休め、街まち川かわ。何か助けが必要ならいつでも言ってくれ】

　グループに入っている他のメンバーからもメッセージが。

　心配ありがとう！　とレシーブを返していると、

【放課後にお見舞い行こっか？　一人暮らしだし心配だよ】

　妹から個別にＬＩＮＥがきた。

【大丈夫。大したことないから】

【ホントに？　庵のことだからやせ我慢してるんじゃない？】

　さすが妹、鋭い。

　今け朝さは全身を襲う悪寒で５時に目が覚めた。

　隣の部屋の鈴すず原はらさんを起こさないよう静かに熱を測ると、37度８分。

　喉は焼けるように痛いし、倦けん怠たい感かんで動くのも辛い。

【平気平気！　症状は全然軽いしさ！】

　軽症を装う。

　お見舞いに呼んだら妹に部活を休ませることになるし、風邪をうつしたら嫌だしな。

（病院に行って、薬をもらったら家で寝てよう）

　鉛のごとく重い体を動かして外出用の服に着替えていると、廊下で足音がした。

「鈴原さんか」

　そろそろ登校するんだろう。

　さっきＤＭで【ごめんなさい。風邪を引いたみたいで朝ごはん作れそうにありません】と伝えておいた。

（キッチンの戸棚に朝食に出す予定だったクロワッサンがあるって伝えたし、食べてくれたはず）

　現実での会話はないけど、相変わらずＤＭはしてる。

　同じ食卓を囲むことはないが、俺が作った料理を彼女の部屋の前に置いておくと持ち帰って残さず食べてくれる。

　風呂は鈴すず原はらさんが入った後にお湯を張り替えて、その後で俺が入浴。

　洗濯は鈴原さんの下着以外は俺がすべて担当。

　生活費と食費ははんぶんこ。

　家事の報酬として、ときおり俺が希望する二次元キャラのイラストを描いてもらう（神絵師の描きおろしはとんでもなくうれしい）。

　もちろん朝家を出る時間はずらして、一緒に登下校はしない。

　それが俺たちの日常だった。

（漫画なら風か邪ぜを引いたら同居人に看病してもらうんだろうけど）

　俺と鈴原さんに限ってそれはありえない。

「まあ、大丈夫さ」

　３ヶ月前に一人暮らしを初めてから風邪を引くのは初めてだけど、なんとかなるさ。

「う……」

　なんて考えが誤りだったとわかったのは、約４時間後。

　徒歩で20分かかる病院からマンションに帰宅した後だった。

「……38度４分？」

　体温計が非情な現実を叩たたきつけてくる。

　ベッドに横になるが、頭痛がひどくて眠れない。

　おまけに食欲もまったくなかった。

　吐き気がないだけマシか、と思ってるとスマホに【体調は大丈夫？】というＤＭ。

　差出人はサバトラさん。

「今は昼休みか」

　時刻は12時35分。

　学食で一人ランチを食べながらスマホを見ている鈴原さんの姿がイメージできた。

　どんな顔をしてるんだろう？

　いつもの涼しげなポーカーフェイス？

　それとも親友の身を案じて不安げに眉を曇らせてるとか？

（もし心配してくれてるとしたら）

　体調が悪いって打ち明けたら放課後に看病してくれたりするのかな……って、人見知りな彼女に甘えるのはダメだろ。

【心配かけちゃってごめんなさい、意外と元気です！】

　文字通り熱に浮かされた妄想を振り払うように、カラ元気なＤＭを送信。

　これで彼女に心配されることもないはず。

　けれど──。

「まいったな」

　家に一人きりで寝こんでいるのが思った以上にさびしく感じた。

　少女漫画家である母さんは在宅勤務だった。

　風か邪ぜを引いたときは看病してくれたしさ。

「……眠ろう」

　さっき飲んだ薬が効くのを信じるしかない。

　そう思った俺は、強引にまぶたを閉じた。
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　ああ、よかった、眠れた。

　そう気づいたのは意識が夢の中にあったからだ。

「よし、アップできた」

　夢の中の俺は中学３年生。

　ＩＯＲＩとして初めて小説をネットにアップした日の記憶だった。

　小説を書くようになったきっかけは息抜きをしたかったから。

　いじめられないように友だちを製造し、量産し、交友関係を拡大する毎日。

（今思えば少し疲れてたんだろうな）

　何か熱中できる趣味はないかと考えたときに、思いついたのが物語を作ることだった。

　母さんに影響されたんだろう。

　最初は『イオリ』という名前で漫画を描いてネットに上げたが、絶望的に絵が下へ手ただったためにプチ炎上。

　読者の一人からはげまされたことでなんとか立ち直って、小説に方針転換。

（書くからには読者に喜んでもらいたい）

　だからこそ処女小説は当時流は行やりの悪役令嬢ものにしてみた。

　ジャンルだけじゃなく、キャラ設定、文体、ストーリー構成も流行り作品をいくつも分析、考察、研究。

　そのおかげか、書き上げた小説は投稿サイトのランキングでそこそこいい順位を取った。

　自分の努力が報われて、読者にも喜んでもらえたのがうれしかったっけ。

　そして、さらに喜ばしいことが起きた。

【ＩＯＲＩさんの作品、大好きです！　読んでるだけで心を揺さぶられます！】

　作家用アカウントで気に入った絵師のツイッターをフォローしたら、フォロバとともにＤＭが飛んできたのだ。

　名前は、サバトラ。

　ツイッターアイコンは名前の通り縞しま柄のデフォルメされた猫。

　商業活動してないのに50万人のフォロワーを持つ神絵師。

　彼女の描くイラストはまるで海みたいだった。

　紺こん碧ぺきの水みな面もみたいにきらめく透明感は見ているだけでどこまでも吸いこまれてしまいそう。

　白波のごとく大胆かつ繊細なタッチで描かれたキャラクターに心を奪われる。

　そして、すべてを包みこむ大海のような優しい画風せかいの虜とりこになる。

（絵が致命的に苦手な俺にとっては、神様みたいに別次元な存在）

　そんな人から連絡が来るなんて。

「いや、嘘うそだろ？」

　ＤＭで【ありがとうございます！　私もサバトラさんの絵が大好きです！　見てるだけですごく感動します！】と返信しつつも、現実感がなかった。

　相手はプロ顔負けの超人気クリエイター。

　社交辞令としてほめてくれたに違いない……と思ってたら小説の感想が７０００文字ほど送られてきて仰天した。

　それから交流がスタート。

　同い年で同じ神奈川に住んでるって知って意気投合。毎晩オタ話に花が咲き、ネトゲ世界で親しん睦ぼくを深め、さらには、

【ねえ、ＩＯＲＩ？　よかったらぼくと漫画を作ってみない？】

　知り合ってから３ヶ月後。

　サバトラさんが申し出てきた。

【ぼくとＩＯＲＩならきっとすごい作品を作れる！】

【お誘いはうれしいです。ただ、パートナーが私でいいんですか？】

【もちろん！　こんなに面白い小説書けるんだもん！　アドバイスを求めるといつもフラットかつ温かい意見をくれて、すごく助かってるしさ！】

　親友の無邪気な言葉がうれしかったせいか、気づいたら漫画製作することに同意してたっけ。

　漫画化するのは、処女小説の悪役令嬢もの。

　漫画用に俺がシナリオを再編し、サバトラさんが作画を担当。

　神絵師パワーのおかげか完成した第一話はネットに公開するや否や信じられないくらいバズったけど……。

【サバトラ先生、他の作家と組めばいいのに！】

【このＩＯＲＩってヤツのシナリオ、ただ流行をなぞってる感じでつまんねえ！】

【コイツ、チヤホヤされたいだけだな。だからネット受けするジャンルを選んだんだろ】

　ＩＯＲＩのアンチも爆増した。

「まあ、当然か」

　絵と小説を比べるなんて、海と山の美しさを比較するくらいナンセンス。

　だけども俺とサバトラさんの実力にはあきらかな差があった。

　多くの読者に作品を読んでもらいたくて、流は行やりのジャンルを選んだのも事実。

　フォロワー数だってサバトラさんは俺の約50倍。

　だからこれくらいで怒る必要はない……って自分に言い聞かせたけど、影響は出た。

　以前書いた小説を漫画用に再編する作業はできる。




　だけど、新しい小説が書けなくなってしまった。




　絵に描いたようなスランプ。

　そのことについて親友に相談すると、

【みんなＩＯＲＩの才能をわかってない！　ＩＯＲＩの小説は世界一面白い！　埋もれてていい人間じゃないのに！】

【けど、私のシナリオが流行りのジャンルを狙って書いたのも事実です】

【わかってる！　でもさ！】

　ＩＯＲＩの物語がすごく面白いことには変わりないよ!?　と。

　ただ真しん摯しにはげましてくれた。

【プロのクリエイターがよく言ったりするじゃん？　流行にとらわれずに自分だけの個性がある作品を作れってさ。もちろんその意見は一理ある】

【私もそう思います】

【けど、流行に乗った作品を書くことは何も悪くないと思うんだ。自分だけの個性を見つけるのは大変だけど、流行を研究して作品を作るのだって同じくらい大変だもん】

　なんて気が合うんだろう。

　親友の創作論にはひどく共感できた。

【ぼくにはわかるよ。ＩＯＲＩが小説を書くためにたくさん漫画やラノベを読んで研究したことが】

【ただ、ネットでは『チヤホヤされたいだけ』と書かれてしまって】

【チヤホヤの何が悪いの？】

【は？】

【このサバトラがチヤホヤされるために漫画を描いてると思っていたのかァ─────ッ!!　まさしくその通り！　ぼくはネットの世界で賞賛されたくて毎日６時間以上絵を描いている！】

【露ろ伴はん先生の名言を台無しにしないでください。ただ、気持ちはわかります。バズるって快感ですよね】

　人間は他者にほめられることを無意識に好む、と母さんの仕事部屋にあった心理学書に書いてあったっけ。

　何週間も時間をかけて作った作品をほめられると承認欲求が満たされる。

　作品がバズったってことはたくさんの読者を喜ばせたことでもある。

　その事実を創作モチベーションにするのは何も悪いことじゃない。

　それに──。

【重要なのは作品作りの動機じゃない！　作品に誰かの心を感動させる面白さがあるか否かさ！】

【──本当に、気が合いますね。その点で言うならサバトラさんの漫画は間違いなく面白いです】

【それはＩＯＲＩの小説も一緒だよ！　キミの小説は流行と関係なく面白い！　キャラクターがキラキラしてて読んでてワクワクする！　だからアンチの意見なんて気にしなくていいんだよ～！】

【……ごめんなさい。こんなに応援してくれるのに、今の私は──】

【あっ、急せかすようなこと言ってごめん！　新作については無理しないで？　そんなことでぼくたちの関係は変わったりしないから！】

【どうしてそこまで言ってくれて……】

【ぼく、ＩＯＲＩの小説が大好きだから！　現実で辛いとき、キミの作品を読んで救われたんだ！　ただ流行を取り入れてるだけじゃない！　キミの物語には読者を勇気づけるパワーがある！　それがキミの作家性さ！】

　その言葉は。

　14歳の街まち川かわ庵いおりの心を救ってくれた。

「これくらいで怒る必要はない」と自分には言い聞かせたけど、本当はアンチに批判されて深く傷ついていたから。

　小学校でいじめられたトラウマが蘇よみがえって。

【本当にありがとうございます。そう言ってもらえると、救われます】

【えへへ、照れくさいな～】

【もっと照れくさいことを言いましょうか？　サバトラさんは私にとってヒーローみたいな人です】

【何を言うのさ。ぼくにとっては──】

【とっては？】

【ううん何でもない！　漫画製作は大変だけどどんどんぼくのこと頼ってね!?　ＩＯＲＩが困ってるときは、ぼくが絶対に助けてみせるよ！】

　親友の言葉はまさにヒーローの声に聞こえた。

　未いまだにスランプからは抜け出せないけど、ひどく勇気をもらえたんだ。

（ただ）

　それからしばらくした後に薄々だけど感じるようになる。

　ネットの世界で承認欲求を得ることに親友が固執していた理由。

　それは──。
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　ドアがノックされる音で、目が覚めた。

「……何時だ？」

　枕元に置かれたスマホで時間を確認しようとしたが、画面が点灯しない。

　バッテリーが切れている。

（充電するの忘れてた……）

　病院から帰ってきた時点で切れかかっていたのに。

　熱のせいでそこまで頭が回らなかったんだろう。

　薬が効いたおかげか頭痛は少し収まったけど、高熱と倦けん怠たい感かんはご健在。

　壁掛け時計を確認すると、時間は15時18分。

「街まち川かわくん！」

　えっ、と思わず声をあげてしまった。

　ドアの外から響いたのは鈴すず原はらさんの声。

「どうして家にいるの？」

　フラつく足取りでドアの前まで移動する。

　まだ授業が終わる時間じゃないのに。

「よかった。無事だったんですね」

　ドアの向こうからホッと息を吐つく音が聞こえてきた。

「仮病を使って早退してきました」

「えっ!?　なんで？」

「ＤＭを送っても全然既読にならなくて。何度電話をかけてもつながりませんでした。ひょっとしたら倒れてるのかもって思って」

「──ごめん。心配かけて」

　申し訳なさと情けなさでいっぱいになる。

　迷惑かけないつもりでいたのに。

　現実では接触しないってルールを人見知りな彼女に破らせてしまうなんて。

「スマホのバッテリーが切れててさ。返信はできなかったけど、体調は問題ないよ」

「嘘うそを吐つかないでください」

　ぴしゃりと断言された。

「声、ガラガラです。たぶんかなり熱があるんじゃないですか？」

「そんなことは──」

「いつもの聡そう明めいなあなたならすぐ気づけたはずです。かすれた声で会話したら体調が悪いことを見抜かれるって」

　理知的で賢い推測だった。

　数時間前の「意外と元気です！」という嘘はいとも簡単に露見してしまった。

「街まち川かわくん」

　しかし、鈴すず原はらさんは自分を騙だました相手を怒るでもなく、真剣な口調で告げる。

「お昼は食べましたか？」

「えっと、まだだね」

「お腹なかは空すいてます？」

「少しだけ」

　薬が効いたのか食欲はわずかに回復している。

「わかりました。ベッドで待っていてください」

　すぐに同居人が廊下を駆けていく音が聞こえた。

　そして、30分ほど経たってから。

「お待たせしました」

　何か重いものを運んでいるようなゆっくりした足音がした後で、再び鈴原さんがドア越しに話しかけてきた。

「その……入ってもいいですか？　お料理を持ってきましたので、ベッドに運びます」

　驚きの連続。

　人見知りな鈴原さんが俺のために料理を用意してくれた。

　しかも部屋に入るとまで言ってくれている。

「ありがとう。部屋の前に置いてくれれば取りに行くよ」

「フラついてひっくり返されたら困ります。ベッドの上にいてください」

　いささか心配しすぎにも思えたけど、指摘することはできなかった。

（鈴原さんを心配させちゃったのは俺なんだ）

　それに風か邪ぜで心身ともに弱っていたせいか、鈴原さんが気づかってくれるのがただただ温かく感じた。

「わかった。入っていいよ」

「お邪魔します」

　どこか緊張した表情で部屋に入った鈴すず原はらさんを見た瞬間、俺まで緊張してしまった。

　空色のエプロン。

　料理をするのに使ったのか、鈴原さんはキッチンに常備されている街まち川かわ庵いおり愛用のエプロンを制服の真っ白なブラウスの上に身に着けていた。

「どうかしました？」

「あっ……いや、エプロンつけてるなって」

「ごめんなさい。勝手に借りて」

「気にしないで」

　作り笑顔で返答。

　同い年の女子のエプロン姿なんて調理実習で何度も見たのに、なぜか緊張してしまう。

「お雑ぞう炊すい、作ってきました」

　トレーを持って歩いてくる鈴原さん。

　トレーの上には５００ミリペットボトルのスポーツドリンク。

　さらにはどんぶりに盛り付けられた鶏とり肉にくと刻みねぎが入った卵雑炊。

　鼻が詰まって匂いはわからなかったけど、体はエネルギーを欲していたのか見てるだけで食欲がわいてくる。

「ありがとう。看病してくれて」

　雑炊が入ったどんぶりを受け取ってから、レンゲで中身を口に運ぶ。

「──うん。おいしい」

　舌の上で出だ汁しのきいた雑炊と鶏肉の甘あま味みが広がる。

　シャキシャキしたねぎの歯ごたえも小気味よい。

　さらには卵の優しい風味が口の中を何とも幸せなムードにお色直し。

　鼻が利かないのがもったいない。

　温かな雑炊は文字通り身に染みた。

「作ってくれてありがとう」

　お礼を言うと、ベッドの脇に座った鈴原さんが申し訳なさそうにうつむいた。

「……ごめんなさい」

「なんで謝るの？」

「自分が作ったみたいな言い方しましたけど、実はレトルトで、さっき近所のスーパーで買ってきただけで……冷静に考えたらエプロンをつける必要もなくて……」

「全然気にしないよ」

「……ホントですか？」

「もちろん。レトルトを甘く見てた。普段は食べないけどかなりおいしいね。それにレトルトを温めるのだって十分調理でしょ？」

「そうでしょうか」

「うん。何よりキミががんばって作ってくれたことが、最高の調味料スパイス」

　再びレンゲで雑ぞう炊すいを頬ほお張ばると、彼女の美麗な輪郭が瞬またたく間まに紅潮して……いや。

　今の発言はストレートすぎだろ？

　熱でもあるのでは？　とか言われそうだけど、実際あるんだから仕方ないか。

「あと、もしよければこれを」

　顔が赤いのをごまかすように、鈴すず原はらさんはエプロンのポケットに右手を入れた。

「お腹なかに余裕があったら食べてください」

　出てきたのは小さなプラスチック容器に入ったデザートと銀色のスプーン。

　最初はゼリーかと思ったけど、

「プリン？」

「風か邪ぜを引いたときは、プリンです」

「初めて聞いた」

「プリンはタンパク質の塊。原材料が卵、砂糖、牛乳なのでエネルギー量も意外と豊富。食感もつるつるしているので喉が痛いときも比較的食べやすいんですよ？」

　ネットのお役立ち知識みたいな解説だった。

「まあ、さっきググった知識なのですが」

　というかそのものだった。

（やっぱり男子の部屋に入って緊張してるのかな）

　鈴原さんなりに会話のラリーをつなごうとしてくれたのかも。

　学校での誰にも懐かない不愛想な態度とは真逆の健けな気げさや、わざわざ俺のために調べてくれた一生懸命さが、ひどく愛らしく感じる。

「何を笑っているんです？」

　感じたどころか表情に出てしまったっぽい。

　鈴原さんがジト目でにらんできたので、ごまかす。

「ネット知識を笑ったわけじゃないよ。さっきの鈴原さん、猫型ロボットみたいだったって思って」

「はい？」

「ポケットからお助けアイテムを取り出してくれた。テッテレー！」

「そんな22世紀的なＢＧＭは鳴っていません。それに猫というより熊では？　あなたの縄張りを荒らしてしまいましたし」

「たしかにキッチンは俺の管轄地域だけど」

「街まち川かわ家のキッチンを侵略してしまいました」

「物騒な言い方だ」

「電子レンジは必死に抵抗しましたよ。お雑ぞう炊すいを温めるときに『ブーン！』と人とは思えない悲鳴を上げて」

「元から人じゃないし、ただの稼動音だよね？」

　ツッコむと鈴すず原はらさんは「ですね」とかすかに頬ほおをゆるませた。

　会話のおかげで少しだけ緊張がほぐれたっぽい。

　なんだか胸のあたりが温かくなった。

　きっと熱のせいでも雑炊を食べたせいでもない。

　人生で三回目の鈴原スマイルに、心のどこかにある柔らかい部分を侵略されたんだろう。

（でも、変だな）

　なんでこんな懐かしい気持ちになるんだろう？

　ヘッドフォンをした明るい髪のギャルっぽい女の子。

　学校で初めて出会ったときから感じてたけど、俺はずっと前から鈴原さんのことを知っていたような──。

「あっ」

　考えこんでいると、鈴原さんは何かを思い出したように、

「今さらですが、ごめんなさい。あなたの部屋に入ってしまって」

「大丈夫だよ。キミさえよければ何も問題は──」

「そういうわけにはいきません」

　どこか言いにくそうに鈴原さんはうつむいた。

「看病のためとはいえ、恋人がいる男の子の寝室に入るのはマズいです」

「は？」

「あなたは初恋もまだって言ってましたけど、このお家うちにきた後で思い出したんです。街川くんがうちのクラスの堀内ことりさんと付き合っている。そんなウワサを耳にしてたことを」

　ああ、やっぱり。

　たぶんこれが鈴原さんが街川庵いおりとの接触を絶った理由。

　ソロギャルなんて呼ばれる彼女に友だちはゼロ。

　俺とことりのウワサについては知らないかもって思ってたけど──。

「違う。たしかに俺とことりは仲がいいけど、付き合ってはいないよ」

「ホントですか？」

「ほら、前にＤＭで話したでしょ？　俺には双子の妹がいるって」

「えっ──」

　長いまつげで縁取られた澄み切った双そう眸ぼうが驚きよ愕うがくに見開かれる。

　そう、親友ゆえに打ち明けていた。

　うちの両親が俺が小学６年生のときに離婚したこと。

　そして父親に引き取られた妹がいること。

「もしかして堀ほり内うちさんは……」

「血のつながった妹。親が離婚してるから苗みよ字うじが違うんだ」

「学校ではそんなこと言ってませんでしたよね？」

「一緒の高校に通うことが決まったときにことりと話し合ったんだ。離婚して苗字が変わった兄妹きようだいって肩書は高校生活を送る上ではちょい重い。だから双子だってことは秘密にしようってさ」

「じゃあ、仲がよかったのは……」

「血のつながった妹だから」

「……ごめんなさい。秘密にしてたのに無理やり聞き出してしまって」

「問題ないよ。キミのことすごく信頼してるしさ。友だちの秘密を言いふらすような人間じゃないって」

　風か邪ぜのせいで判断力が鈍ってるんだろう。

　またもやストレートな発言をしてしまった。

「……ありがとうございます」

　鈴すず原はらさんの顔が桜色にほんのり上気して……ああ。

　今さらながらにサバトラさんが同性じゃないって実感する。

　それほどまでに照れてる同居人は可か憐れんだった。

「それはそうと、料理のお代は後で清算させて？」

　気恥ずかしいのをごまかしたくて話題を変えると、鈴原さんはふるふると首を振った。

「結構です」

「けど……」

「毎日おいしいゴハンをごちそうになってますから」

「食費は折半するって決めたでしょ？」

「ぼっちな私に合鍵くれた、お礼がしたいんです」

「でも現実では接触しないって約束まで破らせちゃって……あ、その約束はもう無視していいのか。ことりが恋人じゃないってわかったんだ。せっかくルームシェアしてるんだし、現実でも仲良くした方が──」

　そこまで言ったところで、後悔した。

　鈴原さんが俺と距離を置いてたのはことりの件があったからだけじゃない。

　彼女が人見知りだからで……くそ。

（この調子じゃ熱は全然下がってないな）

　気づかいができてなさすぎる。

　オープンオタクの生命線、コミュ力が行方ゆくえ不明。

「ごめん、無神経な発言だった。なんだかいつもの調子が出なくてさ」

　情けないね、と苦笑する。

　笑顔という名の潤滑油をぎこちないコミュニケーションに差す。

　もはやすっかり板についた人型笑顔製造機の動作。

「無理に笑顔を作らなくて大丈夫ですよ」

　けれど。

　親友の鋭い指摘に俺の作り笑顔は凍りついた。

「街まち川かわくん、私がこの部屋にきてからずっと朗らかな顔をしています」

「そりゃあ看病してくれるのがうれしかったから」

「それだけじゃありません。人見知りな私の緊張をほぐそうと、熱で辛いのに明るく振る舞ってくれたんでしょう？」

　ありがとうございます、と優しく微笑ほほえんでくれた。

（ああ、そうか）

　鈴すず原はらさん……いや、サバトラさんは知ってるんだった。

　小学生のときに俺がいじめられてたこと。

　それがきっかけで作り笑顔がうまくなったこと。




『どうやったらＩＯＲＩみたいなコミュ強になれるの？』




　ＤＭでそんな相談をされたときに、つい打ち明けてしまったんだ。

　まさか正体がクラスメイトだとは思ってなかったしさ。

「さっきの発言だって謝る必要はありません」

　鈴原さんは申し訳なさそうに顔を曇らせる。

「あなたと現実で仲良くできないのは、私のせいです」

「自分を責めないで？　人見知りなのは全然悪いことじゃないよ」

「いいえ。人見知りだけが理由じゃないんです。情けない話なのですが……」

　ふうっと。

　心を落ち着かせるように一度深く息を吐いてから、

「私は、街川くんに嫌われたくなかったんです」

　自分の行いを恥じるような小さな声で告げた。

「実はルームシェアを始める前に色々と本を読んだんです」

「それって……」

「他人と同居する前の心構えみたいな本です。そこに書いてありました。どんなに親しい人物でも同居した結果仲が悪くなることがある、と」

「ああ。それは一理あると思う」

　同居して一緒に過ごす時間が増えるほど相手のことをより知っていく。

　長所も、短所も。

　離れて暮らしていたころより格段に。

　その結果、相手の気に入らない部分が目に入ってしまうこともある。

「結婚前のカップルが同どう棲せいした結果、ケンカして別れるとかよく聞くしね……って待って。まさか」

「街まち川かわくんの推測通りです。さっきも言った通り、私はあなたに嫌われたくありませんでした。だから──」

「現実での接触を失くした？」

　片方が部屋に引きこもれば、互いの気に入らない部分が発覚する危険性は各段に減る。

　でも……。

「そこまでしなくても、って思ってますよね？　あなたにあきれられてしまっても仕方ありません。ただ……」

　現実の私はすごく嫌な人間ですから、と鈴すず原はらさんはつぶやいた。

　瞳にほの昏ぐらい闇を浮かべながら。

「コミュ障で、陰キャな、ぼっち。それが私です。現実の人間関係がわずらわしくて、今までずっと他人を避けてきました」

「待って。それは──」

　そうなった理由を俺は知っている。

　そう、俺がいじめられていたことを打ち明けたように、彼女にも打ち明けられたことがある。

　それは、なぜ親友が中学生の若さで一人暮らしをしてるのか訊たずねた日のことだった。




『実はぼく、実家を勘当されちゃってさ』




　同居していた保護者と折り合いが悪く、自宅とは別のタワーマンションの一室をあてがわれたらしい。

　──生活費はあげるし、いい部屋借りてあげたんだから、問題ないでしょ？

　そんな、どう考えても問題ありな通告をされたと聞いた。

　それ以上詳しいことは聞けなかったけど、人間関係を築くのが苦手になった原因は家庭環境のせいでもあるんじゃないか？

　だったら──。

「キミが悪いわけじゃない。俺にとってキミは少しも嫌な人間じゃないよ」

　ただ親友をはげましたくて言葉をつむぐ。

「いいえ」

　けど、俺の声は届いてない。

　鈴すず原はらさんの瞳の闇は消えない。

「私には、私自身も消したくて仕方がない嫌な部分があるんです。私にとって、あなたは特別な存在でした。一緒に漫画製作をするパートナー。共通の趣味を持ったオタ友。なんでも話せるたった一人の親友」

「それは間違いじゃないだろ？」

「けど、私は思い違いをしてたんです。あなたが私にとっての特別であるように、あなたにとっても私は特別な存在なんじゃないかって、勝手に思っていました」

「………」

「あなたが幼いころにいじめにあって、作り笑顔で学校生活を乗り切ってるって話を聞いたので、現実リアルの友だちが多いタイプだとは思ってなかったんです」

「───っ」

　そういうことか。

　鈴原さんは、ＩＯＲＩが現実で人間関係を築くのが得意じゃないと思ってたんだ。

　自分と同じように。

　けど、実際は──。

「現実のあなたは……私が想像していたタイプとは真逆でした」

　鈴原さんの瞳の闇が昏くらさを増す。

「街まち川かわくんは学校に友だちが多い陽キャ。そして、あなたからしたら……私も大勢いる友だちの一人にすぎません」

　その闇を見ていると、吸いこまれそうになる。

「私は……あなたの友人たちみたいに明るい人間じゃありません。しかも家族にすら捨てられてしまった……」

　まるで宇宙に浮かんだ、光さえ飲みこむブラックホール。

「そのことに気づいたとき、ひどく嫌な気持ちになりました……。自分だけが街川くんの特別じゃない。他にもたくさん友人がいるって思い知ったとき、あなたの友だちにまで嫉妬しました。現実での人間関係が、余計にわずらわしく感じました」

「鈴原さん……」

「でも、本当に嫌なのは……こんなことを考えている私自身です。自分でもわかってます。今の鈴すず原はら綺あや奈なはひどく醜くて、自分勝手で矮わい小しような考えをする、最低最悪な人間だって。だから──」

「その事実が悟られないように、現実の俺と距離を置いたの？」

　鈴原さんは、ゆっくりとだがたしかにうなずいた。

「街まち川かわくんに……ＩＯＲＩにだけは嫌われたくありませんでしたから。自分の嫌な部分を見られたくなかった。ルームシェアが終わった後も、親友のままでいたかったんです」

「………っ」

　気分が悪い。

　会話をして頭を働かせようとしているせいか熱が上がってる。

　けれど街川庵いおりの中に灯ともったたった一つの激情が、霞かすみがかりかけた意識を繋つなぎ止めていた。

（──一体誰が、鈴原さんをこんな風にしてしまったんだ）

　血が滲にじみそうなほどに拳を握りしめる。

　今の彼女はひどく自信がなさそうに見えた。

　自分のことを嫌いだと言い、

　自分のことを愛そうとせず、

　こんな自分は親友である俺にすら嫌われるとおびえている。

　あまりにも自己肯定感が低すぎる。

　でも、それは前から彼女に対して感じてたことだ。

　鈴原さんはイラストを描いてネットで承認欲求を得ることに固執していた。

（それは、ひょっとしたら家庭の問題が影響してるんじゃないか？）

　小説の研究で読んだ学術書に書かれてたっけ。

　子供の自己肯定感をもっとも育んでくれるのは親だ。

　一説によると、幼いころから親によくほめられた子供ほど自己肯定感が高い人間に育つらしい。

　──よくできたね！

　──あなたなら次もうまくやれるよ！

　優しい言葉をかけられることで、自然と自分に自信が持てるようになるというのだ。

　逆に、

　──どうしてこんなこともできないの？

　──どうせ失敗するだろうし、もうがんばらなくていいよ。

　否定的な言葉ばかり浴びせられると子供の自己肯定感は育たない。

　自分に自信が持てなくなってしまう。

　もし、鈴原さんがそうなら。

　ネットで不特定多数の誰かにほめられることで、無意識のうちに承認欲求を得たかったのかもしれない。

　本来親から与えられるはずだったものを補うように。

　だったら──。

（今彼女に必要なのは、誰かが肯定してあげること）

　神絵師のサバトラさんじゃなくて。

　彼女の言うところのぼっちな陰キャである現実の鈴原綺奈に寄りそってあげること。

　今それができるのは、俺だけだ。

「鈴すず原はらさんは俺にとって、これ以上ないくらい特別な存在だよ」

　判断した瞬間、すぐさま行動を起こしていた。

「ありがとう。俺と親友同士でいるために行動してくれて。キミに気づかってもらえて、すごくうれしいよ」

　まずは彼女の行動を肯定する。

　それから共感を示す。

「初めての同居生活で不安を感じる気持ちはすごくわかるよ。安心して？　キミの嫌な部分を見たくらいで、俺がキミを嫌いになるわけないじゃん」

　──回せ。

　今はウイルスにやられてても、これまでいくつも物語を書いてきたんだろ？

　頭を回して創作しろ。

　親友の心を動かす言葉を。

「たしかに俺は友だちが多い。でも、それはいじめられた結果なんだ。愛想よく笑って距離を縮めて、他人の顔色を読んで行動する。そうやって友だちをたくさん作ればいじめのターゲットにはされないと思ったから」

　もちろんみんなは大切な友だちだ。

　一緒にいて楽しい。

　高校生活っていう同じ時間を共有していたいと思う。

　だけど──。

「キミほどに心を開ける友人は、キミしかいない。ＷＥＢ作家ってことはみんなに隠してるからさ。創作活動の悩みを打ち明けられるのはキミだけ。誹ひ謗ぼう中傷されながらも創作活動を続けられたのは、サバトラさんがいたからだよ」

　俺にとってアンチからの批判は過去のいじめを想起させるトラウマトリガー。

　だけど、鈴原さんが守ってくれたんだ。

「たしかにネットの私は……サバトラはあなたを助けました！　でも現実の私は嫌な人間で、あなたと接触することすら怖がってて……！」

　しかし、ネット上での自信にあふれた姿とは真逆で、現実の鈴原さんはひどく自信なさげに思えた。

　やっぱり自己肯定感が低いんだろう。

　そして鈴すず原はらさんはそんな自分自身をひどく嫌っている。

「だったら、少しずつ変えてみない？」

　悩んでいる親友に寄りそいたくて、支えたくて、助けたくて。

　俺は一歩踏み出していた。

「もし自分自身が嫌いなら少しずつ変えていけばいいんだよ。鈴原さん、現実の友だちとハグするのが夢だったって言ってたよね？」

「………」

「本当はずっと現実の友だちに……つながりに憧れてたんじゃない？　自分を変えたかったんじゃない？　なら俺以外のリア友を作れるように、自信を持とう」

　決して陽キャになれって言ってるわけじゃない。

　今の自分をすべて拒絶しなくていい。

（せめて自分自身を好きだと言って、他者とのつながりを作れる自分になって欲しい）

　それが自己を肯定するということ。

　自分を愛するってことだ。

「そんな！　私だって変われるものなら変わりたいですけど……！」

「実際にやるのは簡単じゃないね」

「でしょう？　私にできるわけが──」

「でも、不可能なことでもないよ？　なぜなら俺も自分を変えた一人だから」

「………っ！」

「いじめを受けたくなくて社交的じゃなかった自分を必死に変えた。自分を変える難しさはよくわかってるつもりだよ。だからこそ、キミの力になれると思うんだ」

「街まち川かわくん……」

「今日キミは仮病を使ってまで俺を看病しにきてくれた。すごくうれしくて、胸が温かくなった。キミはネットだけじゃなくて現実でも優しい。キミの優しさがみんなに伝われば友だちだって増えるよ」

「どうして、私なんかにそこまで言ってくれて……」

「相手が鈴原さんだからさ。もちろん無理はしなくていい。絶対に強制しない。ただ、もしキミが自分を変えたいのなら俺が全力で手助けする」




『ＩＯＲＩが困ってるときは、ぼくが絶対に助けてみせるよ！』




　憧れの神絵師から言われた、あの言葉に。

　どれだけ救われたかわからないんだから。

（ただ、今日はこれ以上会話はしない方がいいな）

　熱にやられた頭がいつまで冷静に作動してくれるかわからない。

　けど──会話を終わらせる前に一つやっておきたいことがある。

　そのために俺はわざとらしく人差し指を立てた。

「一つだけ、どんなにがんばってもできないことがある」

「えっ……できないこと、ですか？」

「ああ」

　深々と俺はうなずいてから、真剣な声で伝える。

「クラスのみんなにエロゲトークをすること。どんなに自分を変えてもそれだけは無理だ。そんな恥ずかしいマネができる親友は、鈴すず原はらさんしかいない」

　シリアスな表情から一転。今日一番の笑顔で言った。

　すると俺の笑顔に引っ張られたように、鈴原さんの頬ほおがゆるむ。

「なんですかそれ」

　くすくすと、きらびやかな髪を揺らして微笑ほほえんでくれた。

「私はあなたのエロゲトーク要員ですか」

「失礼な。俺をエロゲ沼に頭のてっぺんまで沈めたのはキミだよ」

「言い方」

「最初に勧めてくれたのは『私立バニーガール学院♥えちえちご奉仕部クラブ！』だったよね？　バニ学はＨシーン描写がすごいけど、意外と熱くて泣ける話で──』

「言い方っ！　というか、現実でエロゲの話をするのはやめません？」

「どうして？」

「ＤＭだと顔が見えないからいいのですが、あなたの顔を見ながら話すのは……」

「興奮して困る？」

「そんなわけないでしょう！」

　……もう、お料理も食べてください、と嘆息しつつも微笑む鈴原さん。

（よし。最後に笑顔にできた）

　会話というのはテニスのラリーに似ている。

　一方的にボールを打つだけじゃラリーは成立しない。

　相手と呼吸を合わせ、相手が拾いやすいボールを打ち、もし相手が返し損ねたらフォローをして、会話をつなげる。

（体調は最悪だけど、ここまでできたなら及第点か）

　ミステリアスな彼女の顔色は読みづらい。

　だから言動から彼女の願望を推理し、言葉ボールで心を動かし、説得。

　最後にあえて緊張を作ってから一気に緩和し、空気をほぐした。

　まあ、もちろん。

　組み立てた会話展開の中にたっぷり本音を混ぜたけどさ。

「ごちそうさま。おいしかったよ、ありがとう」

　卵雑ぞう炊すいを完食し、スポーツドリンクで喉を潤す。

「話の続きは風か邪ぜが治ってからでいいかな？」

「もちろんです。ごめんなさい。元気づけるつもりが私の方がはげまされてしまって」

「鈴すず原はらさんのためなら全然大したことないよ」

　が。

　ここで街まち川かわ庵いおりはとんでもない失態を犯した。

　会話を無事終えた安あん堵ど感かん。

　鈴原印のスマイルをまた見れた幸福感。

　さらにはやっぱり高熱に浮かされてたせいもあるんだろう。




「キミが同性じゃなかったら絶対に恋人同士になってた。そんなことを思うくらい、ずっとキミのことが大好きだったから」




　親友と現実で初めて顔を合わせた日。

　絶対に言わないでおこうと封印した本音を、つい胸の奥から発掘してしまっていた。

「えっ──」

　何を言われたのかわからない。

　そんな様子でフリーズする鈴原さん。

　しかし、ゆっくりと言葉の意味を理解したのか。

　表情を隠すようにくるりと背を向ける。

「さすが陽キャオタク。相変わらずお世辞がうまいですね」

　いつものクールな口調で言い残してから、部屋から去って行った。

「お世辞、か」

　そう取られたのならよかった。

　今の発言は熱に浮かされすぎてたけど、あの様子ならあんまり気にしてないだろう。

（デザートでも食べて落ちつこう）

　このままじゃとてもじゃないが眠れそうにない……なんて、思った瞬間だった。




「……ばか」




　隣の部屋から届いたのはかすかな独り言。

　声の主は、もちろん親友。




「……勘違いしちゃうようなこと、言わないでよ」




　サバトラモードでの独白。

　羞恥心を押し殺したような、あどけなく、いじらしい響き。

　そういえばルームシェア初日に伝え忘れてたっけ。

　この部屋と鈴すず原はらさんの部屋を隔てる壁は意外と薄いって。

（勘違いしちゃうようなこと言わないで、か）

　カスタードプリンの蓋ふたを開けながら考える。

　前にクラスメイトからの告白を断ったときに平手打ちと共に言い放たれたのとほぼ同じセリフ。

　なのに、なぜか、今のは──。

「甘いな」

　銀色のスプーンでプリンを一口味わってから、俺は同居人に届かない小声でつぶやいた。

[image: ]





第４話　おはよう







「おはよう、鈴すず原はらさん」

　翌日。何度も身だしなみを確認した後で制服姿の私がリビングダイニングに入ると、出迎えてくれたのは部屋着にエプロン姿の街まち川かわくんでした。

「おはようございます」

　昨日の夜何十回も頭の中でシミュレーションしたあいさつを口にします。

　私がこのお家うちに来てから初めて口にする、おはよう。

「部屋から出てくることにしたの？」

「もう引きこもっている理由はありませんし」

「そっか。すごくうれしいよ」

　街川印のさわやかスマイル。

　──私はあんな笑顔に夢中になったりしない。

　６月にそう誓って拒絶したのに、会話するだけで照れくさい。

「熱は下がったんですか？」

「すっかり！」

「すごい体力ですね。１日で治しちゃうなんて」

「看病してくれたおかげだよ！　まだ本調子じゃないから今日も学校休むけど、リハビリ代わりに朝食を作らせて？」

「ありがとうございます」

　大丈夫。自然に会話できてるはず。

　必死に言い聞かせますが、どうも落ちつきません。




『キミが同性じゃなかったら絶対に恋人同士になってた』




　正直、昨夜ゆうべはあまり眠れませんでした。

　それほどまでに彼の言葉は衝撃的でした。




『ずっとキミのことが大好きだった』




　もちろんわかっています。

　あれは恋愛としての「大好き」じゃなくて、友だちとしての好意のあらわれ。

　現実の私には絶対にマネできませんが、陽キャな彼にとってはなんてことのない行動。

　なのに……。

（……思春期突入直後の中学生ですか、私は）

　ほんの少し異性に好意を向けられただけで、こんなにも意識してしまうなんて。

　初恋未経験なせいか初う心ぶすぎる自分が恥ずかしくて顔が熱くなる。

（でも、街まち川かわくんも悪い）

　昨日は印象的な出来事がいくつもありました。

　ラフな部屋着姿の街川くんを見たのは初めて。

　おかげでここは学校じゃない、彼のお家うちなんだと改めて強く意識してしまった。

　しかも彼は高熱にもかかわらず私なんかに優しい言葉をかけてくれたんです。

（今さらながらに信じられない）

　私みたいなド陰キャがクラスの陽キャ男子とルームシェアしてるなんて。

「大丈夫？」

　突然、街川くんが私のおでこにぴたっと手を当ててきました。

「なっ、何をっ」

「顔が赤いし熱があるのかも。ごめん、風か邪ぜがうつったのかな。声も少しかすれてるし」

「昨日久しぶりに人間とたくさんしゃべったせいかと！　体調は万全です！」

「よかった。あ、今け朝さはハムエッグなんだけど焼き方は何がいい？」

「えっ、あっ、その、できれば半熟で」

「了解！」

　うなずいてから彼は器用に片手でフライパンに卵を割り入れ、目玉焼きを焼いている。

　くそぅ。

　やっぱり陽キャは苦手です。

（なんですか、今の自然な気づかいは）

　イケメンのくせに優しいとか少女漫画主人公ですか？　これだけ意識してるんだから少しはあなたも意識してるかと思ったけどヘッチャラってわけですか？　てか部屋着エプロンって何？　朝からＳＳＲ衣装でのご登場はやめてくれません？

　目玉焼きどころか私の頭が半熟になってしまいます！

　ちょっぴりひんやりした彼の掌てのひら。

　その感触が残るおでこをこっそりなでながら、口に出せない感情を脳内でぶちまける。

「できたよ」

　手際よく食卓に二人分の朝食が並べられていく。

　炊き立てのご飯。

　半熟のハムエッグ。

　焼き海の苔り。

　豆腐となめこのおみそ汁。

　なんともおいしそうな香りにうっとり。

　文句のつけようがないゴキゲンな朝ごはん。

（もしかして、憶おぼえていてくれたんでしょうか？）

　以前ＤＭで「おみそ汁の具は何が好き？」とたわいもない会話をしたときに、今目の前にあるおみそ汁の具を返答していました。

　もし私の好みを憶えていてくれたんだとしたら、すごくうれしい。

「うれしいな」

「えっ？」

「同居前から一緒に食卓を囲むのをずっと楽しみにしてて……くうっ！」

「わざとらしく涙をぬぐうのはやめてください。引きこもりになった子供と十数年ぶりに向き合えたお母さんですか」

「実際に泣きたいくらいうれしいよ？」

「さすがオープンオタク。見事な社交辞令ですね」

　クラスメイトのお家うちで食卓を囲んでいる。

　初めての経験なのに軽口まで返せたのは、相手が親友だからでしょう。

　他人とは仲良くしゃべれません。

　でも、街まち川かわくんは特別です。

　ネット上の親友、ＩＯＲＩ。

（彼女……いえ、彼はいつも私を支えてくれました）

　創作活動で悩んだとき、パートナーとしてフラットかつ的確で、しかも私が聞き入れやすい優しい指摘アドバイスをくれて何度も助けてくれたんです。

　そして、これからは……。

「街川くん。その……昨日、私を変える手助けがしたいって言ってくれましたよね？　つまり私の陰キャな性格を直すということで──」

「いいや。無理に性格矯正しなくていいと思うんだ」

「えっ、ホントに？　ラノベや漫画ならよくある展開なのに」

「たしかにね。でも陰キャのままで全然構わないよ。俺だって陰キャだしさ」

「ずいぶん愉快な寝言ですね」

「本気で言ってるんだ。陽キャに見えるかもしれないけど、根っこの部分は陰キャなんだよ。元いじめられっ子で、女性経験がないのもコンプレックスだし」

「………」

「ただ、それでも今はなんとか現実でうまくやっていけてる。その自信はあるよ」

「自信……」

「俺がしたいのは、鈴すず原はらさんがそういう自信を持てるようになるためのお手伝い。『陰キャだけど現実でもまあまあうまくやってるぞ！』ってさ。大事なのは、現実の自分を少しずつ肯定できるようになることじゃないかな」

　自分を肯定する。

　つまりは現実の自分を好きになること。

　想像もつきません。

　ネット上ではいくらフォロワーが多くても、現実の鈴原綺あや奈なは……。

「大丈夫」

　私の思考を推測したように、街まち川かわくんは大人おとなっぽい凛りんとした声で話す。

「さっき俺が『おはよう』って言ったら、あいさつを返してくれたでしょ？」

「それは、まあ」

「日常会話はあれの繰り返し。相手にボールを打って、打ち返してもらって、ラリーを続ける。ちゃんとあいさつを返せるなら大丈夫だよ」

「あいさつできたのは相手が友人であるあなただからです。もし他のクラスメイト……ましてや松まつ岡おか組のメンバーだったら一言も会話できません」

「そうかな？　友だちだから俺と話せるって理屈なら、友だちになれば他の誰かとも会話できると思う」

　だから、と彼は一度間を置いてから。

「いきなり松岡組は無理でも俺以外の誰かにあいさつをされたらちゃんと返そう？　それが誰かと親しくなるための第一歩」

「なるほど……」

　たしかに現実の私は教室であいさつされても、無視してしまうことがほとんどでした。

　人間関係なんてわずらわしいと思っていたから。

　現実は私にとって、ひどく居い心ごこ地ちが悪い、生きづらい世界。

（陰キャな私がこんな派手な格好をしてるのだって）

　彼女のマネをすれば気分が軽くなるから。

　けれど、この事実だけは親友である街川くんにも絶対に打ち明けられない。

　間違いなく、私たちの友つ人な関が係りが崩壊してしまう。

「安心して？　きっと俺以外の友だちも作れるよ」

　街川くんはおだやかな口調で続けます。

「さっきキミにおはようって言ってもらえて、俺はすごく晴れやかな気持ちになれた。なぜかというと、これまであいさつすることがなかったキミが返事をしてくれたから。きっとみんなも同じ気持ちになる」

「晴れやかな気分になると？」

「ずっとしゃべらなかった人が自分に話しかけてくれたんだよ!?　すごく特別な出来事に思えるし、うれしいに決まってるじゃん！」

「たしかに」

「むしろ鈴すず原はらさんが陰キャでよかった。キミの立場は友だちを作る上での武器になるよ！」

「おお……！」

　つい納得してしまいました。

　ただまさか、陰キャでよかったなんて言ってもらえるとは。

「さあ、食べよう？　冷めないうちにさ」

　いただきます、と言ってから朝食にお箸を伸ばす街まち川かわくん。

　本当に彼は優しい。

　昨日に続いて今日も温かい言葉をかけてくれた。

　私の内気な性格を否定するでもなく、拒絶するでもなく、ただ肯定してくれました。

（彼が物語の登場人物なら、完璧すぎて読者が感情移入できないでしょうね）

　いわゆる理解のある彼くんなみにパーフェクト。

　昨日さらっと「大好き」って言ってくれたこともそう。

（容姿だけじゃなくて性格まで整ってるなんて）

　優しくて、理知的かつ話し上じよ手うずで、しかもオタクで趣味が合う。

　絵を描くのが苦手って弱点はありますが、それ以外は何の欠点もない男の子に見えて仕方ありません。

「ん？」

　いただきますと言った後、おみそ汁を口に含んだときでした。

　この５日間で何度か味わった彼のおみそ汁。

　こんなに家事ができる男の子が現実に存在してたなんて、とほれぼれしてしまう完璧な味つけだったけど、

（ほんの少ししょっぱい？）

　もしかして味つけを間違えた？

　完璧な街川くんが？

（無理もないですよね。昨日まで寝こんでたわけですし、まだ味覚が本調子じゃなくても仕方ありません）

　納得してから、私は食事＆親友との会話に集中することにしました。

　ＩＯＲＩとやりたいことリストに記された②。

　初めて体験する街川くんとの朝食。

　改めてリア友ができたという事実がうれしくてたまらない。

　気分は目の前の手料理のように、ただ温かった。





第５話　思春期たちのランチタイム







「そういや庵いおり。どうよ、ルームシェア生活は？」

　親友との同居生活が始まってから10日後。

　お昼時の教室で、松まつ岡おか充みつ哉やが訊たずねてきた。

　ちなみにネット上の親友とルームシェアすることは伝えたが、その正体が鈴すず原はらさんだとは明かしていない。

　同居がバレたらおかしな誤解をされそうだし誰にも言わないって鈴原さんと決めた。

　もちろん学校でも他人のフリを続けている。

「すごく楽しいよ」

「何も問題とか起きねえの？」

「もちろん」

　嘘うそだ。

　問題は起きた。

　具体的に言うなら、看病された翌日。

　鈴原さんは気づかなかったみたいだけど、みそ汁の味つけを間違えた。




『キミが同性じゃなかったら絶対に恋人同士になってた。そんなことを思うくらい、ずっとキミのことが大好きだったから』




　あの言葉を言った夜はうまく寝つけなかったっけ。

　翌朝鈴原さんの顔を見たときも赤面しかけたけど、なんとか笑顔でごまかした。

（思春期突入直後の中学生か、俺は）

　ほんの少し異性に好意を向けただけで、こんなに意識してしまうなんて。

　もちろんわかってる。

　鈴原綺あや奈なに恋をしたわけじゃない。

　人間というより動物的な感情。

　若気の至りで生殖本能が活発になってるだけ。

　今後は「大好き」なんて言葉は胸の奥に終身刑にしておこう。

「ま、当然か。庵ってコミュ力オバケだしな。俺だって庵とルームシェアすることになったら絶対仲良くしてる」

「そう言ってもらえるのはうれしいな」

「だろ？」

「ヤリキンにも女の子以外と仲良くしたい人間性があったんだ」

「うれしさ感じるポイントおかしいよなこのオープンオタク!?」

　短い金髪を揺らしながら、手に持ったサンドウィッチを投げつけるフリをする充みつ哉や。

　ちなみにヤリキンとはヤリチンキングの略。

　深刻な少子化問題を一挙に解決してくれそうなあだ名だけど、女性関係のウワサに事欠かない充哉にはぴったり。

（ただし）

　女性にモテるのが十分納得できるくらいに、充哉は魅力的な男だ。

　高い行動力と学年成績トップに君臨する地じあ頭たまのよさ。

　身長は俺とほぼ同じだが、ブリーチした金髪がよく似合うモデルなみに整った顔立ち。

　ウェットなジョークを好むユーモアたっぷりな性格。

　我らが１－Ａのムードメーカー。

　俺みたいな養殖陽キャとは違う生きつ粋すいのリア充プリンス。

（だからこそ陽キャグループのリーダーが務まるんだろうな）

　松まつ岡おか組は充哉を入れて五名。

　１８６ｃｍの長身で一見武骨だが根は優しいバスケ部パワーフォワード、七なな城しろ大だい吾ご。

　フォロワー１万人オーバーのインスタ女子で外見はどう見てもパリピギャル、西にし野の萌も果か。

　オープンオタクこと街まち川かわ庵いおり。

　さらには──。

「もう、充哉くん。食べ物で遊んじゃダメだよ～」

　お母さんみたいなことを言い出した少女は、天てん真しん爛らん漫まんに微笑ほほえんだ。

　彼女がしゃべるだけで場の空気が変化。

　１－Ａ一軍のにぎやかな雰ム囲ー気ドがさらに明るく輝く。

　華がある。

　そんな言葉があるが、愛あい嬌きようたっぷりの笑顔には教室を彩り人々を微笑ませる香りが含まれているようだった。

（鈴すず原はらさんみたいに誰もが認める美貌を持ってるわけじゃないけど、清せい楚そな愛らしさで言ったら負けちゃいない）

　ウェーブのかかったふわふわした栗くり色いろのセミロングは実に軽やか。

　身長はやや小柄な１５７ｃｍ。

　大きく膨らんだ胸元Ｆカツプのラインが母性的な雰囲気をより引き立てている。

　さらには１年生にしてテニス部のレギュラーを奪取するほどの運動神経＆学年５位の成績を誇る秀才。

　そんなハイスペックをひけらかすことは決してない、陰キャから陽キャまで誰にでも分けへだてなく愛あい嬌きようを振りまく優しい性格。

　傍はたから見たら欠点なんか見当たらない完璧な天然陽キャガール。

　堀ほり内うちことり。

　苗みよ字うじは違うが、信じられないことに街まち川かわ庵いおりの双子の妹だ。

「ほら、庵も注意してあげて」

「パンで遊ぶくらい許そう？　いたいけな女の子相手にひどい遊びするよりはマシだし」

「あ～、なるほど～」

「俺をネタにイチャつくなやバカップル」

「堀内と街川は相変わらず息ぴったりだな」

「あーあ。いいなぁことりは。あたしも庵くんみたいな彼ピ欲しいー」

　街川庵と堀内ことりは交際している。

　この綾あや坂さか高校にはそんなウワサが流れている。

　というか、あえて流した。

　きっかけはクラスメイトの朝あさ比ひ奈なさんからの告白を断ったら頬ほおを叩たたかれたという話をことりにしたとき、




『あのさ。庵さえよければ、私たちが付き合ってるってウワサを流してみない？』

『俺とことりが？』

『私だって庵と同じような悩みを抱えてる。自慢じゃないけど、割と告白されるしさ。でも……』

『なるほど。俺たちが恋人同士だってウワサが広まれば、告白されない』

『さっすが庵！　物分かりよくて助かるよ～！　ま、ウワサを流すだけで、学校でハグやキスみたいなイチャイチャまではしないけどさ！』




　俺たちが兄妹きようだいと知る人間は学校にはいない。

　だから二人でランチを食べたり、図書室で勉強したり、放課後に教室で会話をしていれば勝手に勘違いしてくれる。

　ハグやキスをするまでもなく、街川庵と堀内ことりは恋人同士だと。

　両親が離婚して、住む場所、通う中学校、さらには名字が変わってからも、ことりとは頻繁に会ってた。

　だから学校で仲良く振る舞うのはどうってことない。

「あ、話は変わるんだけどさ！」

　不意に、西にし野のさんが明るさ満点のスマイルで、

「ねぇねぇ庵くん！　次に流バ行ズりそうな漫画教えてくれない!?」

「もちろんいいよ」

「うっしゃ！　これでまたマウント取れる～、あの作品なら人気になる前から読んでたよぉってドヤれる～」

「誰にだよ萌も果か」

「インスタ仲間！　あたしもけっこーアニメ見るし！　鬼き滅めつとか呪じゆ術じゆつとかチェンソーとか！」

　メジャー作品ばかりなのがなんとも西にし野のさんらしかった。

　母さんいわく、２０００年代初頭のオタクたちは学校や職場で趣味をオープンにせず、隠れキリシタンのようにおごそかに信仰していたらしい。

　だが、それも今や遠い昔。

　深夜アニメの主題歌がオリコン１位を取るのはもはや珍しくもなく。

　小中学生の将来の夢ランキングで『漫画家』、『声優』、『歌い手』なんて職業が堂々上位にランクイン。

　朝のＨＲホームルーム前の教室では配信ドラマやアイドルの話題に混じって、ティックトックでバズったボカロ曲やゲーム実況動画の話題に花が咲く。

　そんな世の中ではアニメやゲームを好きだと公言したくらいじゃ迫害はされない。

（ただ、もちろんバランスの見極めは必要）

　サバトラさんとなら鉄板ネタのエロゲトークはＮＧ。

　西野さんのお願いに快くうなずいたように、周囲の顔色を読んで行動するのもマスト。

　それが令和の高校生オタクの処世術。

　街まち川かわ庵いおりの日常だ。

「庵のオススメ作品って全部面おも白しれえしな」

「しかも作品のプレゼントークもかなり達者だ」

「ホントホント！　なんでオタクなのにそこまで対人スキル磨けたの!?」

　小学校で陰惨ないじめにあった結果だよ。

　なんて暴露したら楽しいランチが台無しなわけだが、

「私、知ってるよ～。中学時代に漫画家のお母さんの仕事を手伝ってたんでしょ？」

　ね、庵？　と天使のように優しく微笑ほほえみかけてくることり。

（さすが天然陽キャ）

　こっちの心境を完璧に察した見事なフォローレシーブ。

　ここは双子連係プレーを成立させよう。

「対人スキルは仕事で磨いたんだ。色々と勉強になったよ」

「勉強？」

「──世の中には、何ヶ月もメールを無視したり、平気で約束ごとを破ってくる取引相手クライアントもたくさんいる。そういう相手とお仕事させていただくには、ある程度の対人スキルがなくちゃね」

「ひっ!?　庵いおりくんが死んだ魚の目をしてる！」

「業界の闇を見ちまったな……」

「よしよし。がんばったね～。タコさんあげるから元気出して？」

　ことりがフォークであーんしてくれたタコ形ウィンナーを頬ほお張ばった後で、アイコンタクトで「ありがとな」と伝えておく。

　双子の妹は「いえいえ」とくりっとした双そう眸ぼうで語ってきた。

　生まれながらに秀でた天性の対人スキル。

　おそらく友だちの多さなら学年トップ。

（ホント、血のつながった妹とは思えないよ）

　いっそ実は義妹だと打ち明けられた方が納得できる。

「ところで、庵」

　話題を変えるように、ことりが栗くり色いろのミドルヘアを揺らしながら小さな唇を動かす。

「最近鈴すず原はらさんと何かあった？」

「ん？　急にどうした？」

　内心驚きつつも、作り笑顔でカモフラージュ。
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「今日の２限目の体育のとき、鈴すず原はらさんが何度か庵いおりを見つめてた気がして」

「わっ、ことりってば！　ジェラってる!?」

「違うよ～。ただ、鈴原さんって誰とも仲良くしないでしょ？」

「だな。俺も何度か話しかけたけどガン無視されたし」

「庵くんも面と向かって嫌いって言われてたよね？」

「うん。だからことりの勘違いだと思うよ？」

「だろうな」

「誰にも懐かないソロギャルが庵に気があるとか、これっぽっちも想像つかねえぜ？」

「う～ん、そうかな～」

　納得いかなそうなことり。

（危なかった）

　全国模試で上位に入った経験もある秀才だけあって鋭い。

「あ、ウワサをすれば」

　小声でこぼした西にし野のさんの視界の先には、教室に入ってきた鈴原さん。

　学食でランチをして戻ってきたんだろう。

　一瞬だけ、俺と目線が合ったが、

「………っ」

　ぷいっとそっぽを向いてしまった。

　席に着いてからヘッドフォンをして、教室の喧けん騒そうをシャットアウト。

「今街まち川かわから目をそらさなかったか？」

「やっぱ庵、嫌われてんじゃねー？」

「何よあいつ！　あんな風にクールぶるからソロギャルなんて呼ばれるのよ！　美人だけど全っ然可愛かわいくない！　庵くんに冷たくするなんて……！」

「大丈夫。俺は気にしてないから」

　憤る西野さんにフォローを入れる。

　みんな気づいてないが、鈴原さんのすべすべした色白な頬ほおがほんのり紅潮していた。

　その原因は、昨日──。



　　　　　　　　　＆





【ねえねえＩＯＲＩ！　いつごろ帰ってくる!?】

「ん？」

　日曜日の夕方。

　街の図書館で承認欲求や自己肯定感についての本を色々借りてから自分の部屋に帰った後、鈴原さんからＤＭが届いた。

（帰ったことに気づいてないのかな？）

　疑問に思った瞬間だった。

「はぁ。早く帰ってきて欲しい」

　お隣から飼い主の帰りを待つ子猫みたいな甘えた声が響いて、絶句してしまった。

（今の、独り言だよな？）

　ということはやっぱり──。

【あと１時間くらいで帰りますよ】

【わ～い、待ってるね～！　ちなみに今日の夕飯は？】

【煮こみハンバーグです。前にあいびきが好きって言ってましたよね？】

　瞬間「やったー！」という歓声が隣室から響いた。

　いや、ハンバーグで大はしゃぎな親友はかなり可愛かわいいのだが、

【ちなみにサバトラさん、今何してます？】

【ＦＰＳでキルしまくってる～】

　なるほど、状況が読めた。

　親友だから知っている。

　サバトラさんはゲームをするとき臨場感を高めるためにヘッドフォンをする。

　そのせいで俺が帰宅したことに気づけなかったんだろう。

（独り言、思いっきり聞いちゃったしな）

　罪悪感からついまだ帰ってないと嘘うそをついてしまった。

「ハンバ～グ～♪」

　わずか２秒後。

　俺は自分の判断を心の底から呪った。

「まっちかわ印のハンバ～グ～♪　豚！　牛！　あいびき！　おっいしいおっいしいハンバ～グ～♪」

　隣室から聞こえてくるのはどこか調子外れだけど実にゴキゲンな鼻歌ソング。

　……嘘なんて吐つくんじゃなかった。

　鼻歌まで聞いてしまったこのタイミングじゃ帰宅してるなんて絶対バラせない。

（こうなったら気配を殺して外出しよう）

　そしてもう一度帰宅し、何食わぬ顔で鈴すず原はらさんにただいま。

　まぁ正直な話、誰にも愛想を見せないソロギャルさんの気が抜けた一面をもっと見たい気もするが、今はバレないことが先決。

【そうだＩＯＲＩ。キミの部屋に入ってもいい？】

　!?

【昨日の夜オススメしてくれた『クラスで30番目に可愛い彼女』ってラノベ、さっき読み終わったからさ！　早く２巻が読みたくて！】

　………。

【さすが親友ぼくの好みよくわかってる！　青春系の焦じれ甘あまラブコメですっごく面白かった！　ＩＯＲＩの部屋に続きが置いてあるんでしょ!?　読みたい読みたい読みたい～！　今夜キミと感想語り合いたいしさ！】

　迷ったが。

　俺は【もちろんいいですよ】とＤＭを送信。

　下へ手たに断ったら俺が部屋にいると勘づかれるかもしれないしさ。

（ひとまず隠れよう）

　物音を立てないようにしながら、部屋の隅にあるクローゼットに自分の体と鞄かばんを隠す。

　わずか30秒後、ドアが開く音。

　クローゼットのわずかに開いた隙間から確認すると──。

「っ」

　直後、漏れかけた声をなんとか肺へと強制送還させた。

「……お邪魔します」

　どこか緊張した様子で入ってきた部屋着姿の鈴すず原はらさん。

　彼女の服装は、ブラトップとショートパンツだけだった。

（鈴原さん、この組み合わせにパーカーを羽織ったコーデがお気に入りっぽいんだけど……）

　正直無防備すぎていつも目のやり場に困る。

　年ごろの女の子が薄着はダメ！　なんて指摘はオカンっぽくてできないしさ。

（他人のファッションセンスに口出ししたくない）

　なのでいつも笑顔オブラートで気恥ずかしいのをごまかしてる。

　ただ、今は一人きりだと油断してるせいかパーカーも羽織ってないし、ブラトップの肩かた紐ひもが片方ズレてしまっていた。

　おかげで胸元の深い谷間が誘惑的なまでにさらされて……。

「ん～っ」

　本棚の最上段にあったお目当てのラノベを取ろうと、爪を研ぐ飼い猫よろしく愛あい嬌きようたっぷりな背伸びをする鈴原さん。

　理性を総動員して視線を逸そらす。

　それでも薄い生地のぴっちりしたショートパンツに包まれた可愛かわいらしいお尻が、否いや応おうなく街まち川かわ庵いおりの網膜に焼きつく。

「よし」

　鈴原さんは手に取ったラノベをうれしそうに抱えて、部屋から出ようとしたが、

「あれ？」

　ベッドの上に置かれた一冊の本に目を向ける。

　昨日読んだ、母さんの部屋から発掘してきた自己肯定感についての学術書。

「……もしかして、私のために？」

　ラノベをベッドサイドに置いた後で。

　鈴すず原はらさんは学術書を手に取ってから、俺のベッドに腰かける。

「こんなに難しい本を読んでくれてるんですね……」

　ひどく感嘆しながら、ページをペラペラ。

「すごい。おまけに部屋もここまで綺き麗れいだなんて。男の人の部屋って、もっと男臭いって思ってましたけど」

　何を思ったのか、彼女は学術書から手を離して、ベッドにあった俺の枕を手に取り、

「前にハグしたときと、一緒の匂い」

　ベッドに腰かけたまま、ぎゅっと枕を抱きしめた。

　お気に入りのテディベアを抱いて眠る子供みたいに。

（──マズい）

　なんだこの可愛かわいい生き物。

　学校で誰にも懐かないって言われてるのが信じられない。

　思わず頭をなでたくなるくらいに彼女の仕草はあどけなく、ただ愛らしい。

「くう～」

　……って、寝た!?

　枕を抱きしめた華きや奢しやな体がぽすっとベッドに倒れこむが、起きる気配はゼロ。

　えっ、待って、嘘うそだろ？

　いくら気を抜いてるからって男の寝室で熟睡するか？

（いや待て）

　昨日は深夜２時すぎまでリビングで今期のアニメトークをしてたっけな。

　ＤＭだけじゃなくて現実でもオタ話できることがうれしかった。

　たぶんそれは鈴原さんも一緒。

　だからつい遅くまで話に夢中になってたけど、そのせいで睡魔に急襲されたのか？

　でも──。




『他人の家だと、よっぽど安心しなきゃ一睡もできないよ』




　現実で初めて会った日、ＤＭで言ってたのに。

　幸せそうに俺の枕を抱きしめて眠る鈴原さんを見たら、なんだか胸の中が温かくなった。

（何はともあれチャンスだ）

　気配を殺し、クローゼットから出る。

　今のうちに部屋から脱出しよう。

「！」

　電話がかかってきたのか、ベッドに置かれた鈴すず原はらさんのスマホから着信音。

　あと一歩で部屋から出られるというところで眠り姫を覚醒させた。

「んう………………えっ」

　寝ボケ眼まなこの鈴原さんとばっちり目が合う。

　自分があられもない薄着姿で同居人のベッドで眠っている。

　しかも俺の枕を抱きしめながら。

　その事実を思い出したのか、ソロギャルさんは学校でのクール＆ビューティーなお姿からは想像もつかない、あどけない悲鳴を上げたのだった。



　　　　　　　　　＆





　そんなわけで、眠り姫改め鈴原さんはつい俺から目をそらしてしまったんだろう。

　ちなみに昨日俺はベッドの上でひどくあわてる鈴原さんに「ただいま。今帰ったよ」と嘘うそをついた。
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（だって鈴すず原はらさんの気持ちを考えたら言えないだろ？）

　独り言を聞いて、鼻歌を鑑賞して、俺の枕を抱きしめるとこまで目撃したなんてさ。




『おかえりな……いえ、ごめんなさい！　勝手にベッドで眠っちゃって……街まち川かわくんの枕を抱いてたら、なんだか安心しちゃって……っ！』




　鈴原さんはずいぶん気に病んでたけど、もちろん許した。

　あんな可愛かわいい仕草を見てしまったせいか怒る気にはなれなかった。

（学校にいるみんなは夢にも思わないんだろうな）

　徹頭徹尾他人に冷たい鈴原さんがあそこまで人間味にあふれてるなんてさ。

　自分だけが彼女の一面を知ってることが、なんだかうれしい。

「そういえば、みんなに聞きたいんだけどさ」

　だからこそ余計に彼女の力になりたい。

　鈴原さんの自己肯定感を上げる手伝いをする。

　そのために色々本を読んだけど、スクールカースト上位陣の意見も聞いておこう。

「自信って、どうやったらつくと思う？」

「ああ？　急にどうした？」

「また誰かのお悩み相談でも受けたの？」

「そんなところ」

　ことりの言う通り、俺はクラスメイトの相談相手に抜ばつ擢てきされることがある。

「庵いおりくんってどんなくだらない悩みでもすっごくマジメに聞いてくれるもんねー」

「相談相手としてはまさに適任だ」

「自信ねぇ。萌も果かはどうよ？」

「簡単！　インスタに自撮り上げる！　そうすればみんなほめてくれるし！」

　ネットで承認欲求を得る。

　流行の最先端を生きるＳＮＳ女子な西にし野のさんらしい意見だった。

「俺は練習だな。練習の成果が試合での勝利に結びつくと、自分がやってきたことが無駄じゃなかったんだと実感できる」

　つまりは努力か。

　中学のときに神奈川代表に選ばれて、さらには１年にしてバスケ強豪校である綾あや坂さかでレギュラーを獲得した大だい吾ごらしい主張だ。

「自信かぁ」

　ウェーブのかかった髪をふわふわさせながら、ことりは天使みたいにスマイル。

「仲のいい友だちを増やせばいいんじゃないかな？　自分を肯定してくれる人が多ければ、自然に自己肯定感も上がると思うよ」

　交友関係の拡大。

　さすがはことり。簡潔ながらどこまでも的を射た正論である。

「はあん。自信なんてつけようと思ったことねえからピンと来ねえ」

「うっわ、さすが遊び人！」

「たしかに松まつ岡おかは赤ん坊のころから自信満々な顔をしてそうだ」

「へいへい、どうせ俺はヤリチンキングな充みつ哉や様ですよー」

　苦笑しつつも充哉は「ま、強いて言うなら」とつぶやいた。

「絶対に達成できないと思ってた目標を達成する。そうすりゃちっとは自信がつくんじゃねえの？」

「やっぱり、充哉ってすごくいいヤツだね」

　ぶっきらぼうにしつつもしっかり冴さえたアドバイスをくれた。

　あえて高い目標を設定し達成する……か。

「みんなありがとう！　参考になったよ！」

「いいんだよこれくらい！　庵いおりくんにはいっつも助けられてるもん！」

「また今度勉強を教えてもらえると助かる」

「はん。勉強ばっかはつまんねえ。週末遊び行こうぜ？　庵がいればカラオケだろうがボーリングだろうがなんでも盛り上がるからな」

「もう、充哉くんってば～！　庵は病み上がりなんだから無む茶ちやさせないでよね!?」

　教室内で一際にぎやかなやり取りを聞きつつも、考える。




『松岡組のメンバーだったら一言も会話できません』




　つい数日前に鈴すず原はらさんは自信なさげにこぼしていた。

　そう、ソロギャル鈴原さんにとって陽キャの巣窟である松岡組構成員はホラー映画の殺シリ人鬼アルキラーばりの恐怖対象。

（だからこそ、絶対に達成できない目標になる）

　松岡組の誰かと交友関係を築く。

　鈴原さんの自己肯定感を上げるにはそれが最適解。

　もちろん、俺以外の初めての友だちとして選ぶのは──。





第６話　おかえりのハグ







「なるほど～。つまり庵いおりは、私に綺あや奈なちゃんの友だちを作るサポートをして欲しいわけだね？」

　翌日。朝から降り続ける秋雨でテニス部が休みの放課後。

　人ひと気けのない空き教室で、小柄な妹は清せい楚そかつ可か憐れんに微笑ほほえんだ。

　俺の隣には学校仕様のクールな顔をした鈴すず原はらさん。

「昨日連絡もらったときはビックリしたよ！　というわけで！」

　パーンッ！　と。

　突然ことりは鞄かばんから出したオモチャのクラッカーを鳴らした。

「……いきなりどうした？」

　自分と鈴原さん（驚いた顔で固まっている）についたテープやら紙かみ吹雪ふぶきやらを取りながら訊たずねる。

　するとことりはぽんぽんと俺の肩を叩たたいてきた。

「やっと彼女ができたんだね！」

「は？」

「またまた、とぼけちゃって～。二人は付き合い始めたんでしょ？」

「………」

「てか私が庵の妹でホントは付き合ってないって綺奈ちゃんに話したの!?　二股かけてると誤解されて刺されるのは嫌だよ私！」

「落ちつけ妹。こんなものまで用意してもらって悪いけど、俺たちは付き合ってない」

「え!?　ホントに？」

「ああ」

「二人でイチャイチャとかもしてない？」

「してないし今後もする予定はない。てか、なんで付き合ってると思ったんだ？」

「う～ん」

　ことりはちょこんと首を傾かしげてから、花びらのように可憐な唇を動かす。

「てっきり綺奈ちゃんが庵のルームシェアのお相手って思ったんだ」

　！

「ネット上では同性だと思ってたけど、会ってみたら正体はクラスメイトの女の子でしたー！　みたいな」

　………。

「その結果付き合うことになったんじゃないかってさ」

　コイツ実は俺たちの同居に勘づいててカマかけてるんじゃないか？

　恐ろしいほどの勘のよさだった。

「そんなわけないだろ」

　作り笑顔でごまかす。ことりにはサバトラさんのことをよく話していたし、いっそ同居してることをバラした方が話が早い。

　ただ、今日の昼休みにＤＭが飛んできて、




『お願いＩＯＲＩ！　サバトラが鈴すず原はら綺あや奈なってバラすのは絶対やめよう!?　ネットのぼくって毎日アニメと漫画とラノベの話をＳＮＳに垂れ流してるまさにクソオタク！　アップする絵も実写だったら即アカウント凍結みたいなヤツもけっこーあるよ～！』




　まあ、気持ちはわかる。

　俺だってエロゲやってることは友だちや妹に言ってないしさ。

「俺たちはただの友だちだよ」

「そうなの、綺奈ちゃん？」

「ええ」

　ポーカーフェイスなソロギャルモードでうなずく鈴原さん。

　しかし、正体がサバトラさんだと知って、家の中でも顔を合わせるようになったせいか、顔色は読めずとも彼女の思考を推測できた。

　──びっくりした。「お兄ちゃんに手を出すなメス猫っ！」って拳銃で撃たれたのかと思った……。

　──友だちでもないのに親しげに呼ぶなんて！　陽キャさんの距離感怖い～！

　──どうしようＩＯＲＩ～!?　ぼくらの同居がバレそうだよぉ～！

　みたいなことを考えてる。

　あんまり話してもボロが出そうだし、話題を変えよう。

「てかことり。さっき鈴原さんに俺たちが兄妹きようだいだってバラしたよな？」

「えっ……あっ！　つい言っちゃった！　驚いたでしょ綺奈ちゃん!?　私たちって苗みよ字うじが違うけど実は双子なの！」

「そうなんですか」

「うん。色々あって恋人だってウワサを流しててさ。みんなには兄妹ってこともバラしたくなくて……」

「安心してください。秘密にします」

「ホント!?　ありがと～！」

　鈴原さんがすでに秘密を知っていたとはつゆ知らず。

　ことりは彼女の右手を両手でにぎり、愛あい嬌きようたっぷりな笑顔で握手。

「綺あや奈なちゃんってすっごくいい人だね！」

「いえ、堀ほり内うちさんに比べたら全然……」

「ことりって呼んでいいよ？　みんなそう呼んでるしさ」

「えっ、でも、友だちでもないのに……」

「？　何言ってるの？　私たちもう友だちでしょ？」

「えっ!?」

「秘密も共有しちゃったしさ。私、ずっと綺奈ちゃんと仲良くなりたかったんだ！　綺奈ちゃんってクールですっごく格かつ好こいいし！」

「でも、私は以前あなたのお兄さんにひどいことを言って──」

「あんなのこれっぽっちも気にしてないよ！」

「笑顔で言うな」

　ついツッコんでしまったが、もちろんことりは本気で言ってない。

　今のは鈴すず原はらさんの緊張をほぐすための冗談。

「あはは、怒らない怒らない。二人が友だちになれたってことはちゃんと仲直りできたんでしょ？」

「はい」

「だったら私とも友だちになって欲しいな？　お願い、綺奈ちゃん」

　握った手をぎゅっと胸のあたりに当てながら、ことりは俺の養殖スマイルとは違う天然物の笑顔でおねだり。

　破壊力抜群のインファイト攻撃に、鈴原さんはわずかに顔を赤らめながらうなずいた。

「わかりました、堀内さん」

「堀内さん？」

「う……ことり、さん」

「もう一声！」

「えっ、あっ、えっと…………ことりちゃんっ」

「うん！　大正解！」

　よくできました～！　と背伸びしながら鈴原さんの頭をよしよしなでることり。

（やっぱり、ことりを頼ってよかったな）

　多少強引だけど妹の対応は間違ってない。

　鈴原さんのシャイな性格を考えたらむしろこれがベスト。

「あっ、ごめん！　ついスキンシップしちゃって」

「いえ、気にしてません」

「でも表情が硬いよ？」

「それは……ことりちゃんみたいな人と話すことに慣れてないので」

「私みたいな人？」

「ことりって陽キャだしね」

「しかも文武両道な優等生で、誰にも優しい完璧な生徒です」

「あはは、完璧かぁ。たしかにみんなからそう言われることもあるよ」

　でもさ、と。

　ことりはそれこそ完璧な笑顔を作ってから。

「私だって、所詮は普た通だの高校生にんげんだよ？」

「えっ!?　そんなことは……」

「あるある。兄妹きようだいだから庵いおりは知ってるけど、私って全然完璧じゃないもん」

「たしかに弱点はあるな」

　低血圧で寝起きが超絶に悪いとか、他人に優しすぎるせいでときどき気をつかいすぎて悩むとか……。

　少なくとも俺は他のみんなみたいに妹を『完璧』だなんて思ったりしない。

　誰にだって弱点や悩みはあるからだ。

「陽キャだって人間関係で悩んだり、迷ったり、ときには失敗しちゃうこともあるよ」

「堀……ことりちゃんも？」

「うん。だから相手が陽キャだからって緊張する必要は全然ないよ？　むしろ自分と同じ人間なんだって割り切った方が仲良くなれる」

「う……でも……」

　黙りこむ鈴すず原はらさん。

　ことりの言葉を否定したいわけじゃないと思う。

　──私なんかが本当に仲良くなれるんでしょうか？

　自己肯定感の低さゆえに、自信が持てないんだろう。

「だいじょーぶ！」

　俺と同じで彼女の気持ちを悟ったのか、ことりはにこやかにスマイル。

「綺あや奈なちゃんなら絶対みんなとも仲良くなれるよ！　すぐに割り切らなくてもいい。ちょっとずつ進むだけでもいい。それだけでも──」

「いつか大きな変化を起こせる」

「わっ、ちょいちょい庵！　私のセリフ取らないでよ～！」

「悪い。なんだかことりの言葉に共感できたからさ」

　鈴原さんの性格を否定し、強制的に別人にするんじゃなく。

　今の鈴原さんを肯定して。

　ちょっとずつ進むだけでもいい、と選択肢を示す。

　世話焼きで面倒見がいい愛あい嬌きようたっぷりな性格。

　さらには他人の心によりそえる優しさ。

（友だちが多いのもうなずけるよ）

　思わず胸を張りたくなるほどに、堀ほり内うちことりは自慢の妹だった。

「ありがとうございます、ことりちゃん」

　照れくさそうにお礼を言う鈴すず原はらさん。

「でも、意外でした。ことりちゃんにも悩みがあるなんて」

「あー、実は恋愛で悩んでるんだ。相手が全然私の気持ちに気づいてくれなくてさ」

　困ったもんだよ、と苦笑する妹。

「よかったら今度相談に乗ってよ」

「私でいいんですか？　街まち川かわくんの方が……」

「庵いおりは絶対ダメ！」

「ことりいわく、俺は女心を理解できてないんだって」

　その証拠に好きなお相手とやらのことも教えてくれない。

　天然陽キャな妹が好きになった人間。

　一体どんなヤツか気になるが、謎のままだ。

「わかりました。私でよければ」

「うん！　よろしくね綺あや奈なちゃん！」

「はい。あらためて、友だちになってくれてありがとうございます」

　クールな表情が淡くほころぶ。

　──信じられない！　ＩＯＲＩ以外の友だちができたー！

　──ことりちゃんいい子すぎるよぉ！　ママみがすごい！　おぎゃりたい～！

　みたいなことを考えてそうなスマイルだった。

（おめでとう、サバトラさん）

　絶対にかなわないと思ってた目標を達成できて、自信につながったはずだ。

　それに妹と親友が仲良くなったのは素直にうれしい。

　女の子同士話が合うかもしれないし、ＩＯＲＩ以上に仲良くなってしまうかも──。

（ん？　しまうかも？）

　なんだそれは？

　二人が仲良くなることに懸念を抱いてるみたいじゃないか。

「あっ、そうだ！」

　そこでことりがうれしそうに両手を叩たたいた。

「せっかく友だちになったんだしさ。今から一緒にカラオケにでも行かない？」

「えええっ!?　カ、カラオケ、ですか？」

「そう。駅前のカラ館」

「私、カラオケとか行ったことなくて……」

「ホント!?　だったらちょうどいいタイミングかも！　今萌も果かや充みつ哉やくんたちが行ってるらしいから合流しようよ！」

「!?」

「初体験でも大丈夫！　みんな盛り上げ上じよ手うずだから！　友だち増やせるチャンスだよ！」

　善意フルスロットルなスマイルを浮かべる天然陽キャガール。

　対して親友は貯金の八割を株取引で溶かしたサラリーマンのごとく顔面蒼そう白はくに。

　初カラオケ。

　陽キャ軍団である松まつ岡おか組との遭遇ランデブー。

　さらには今日自分が友だちになった少女は、愛あい嬌きようと母性にあふれているが即断即決即実行がモットーな行動力アクテイブモンスターでもある。

　そんな現実に恐れおののいたんだろう。

「……街まち川かわくんっ」

　鈴すず原はらさんは目にうっすらと涙を浮かべながら、助けを求めるように俺のブレザーの袖をきゅっとつかんできた。

（ああ、なるほど）

　さっき抱いた懸念の正体がつかめた。

　ことりは行動派な一面もあるし、シャイな鈴原さんじゃ付いていけない部分もあるって心配だったんだ。

　そう、決して。

　彼女に俺以外の親友ができることにジェラってたわけじゃない。

「カラオケはまた今度にしよう」

　助け舟を出港させると、鈴原さんがホッと息を吐ついた。

「あ、ごめんね？　いきなりカラオケは急だったか」

「いえ。私の方こそ誘ってもらったのにごめんなさい。ただ、カラオケじゃなくて……ここでおしゃべりするくらいなら……」

「ホント!?　ならとっておきのブツを見せてあげようかい？」

「ブツ？」

「家うちのＰＣから発掘した小５庵いおりのお写真！」

「──待て。なんでそんなものスマホに入れてるんだ？」

「てっきり庵に彼女ができたと思ったからさ。彼女だったら彼氏の子供のころの写真を見たら喜ぶって思って」

　……別に、いつも写真を持ち歩いてるわけじゃないよ？　とことりは強調してから。

「ほら、これとかヤバくない？　廊下で『おかえり～！』ってしてくれる庵いおり」

「わあ！　これまた見事なショタっ子な」

「ショタっ子？」

「あっ、ちっちゃくて可愛かわいいって意味ですっ」

「でしょでしょ!?　このころの庵すっごく可愛くてさ。出かけた私が家に帰ってくるとハグしてくれたんだ～」

「ことりって昔はかなりの甘えたがりだったからね。『お兄ちゃんおかえりのハグ～！』ってせがんできたし」

「ちょいちょーい!?　なんで突然バラすかなバカ兄！」

「ははは。勝手に写真を見せたアホ妹には打ってつけのカウンターパンチだ」

　からかうように笑うと、ことりは可愛らしくほっぺたをふくらませて……ん？

「鈴すず原はらさん？」

「どうかしたの？」

「あっ……いえ。なんでもありません」

　言いつつも、俺の写真を見ながら何やら真剣な様子で考えこんでるソロギャルさん。

　瞬間、過去に交わしたＤＭを思い出した。




『ＩＯＲＩ？　たまや先生のイラストに「可愛いです！」ってリプしたでしょ？』

『ええ。すごく可愛かったので』

『ずるいずるいずるい～！　ぼくもほめられたい～！　ＩＯＲＩに「可愛い」って言ってもらいたい～！』

『いつも言ってるじゃないですか』

『それはそうだけど！　他の人がほめられてるの見たら欲しくなっちゃったの！』




　こうなったら徹夜でイラスト描く！　と燃えよイラストレーター状態に入ったサバトラさんは翌日10万いいねがつく超絶キュートなイラストを仕上げたのだった。

　そう、こう見えて親友は意外とヤキモチ焼きなのだ。

（ただ、それはネット上でだけ）

　現実であそこまで甘えてくることはないよな。



　　　　　　　　　＆





「ただいま、街まち川かわくん」

　しかし。

　雨が降る中、ことりに同居がバレないように一度俺と別れてから帰宅した後だった。

「あの……」

　鈴すず原はらさんはリビングでくつろいでいた俺の前で何やらもじもじ。

　その姿は飼い主になでてもらいたいけど素直に甘えられない不器用なロシア猫をイメージさせる。

（たぶん、おかえりのハグがしたいんだよな）

　顔色は読めなくても頭を使えば思考を推測できる。

　ことりと別れる前に「先に家に帰っていいですよ」ってＤＭしたら首をぶんぶん振って拒否されたっけ。

　あれは俺に出迎えさせるためだろう。

（以前までの鈴原さんだったらこんな行動しないけど、ことりに『相手が陽キャだからって緊張する必要は全然ない』って言われてたしな）

　ことりと友だちになれて、ちょっぴり自分の行動に自信を持てるようになったのかも。

　ただ、もちろん「ことりに嫉妬してハグしたくなっちゃったんだね」みたいなデリカシーオフで野や暮ぼな発言はしない。

　というわけで、かなり照れくさいが、

「おかえり」

　ソファから立ち上がってから、優しく鈴原さんの体を抱きしめる。

「まっ……街まち川かわくん？」

「ごめん。なんだか教室でことりの話を聞いたら、おかえりのハグがしたくなって」

「だからっていきなり……！」

「鈴原さんのこと、抱きしめてあげたかったんだ」

「は!?」

「今日は俺の考えを信じて、ことりと友だちになってくれた。他人と話すのが苦手なのにがんばってしゃべってくれた。昨日も夜遅くまで起きてたみたいだけど、ことりと話すための練習をしてたんじゃない？」

「う……察しがよすぎます。なぜわかるんです？」

「親友だからね。努力家なキミがことりと仲良くなってくれて自分のことみたいにうれしいんだ。思わずハグしたくなるくらいにさ」

　羞恥心をこらえながら、シャイで不器用な親友のために言葉を紡ぐ。

　ほのかに香るフローラル系のシャンプーの香り。

　流れるようなくびれを描く細い腰。

　制服越しに感じる温かでやわらかな女の子の感触。

「……そういうことなら、ハグしましょう」

　おずおずと、鈴原さんは俺の腰に両手を回して抱きしめ返してきた。

「ただ、決して。ことりちゃんと街まち川かわくんが子供のころよくハグしていたというお話を聞いて……うらやましくなったわけじゃないですよ？」

「わかってる」

　うなずきつつも胸の中でつよがる親友を抱きしめる。

　窓の外から響く静かな秋の雨音。

　互いの鼓動が伝わるくらい、ぎゅっと体を密着させる。

（別にクラスメイトの女子とハグするのは初めてじゃない）

　体育祭みたいなイベントで勝ったときにみんなでハグし合ったことはある。

　だから全然意識することじゃない。

（その証拠に心臓も高鳴ったりしない）

　鈴すず原はらさん風に言うなら、街川庵いおりは初恋童貞なのだから。

「──すごいや」

　不意に、抱き合ったまま。

　鈴原さんはサバトラモードな口調でぽつりと。




「こんなにあったかくて気持ちいいんなら、毎日でもしたい」




　直後、うっかりあどけない本音を口走ったことに気づいたのか、

「えっと、今のは……！」

「前から思ってたけど、キミって現実でもときどきＤＭみたいな本音が炸さく裂れつするよね」

　可愛かわいすぎてついからかうと。

　同居人は赤い顔を隠すように俺の胸に小さなお顔をうずめてきた。

「……ばか。私をこんな風にしちゃったの、あなたです」

「えっ……」

「あなたはネット上でたくさん助けてくれました。そのせいで現実でもつい甘えたくなってしまって……だから、これからもときどき……」

　おかえりのハグ、して欲しいです……と甘えてくる親友。

（ああ）

　鈴原さんに恋してなくてホントによかった。

　もし恋をしてたら、彼女がことりと友だちになってこれからリア友を増やせるかもって事実に嫉妬してたと思う。

　──抱きしめたまま、独り占めしたい。

　うっかりそう考えてしまうほどに、腕の中のソロギャルさんは愛らしかった。





第７話　料理は愛情







　もちろん、作戦はことりを頼りに鈴すず原はらさんの友だちを増やすだけじゃない。

　自信をつけるにはどうすればいいのか？

　何冊も学術書を読んだり、ネットの記事を研究して考えた結果、見つけた答えは『新しい何か』にチャレンジすること。

（自分に自信がない人間は挑戦という行動が苦手になる）

　けれど、挑戦がうまくいけば成功体験という名の報酬を得て、自信貯金残高が増える。

「ホントにやるんですか？」

　というわけで土曜日、午後３時ジャスト。

　街まち川かわ家のキッチンで、鈴原さんは初めて人間の家にお迎えされた野の良ら猫みたいに不安そうな顔をしていた。

「お料理なんてレトルト以外やったことないのに」

「だからこそだよ。ちなみにどうして料理をしてこなかったの？」

「それは……」

　鈴原さんはか細い声で「うまく作れると思えませんでしたし」とつぶやいた。

　自分でもネガティブすぎると思ってるのかも。

　けど、今はむしろ好都合。

　料理は鈴原さんにとって新しい挑戦。成功を体験できれば自信につながる。

　というわけで街川庵いおりのお料理教室が臨時開校。

　本日の献立は肉じゃが。

「大丈夫。俺もフォローするしさ」

「お願いします。私一人じゃ赤点間違いなしですけど、絶対に失敗したくありません」

「そこまで思いつめなくても」

「ファンも『サバトラ先生が作った料理やお弁当も見てみたいです！』と言っていたので。お弁当は無理でしょうが、一品だけなら……」

「それってツイッターの意見？」

「あなたが作った夕飯の写真を色々アップしていたら、リプがついて」

「あー、そういえば。１万以上いいねがついてて驚いたっけ」

　もちろん神絵師のネームバリューと【ＪＫ作家の手作りお料理！】ってタイトルが原因だろうけどさ。

「あなたのお料理がおいしそうだったからです。せっかくだからもっとバズらせたくて」

「だったらいっそ、今日の料理の様子を漫画にしてみたら？」

「？　それって……」

「日常エッセイ。ファンのみんなも神絵師の私生活は気になると思うし、上う手まくいけばバズると思うな」

　直後、獲物を見つけたチーターばりに目を輝かせる鈴すず原はらさん。

「──面白そうですね。街まち川かわくんの姿を陽キャＪＫにして、私の方は……アイコンに使ってるデフォルメされた猫で描きましょう」

「すごくいいアイディア！　脚本は俺が作るよ。実際に起きた出来事を元にするのならスランプ中でも書けると思う」

「助かります！　作家同士のルームシェア漫画……バズる、これはバズります、ネタとして美お味いしすぎる！」

　料理ができる前からよだれをたらしそうなくらいやる気満々。

　何か目標があった方が料理へのモチベーションが上がると思ってエッセイを提案したけど、結果は上々。

　ただ……。

「ちなみに、その格好って何？」

　同居人の麗しい容姿をさらに引き立てるのは、黒白の給仕衣装。

　エプロンが胸元を覆っていないため、豊かな稜りよ線うせんを描く双丘が強調されている。

　フリルで飾られたスカートは短く、ニーソックスに包まれた長い両脚は色っぽい。

　メイド服。

　量販店で買ってきたなんちゃってコスプレではなく、お高そうな本格風である。

「街川くんなら知ってるはずです。先日借りたラノベの２巻58ページ。ヒロインがメイドコンカフェでバイトしたときの衣装で──」

「それは知ってる」

　ファンアートの資料としてネトオクでポチっちゃった～！　とつい一昨日おとといサバトラさんが自Ｄ慢Ｍしてきたしさ。

「気合を入れようと思って。推しキャラの格好コスをするのは別の自分になれるみたいで好きなんです。だから……」

「だから？」

「……いえ。それより、街川くんも『あの衣装は可愛かわいかったです』ってＤＭで言ってましたよね？　なので、その……」

「もしかして、俺を喜ばせようとしてくれたの？」

　鈴原さんは頬ほおを紅潮させつつ、こくんとうなずいた。

「せっかくお料理を教えてもらうんですから何かお礼がしたくて」

　さすがクリエイター。

　お礼の方向性がかなり個性的かつぶっ飛んでるけど、ここで親友の感性を否定するのは悪あく手しゆだ。

　──衣装が可愛かわいくても着るのが私じゃ台無しですよね。

　万が一そんなネガティブ思考が炸さく裂れつしたら困る。

（なので本日の戦略プランは、ほめ殺し）

　もちろん「大好き」というＮＧワードは禁止だが、

「ありがとう。いつもと違う鈴すず原はらさんが見れて、すごくうれしいよ」

「いえ、見せたかったのは私ではなくあくまでメイドで……」

「ただのメイドより、キミのメイド姿の方が俺はうれしい」

「ちょ、それ以上お世辞を言うのは……！」

「クラスのみんなは学校ではクールなソロギャルさんが家ではこんなに可愛いなんて思いもしないんだろうなぁ」

「う……おだてても、ラノベチックなラブコメイベントは起きませんよ？」

「残念。料理は愛情が肝心なのに」

「こ、これだから陽キャオタクは！　歯の浮くような冗談を簡単に言うんですね！」

　小さな耳の先まで赤くしながら叫ぶ鈴原さん。

（簡単じゃないよ）
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　こんな歯が浮くどころか甘すぎて虫歯になりそうなセリフを言ったのは初体験。

　表面上は笑顔を保ってるけど恥ずかしくて仕方ない。

　ただ、外見をほめるのは自己肯定感アップにつながる。

　ご奉仕スタイルな鈴すず原はらさんがとんでもなく可愛かわいいのは事実だしさ。

「───」

　だが、そんな邪念を抱いたのがいけなかったのかも。

　照れる同居人が可愛すぎて、料理が始まった後も俺はほめ続けた。

　食材を用意する鈴原さんに──「台所に立つ鈴原さん、可愛い」

　おっかなびっくり包丁を握る鈴原さんに──「家庭的な鈴原さん、可愛い」

　生きマジメにスマホでレシピを確認する鈴原さんに──「律りち儀ぎな鈴原さん、可愛い」

　結果、気づいたら。

「……街まち川かわくんのせいです」

　鍋に入った肉じゃがを味見した後で、同居人が恨めしそうにジト目でにらんできた。

「この肉じゃが、甘すぎます」

「ごめん」

「可愛げがない味に仕上がりましたね」

「だからごめんって！　ついサポートを忘れてた！」

「援護射撃を忘れるほどに可愛い可愛い可愛いと連呼するなんて。頭にイケボ系ＡＳＭＲのデータでもインストールしたんですか？」

　毒舌系ヒロインＡＳＭＲばりの口こう撃げきだった。

　実際には援護射撃どころかフレンドリーファイアしまくりだったんだから責められても仕方ないな。

（でも、問題ない）

　不測の事態が起きたときの対策は準備してある。

「せめて私がベタなメシマズヒロインだったら鍋の中身が丸ごと黒コゲになったり、電子レンジを爆破したりして、漫画のネタにできたのに」

「さすがにそこまでされたらリメイクできないかな」

「……リメイク？」

　不思議そうに首を傾かしげる鈴原さんにうなずいてから、準備開始。

　必要なものは、水、しょうゆ、そして──。

「カレー粉？」

「そう。今からこの肉じゃがをカレーにリメイクします」

「は!?　そんなことできるんですか？」

「こういうときのカレー粉の安心感はハンパじゃないんだ。前にブイヤベースを作りすぎちゃったとき、シーフードカレーにリメイクしたことがある」

「では、この肉じゃがは……」

「和風カレーにお色直しだね。指示を出すから、その通りにやってみて？」

　お料理教室リスタート。

　俺の指示通りに、肉じゃがを水で薄め、カレー粉を適度な感じで投入しながらコトコト煮こむこと10分。

　小皿で味を見た後で、しょうゆを少々投入してもらって、味を調える。

「ん。できた」

「もう？」

「味見してみる？」

　小皿を手渡すと、鈴すず原はらさんは半信半疑な様子で肉じゃがカレーを一口。

　途端、瞳に漂っていた不審感を驚きよ愕うがくと感激が吹き飛ばした。

「新鮮な味ですごくおいしいです！　お出だ汁しの風味が効いていて、今まで食べたことがないカレーになりました！」

「お口に合って何より」

「天才ですね！　こんなに簡単にリメイクしちゃうなんて！」

「ありがとう。松まつ岡おか組で闇鍋パーティーをしたことがあってさ。誰も食べなくなった闇鍋をカレーにリメイクしたときよりは全然楽だったよ」

　それに、結果的には普通に作るよりもいい展開になった。

　鈴原さんは「絶対に失敗したくない」と緊張していた。

（失敗を過度に恐れるのは自信がないせいだろうけど、緊張しすぎればミスをしてしまうこともある）

　けれど今回、「失敗してもやり直せる」ということを示せた。

　ただ肉じゃがの味を調えなおすんじゃなくて、わざわざカレーにリメイクしたのも今日の出来事を印象付けるための一手。

　そう、一度のミスですべてが終わるわけじゃない。

　それは料理も人生も一緒だろう。

　親友と一緒に料理できて、楽しかったしね。

「いつかぼくも、ＩＯＲＩみたいにお料理が上じよ手うずになりたいな」

　肉じゃがカレーを見つめながら独り言をぽつり。

　ついサバトラモードになったのが照れくさかったのか、「あっ！　えっと……！」と言い訳でもするみたいに、

「そうしたら毎日街まち川かわくんにおいしいお料理をごちそうできますし！」

「言い訳になってないよね？」

　さらに恥ずかしいセリフを言ってどうするんだ、なんてツッコミつつも親友の言葉につい頬ほおが緩んでしまった。

「大丈夫。きっとなれるよ」

　俺だって思い出すだけでため息が出るミスもたくさん経験した。

　けど、失敗してもやり直せるし、失敗から学ぶこともある。

（そのために必要なのは向上心）

　料理が上じよ手うずになりたいと鈴すず原はらさんが思ってくれたのなら、本日のお料理教室は大成功。

　うまく教えることができて、俺も自信がついて──。

（いや）

　俺が自信をつける必要はないだろ？

　鈴原さんを助けることで自己肯定感を得るのはよくない。

　だって、それじゃ──。

「もう一度味見していいですか？」

　考えこんでいたら、鈴原さんが訊たずねてきた。

「本当においしいです。これはメイド服以外のお礼もしなくちゃいけません」

「あはは、全部食べないでね？」

「もう。私はそんなハラペコキャラでは……あっ」

　味見用の小皿を見ながら固まる鈴原さんを見た瞬間──俺も気づいた。

　料理に集中してて忘れてたけど、俺たちは一つの小皿を使って味見をしてたっけ。

「喉が渇いたので水をくださいっ」

　火ほ照てった顔の温度を下げるためか。

　甘すぎた肉じゃがの味を薄めるみたいに、鈴原さんはコップに注ついだ水をゴクゴク。

　料理前はラブコメ展開にはならないと宣言してたけど──。

（やっぱり、俺って本物の陽キャにはほど遠い初恋童貞だよな）

　間接キスくらいで意識するな。

　まだまだ精進が足りないぞ偽陽キャ。

　自分に言い聞かせながらも、俺は自分の唇をついなでてしまった。



　　　　　　　　　＆





「あれ、庵いおり？　今日の弁当いつもと違くね？」

　３日後。

　街まち川かわ庵のお料理教室の追加受講料は思わぬ形で支払われることになった。




『私がお弁当を作ったら、食べてくれますか？』




　出来上がった和風カレーが食卓に並んだ夜、鈴すず原はらさんから健けな気げな申し出が。

　彼女なりに俺が料理をリメイクしたお礼がしたかったっぽい。

　最初お弁当は無理と言ってたけど、料理教室で少し自信をつけてくれたんだろう。

「ホントだ！　冷凍食品多め！」

「なんかいつもより手抜き感があんな」

「ひょっとして寝坊して満足に作る余裕がなかったのか？」

「大丈夫、庵いおり？　寝不足で辛いなら遠慮なく言ってね？」

　松まつ岡おか組の率直なコメントに、窓側の席で一人お弁当箱に入った大量の卵焼きを食べていた鈴原シェフが恥ずかしそうに艶あでやかな唇をかみしめた。

　冷凍からあげ。

　レンチングラタン。

　卵焼き。

　それが本日の白米のお供三銃士。

　鈴原さんの名誉のために言うなら、最初は全部手作りにしようと思ったそうだ。

　けど、卵焼きの形を整えることができず、いくつもの失敗作の果てにどうにか及第作を作り上げたときには、クッキングタイムは残りわずか。

　というわけで、残り二品は念のために買っておいた冷凍食品となったっぽい。

【……本当にごめんね、ＩＯＲＩ】

　申し訳なさそうなＤＭが届く。

　親友に恥をかかせてしまった、やっぱり自分一人じゃ赤点料理しか作れない、これじゃＩＯＲＩに嫌われる……とミスを気に病んでるのかもしれないけど、

「うん、おいしい！」

　口いっぱいに卵と甘じょっぱい風味が広がる。

　形は少し不器用だけど、甘さがほどよい。

　何より料理が苦手な親友ががんばって作ってくれたんだ。

　この卵焼きはどんな高級料理フルコースよりも価値がある。

「へえ。そんなにうまいのか？　一口くれよ」

「いいや充みつ哉や。何があってもこの卵焼きだけはあげられないね」

「わっ、珍しい！　庵くんって一口だけならくれること多いのに！」

「よっぽどの自信作というわけか」

「何か隠し味でも入れたの？」

「うーん、強いて言うなら……愛情とか？」

　親友の暗い顔を晴らしてあげたくて冗談を言ったんだけど、「ごほっ」と大きく咳せきこむ音が響いた。

　窓際の席を見ると、鈴すず原はらさんが何やら苦しそうにしていた。

「ちょっ、大丈夫!?」

　昼食を喉に詰まらせたと悟ったんだろう。

　救援に向かったことりがペットボトルの午後ティーを差し出す。

　すると、鈴原さんはゴクゴクと喉に流しこんでから、

「……ありがとうございます」

　お礼を言った後で。

　不意打ちを喰くらわせた裏切者でも見るみたいなホラーな目つきで俺をギロリ。

「怖っ。ソロギャルがにらんでんぞ」

「すっごい目つき！　やっぱ庵いおりくん嫌われてるんだよ！」

「というか、なぜ喉を詰まらせたことで街まち川かわに怒るんだ？」

　誰一人俺たちの関係に気づいてないのをおかしく感じつつも。

　親友に【本当においしいです！　花丸１００点！】とＤＭでフォローのメッセージを送っておくことにした。

　そう、一度のミスですべてが終わるわけじゃない。

　それは料理も人生も人間関係も一緒だろう。





第８話　サバトラとＩＯＲＩ







「ただいまー」

　リビングでイラストを描いていたら、玄関から聞き慣れたあいさつが響いてハッとしました。

（今、何時？）

　時計を見ると19時すぎ。

　学校から帰宅したのが17時くらい。

　集中してたせいか、２時間ぶっ続けでペンを走らせてたんですね。

「あ」

　不意に気づいた。

　今の私はソファの上で体育座りをしながら、ペンタブレットでイラストを描いている。

　服装はいつものブラトップ＆ショーパン＆パーカー。

　集中して描いてたせいかパーカーとブラトップの紐ひもが右肩からずり落ちてて……！

「あれ、絵を描いてたんだ」

　制服姿の茶髪男子がリビングに顔を出すのとほぼ同時に、服装を正す。

「おかえりなさい」

　大丈夫。

　ギリギリ見られてないはず。

　なんとか自然にあいさつを返しつつも、自分にそう言い聞かせます。

（街まち川かわくんのベッドで眠っちゃったときも思いましたけど、この部屋着は防御力が紙装甲ペラすぎる）

　でも、彼に服がダサいと思われたくありませんし……。

　ネットにまとめられてた『女子力全開モテカワルームウェア♡』ってコーデを通販しましたし、きっと変には思われてないはず。

　彼も何も言わずいつもの笑顔ですしね。

「今日の夕飯はなんでしょうか？」

「アラビアータにしようかと」

「ホントに!?　昨日の『ＲＯＳＳＯロツソ』でリコが食べてたパスタですよね!?」

「そうそう。『辛いの苦手～！』って叫んでたヤツ」

　鈴すず原はらさんも食べてみたいって言ってたでしょ？　と微笑ほほえまれてしまった。

『ＲＯＳＳＯ』は昨日街川くんとこのソファでリアタイした深夜アニメ。

　イタリアが舞台の百ゆ合り系ガンアクション。

　昨夜ゆうべのお話では、普段はクールなヒロイン・リコが辛いパスタを食べて悶もん絶ぜつするシーンがやけに可愛かわいらしかったです。

　だから私もつい「食べてみたい」と言ってしまいましたっけ。

「ありがとうございます」

「いえいえ。俺も食べたかったしさ」

「お礼は『ＲＯＳＳＯ』のイラストでいかがでしょう？」

「わっ、ホント!?　すごく楽しみ！　そうと決まればすぐ作るね！」

　ご機嫌な様子で肩を回す街川くん。

　親友の姿を見ながら、ペンタブをタッチペンで操作。

　描いていた漫画のネームを保存してから新規イラストに取りかかる。

（描くとしたら、リコですよね）

　アラビアータを食べて可愛く悶絶してるシーンがいい。

　あのシーンは街川くんも気に入っていたし、きっと喜んでくれるはず。

　キッチンから聞こえてくるのは、すっかり生活の一部となってしまったＢＧＭ。

　街川くんがお料理をする音色。

　ひどく落ちつくメロディに耳を傾けながら、私は液晶画面にタッチペンを走らせることにしました。



　　　　　　　　　＆





「ちょ、そこで赤甲羅!?」

　イタリア生まれのトマトパスタに大満足の舌した鼓つづみを打った後で。

　私と街まち川かわくんはリビングのソファに座ってレーシングゲームをしていました。

　夕食の後は二人でゲーム。

　こちらもすっかり生活の一部に組みこまれてしまったルーティンの一つ。

「これで本日の成績は五勝五敗ですね」

「最後のゴール前の、もしかして狙ってた？」

「ええ。アイテムを持ったまま２位を維持して──」

「１位がゴールする寸前まで待ってから、ぶつけて逆転か」

「さすが親友。察しがよろしい」

「同じ戦略を考えてたからね。１位に返り咲いた直後にゴールしちゃえば再逆転されないしさ」

「気が合いますね。そう考えている気がしたので、私もずっと２位を維持してました」

「うーん、以心伝心すぎて思考を読まれるのも考えものか」

　でもいい勝負レースだった！　と楽しそうに微笑ほほえむ街川くん。

（現実の人間関係なんてずっとわずらわしいと思ってたのに）

　この３週間で、すっかり街川くんとのルームシェアに慣れてしまいましたね。

　彼からお料理やお掃除のやり方を教わったりもしている。

　さらに変化は家の中だけじゃありません。

（彼のおかげで、ことりちゃんとも仲良くなれた）

　彼女とは教室で会話をしたり、一緒にお昼を食べることもしばしば。

　クラスメイトたちは街川くんが私たちを引き合わせたとは知らずに「すごっ！」「さっすがことり！」「ソロギャルを飼いならした！」と感嘆してたっけ。

　ことりちゃんの友人たちと会話するチャンスもありましたが……。

（緊張して全然しゃべれませんでしたね）

　残念ながらここで一気に友だちを量産できるコミュ力は持ち合わせていません。

　ことりちゃんは「だいじょーぶ！　綺あや奈なちゃんのペースでいいよ～！」とはげましてくれたけど……。

（もっとがんばって結果を出したい）

　そうすれば街川くんも喜んでくれるはず。

　イラスト以外のお礼……プレゼントだってしてあげたい。

（どんなプレゼントがいいでしょう？）

　やりたいこと③は無理ですが、いっそ現実で彼に「大好き」って言ってみるとか？

　もちろん友だちとしての好意のしるしに。

　以前彼に「大好き」って言ってもらえたときは、すごく照れくさかったけど、それ以上にうれしかったし──。

（いえ。ちょっと舞い上がりすぎですね）

　陽キャな彼はたくさんの生徒から好意を向けられている。

　私なんかに「大好き」って言われても喜ばないでしょう。

　それにネットの自信満々なサバトラならまだしも。

　現実の鈴すず原はら綺あや奈なに、ここまで大胆な本音を言える勇気はゼロです。

「ん……」

　不意に、お隣さんから穏やかな寝息。

　ソファに座ったまま、街まち川かわくんがこくりこくりと舟を漕こいでいました。

　完璧優等生な彼が居眠りしてる姿を見るのはこれが初体験。

　なんだか可愛かわいい。

　無防備すぎる同居人の横顔に胸の中がぽかぽかしてしまう。

　街川くんのこんな姿は他のクラスメイトは見ることができないはずで──。

「っ」

　突然街川くんの頭が傾いて、私の肩に寄りかかってきました。

　数センチ先にある男の子のお顔。

　さらには街川くんを起こさないように電源を切ったテレビの真っ黒な液晶画面には、密着する私たちが鏡みたいに映っていて……！

（でも起こすのはかわいそうです）

　ここまで熟睡してるのは疲れがたまっているからでしょうし。

　最近街川くんが何冊も学術書を読んでいること。

　さらには隣の部屋で深夜まで起きていることも知っていました。

（きっと全部、私を助けるため）

　一生懸命努力して、私の力になろうとしてくれている。

　あらためて彼の心遣いがうれしく感じる。

「う……」

　いつも笑っている同居人の顔が、どこか苦しげに歪ゆがんだ。

「……大丈夫……です」

　薄い唇から漏れるのは、ぼんやりとした寝言。

「小説の方も……書けるように、なってみせますから……」

　それでも親友がどんな夢を見てるかはわかりました。

（……ああ）

　彼を「完璧優等生」なんてたとえた自分が、ひどく恥ずかしく思えた。

　親友である私だけは知っていたのに。

　ＩＯＲＩが抱えるスランプ。

　学校やお家うちでは少しも辛い素振りは見せないけど、実際は悪夢を見るほど苦しんでいる。

（現実での格かつ好こいい姿を見てたらクラスメイトたちのように勘違いしそうになるけど、彼はなんでもできる完璧マンじゃない）

　すさまじい努力家なだけ。

　飛び立つ白鳥のように、一見優雅に見えても水面下では必死にバタ足している。

　そう考えたら──つい隣で眠る彼の左手に、自分の右手を重ねてしまった。

（……いやいや）

　いきなり何をしてるんです？

　触れ合っているせいで、余計に街まち川かわくんの体温が伝わってきます。

　テレビの画面には、まるで恋人たちみたいにソファで寄りそう私たちが映りこんでいて、ひどく照れくさい。

　でも──。

「大丈夫。ＩＯＲＩにはぼくがついてるよ」

　少しでも安心させたくて、悪夢を振り払ってあげたくて、優しく彼の手を温めます。




『サバトラさんは私にとってヒーローみたいな人です』




　前に街川くんはそう言ってくれたけど、私にとっては彼こそがヒーロー。

　今の私があるのは、ＩＯＲＩのおかげなんですから。



　　　　　　　　　＆





「いい綺あや奈な？　あんたは絵さえ上う手まくなればいいの。他に何の才能もないんだから」

　鈴すず原はら綺奈という人間は、幼いころからそう言い聞かせられてきました。

　家庭の事情で私は物心ついたころから絵を描いていたんです。

　今みたいな漫画やイラストじゃなくて、主に絵画。

　風景画、静物画、肖像画、博物画……ありとあらゆるジャンルを。

　小学生のときにジュニアコンクールで文部科学大臣賞。

　中学生のときにパリで開かれた絵画コンクールで特別賞。

　私の名前は海外ではそこそこ有名だそうです。

『天才の血統』

　美術評論家に大げさなニックネームをつけられて絶賛されたことも。

　私が描いたいくつかの絵が海外の大きな美術館に飾られているという話も聞きましたね。

　けれど──。

「この程度で満足しないで!?　今のあんたじゃあいつに勝てない！　あんたなんか私の物でしかない！　絵を描く以外何もできないなら、せめて私の期待に応えなさい！」

　あの人からほめられたことなんて一度もありませんでしたね。

　強迫的に絵を描くことを強いられる毎日。

　そのせいか、中学２年生のころにはすっかり絵が大嫌いになっていましたっけ。

　そんなときでした。

「何これ？」

　現実逃避にスマホでネットを見ていたら、一つのニュースを見つけたんです。

【絵心ゼロのド素しろ人うとが描いた漫画、意外と面白いｗｗｗ】

　当時は絵を描くばかりで漫画なんてほとんど読んだことがなかった。

　だから不思議でした。

「漫画って、つまりは絵ですよね？」

　だったら絵心がない人間が描いた漫画なんてつまらないに決まってるのでは？　と記事に目を通した瞬間、言葉を奪われました。

　記事にアップされた漫画。

　たしかに下へ手たです。

　構図もパースもひどい。キャラクターも背景も子供が描いた落書きみたい。

　なのに……！

「──すごい」

　絵心はゼロだけど、間違いなく作者の心がこめられていた。

　緻密に計算し尽くされた物語構成ストーリーライン。

　まるで熟練の職人が無数の歯車を組み合わせて作った高級時計。




　その漫画は、人間を感動させるために作られた精密機械でした。




　読者を自分の世界に引きこみ、決して飽きさせず、熱狂させ、読み終わったときには得も言われぬ満足感と幸福感をプレゼント。

　気づいたら、全30ページの漫画を一気に読破してましたっけ。

　──絵さえ上う手まくなればいい。

　幼いころから病的なまでに命じられてきた私にとって、絵が下手でもここまで人の感情を揺さぶる作品があることが、ただただ衝撃だったから。

　作者のペンネームは、イオリ。

　発表した作品は一作だけで他にはなかったけど──。

（イオリは、私のすべてを変えてくれました）

　私は「絵を描くための気分転換」という言い訳を身内にして、様々な漫画を読んで、魅力にハマっていった。

　同時にネットへのイラストや漫画の投稿も開始。

　幼いころから鍛えた画力のせいか、ジャンルは違っても『サバトラ』というペンネームは瞬またたく間まにネットに広がったけど……。

「まだまだです」

　イオリみたいに心を揺さぶる作品を描きたい。

　そのためにゲームやアニメやラノベにも触れるうちに、気づいたら立派なオタクになっても。

　イオリが描いた漫画には敵かなう気がしませんでした。

（けど、それでもうれしかった）

　自分の描いた漫画やイラストがネットで評価されてたくさんほめてもらえるのが。

　気づけば私はあんなに大嫌いだった絵を描くことが、大好きになっていたんです。

「えっ!?」

　そしてある日、再会のときは突然訪れた。

　小説投稿サイトにアップされた一作の悪役令嬢小説。

　作者の名前はＩＯＲＩ。

　緊張と興奮に震える指でスマホをタップして小説を読んだ瞬間、確信しました。

　あの漫画の作者さんです。

　さらにもっとうれしいことが。

「嘘うそっ!?」

　ＩＯＲＩが私のツイッターをフォローしてくれました。

　勇気を振り絞ってＤＭで【ＩＯＲＩさんの作品、大好きです！　読んでるだけで心を揺さぶられます！】とずっと伝えたかった想おもいを送ると、




【ありがとうございます！　私もサバトラさんの絵が大好きです！　見てるだけですごく感動します！】




　返信を読んだ瞬間。

　あまりにもうれしくて、涙がこぼれてしまったっけ。

　自分を変えてくれた憧れのクリエイターが私の絵を好きだって言ってくれた。

　これまで絵を描き続けてきた努力や時間が報われた気がして。

　たまらなく幸せだったんです。

　別ペンネーム時代からの古参ファンと明かすのは事情があってできませんでした。

（あの漫画は、ロクに中身を読まずに絵の下へ手たさを嘲笑するアンチコメもかなり出てましたし、街まち川かわくんにそのことを思い出させるのも嫌ですしね）

　ただ、それでも私たちは友だちになれたんです。




【ねえ、ＩＯＲＩ？　よかったらぼくと漫画を作ってみない？】




　精一杯の勇気を振り絞って、作品創りをしたいと提案。




【私のシナリオが流は行やりのジャンルを狙って書いたのも事実です】

【わかってる！　でもさ！　ＩＯＲＩの物語がすごく面白いことには変わりないよ!?】




　薄汚い誹ひ謗ぼう中傷を受けてＩＯＲＩが落ちこんだとき。

　がんばって本音を伝えて、全力ではげましましたね。

　少しでも親友を助けたかったから。




【ぼく、ＩＯＲＩの小説が大好きだから！　現実で辛いとき、キミの作品を読んで救われたんだ！】




　嘘うそじゃありません。

　あなたが描いた物語を読んだおかげで新しい自分を見つけられたんです。




【サバトラさんは私にとってヒーローみたいな人です】




「──本当に、気が合いますね」

　あなたがサバトラをヒーローだって言ってくれたのと一緒で。

　鈴すず原はら綺あや奈なにとって、あなたは間違いなく──。



　　　　　　　　　＆





　隣から聞こえきた彼の寝息で目が覚めました。

（……嘘。寝ちゃってた？）

　壁の時計を見ると、なんと１時間も経過。

　顔がおでこまで一気に火ほ照てる。

　なぜなら私と街まち川かわくんの手は重なったまま。

　前に「他人の家だとよっぽど安心しなきゃ一睡もできない」って言ってしまったのに。

　彼の手を握ったまま１時間も寝ちゃうなんて……！

　こっちの気持ちはつゆ知らず、街川くんはなんとも幸せそうなお顔ですやすや。

（……もう。ばか）

　なんだか不公平です。

　こっちがここまでどきどきしてるんだから、少しはどきどきしてくれてもいいのに。

「ふふ」

　でも、よかった。

　手を握ったおかげかはわかりませんが、どうにか悪夢から助け出せたみたいです。

「それにしても……」

　ぼっちな私がこんなに男の子と触れ合うなんて。

（ＩＯＲＩはネットの世界だけじゃなく、現実の世界でも私を変えてくれました）

　やりたいことリストの①と②も達成。

　さすがに③は無理でしょうけど、それでもどうしようもなく胸の中が温かい。

　仲のいい家族と暮らすってこんな感じなのかな。

　──このままずっと、このお家うちにお泊まりしていたい。

　そんなありえない考えさえしてしまいます。

　街川くんが親友で本当によかったです。

　今ならイオリ時代からのファンだって打ち明けて、ずっと伝えたかった漫画を描くきっかけをくれたお礼を言うことだってできるかも……。

（──いいえ。浮かれすぎですね）

　それだけは絶対にできません。

　あなたの作品に感動してクリエイターになったなんて重すぎて引かれそうで怖いですし……たとえ親友同士でも打ち明けられないことはあります。

　そう、もし私の秘密を知られたら、彼に軽けい蔑べつされるに決まって──。

「！」

　机の上に置いていた私のスマホの着信音。

　街川くんのまぶたがぼんやりと開いた。

　起こしてしまったことを申し訳なく、そして彼のぬくもりを名な残ごり惜しく思いつつも、私はスマホを手に取ります。

　画面に表示されたのは「不動産屋さん」の文字。

「……もしもし？」

　夜遅いのに。何か緊急の連絡かな？　と思いつつも緊張しながら応対。

　まだまだ街まち川かわくんやことりちゃん以外の人と話すのは苦手です。

　──「あんたなんか私の物でしかない」

　──「絵を描く以外何もできない」

　何かをがんばろうとする度にあの人の言葉が呪いみたいに胸を締めつけるけど、大丈夫。

　今日は10月５日。

　ルームシェアが終わるまでのあと約２週間、街川くんと一緒に過ごせば私の人見知りっぷりも多少は改善されるはず。

「えっ──」

　しかし。

　電話越しに届いた声を聞いた瞬間、私は自分の希望が脆もろくも崩れ去ることを知った。





第９話　エゴイスティック







「あれ、まだ教室いたんだ」

　10月12日、放課後。

　俺以外誰もいない教室にやってきたのはことりだった。

「数学の課題片付けたくてさ。ことりの方こそ部活は？」

「休養日～。それにしても今日は蒸し暑いね」

　夏が戻ってきたみたい、とことりはブレザーを脱いでから几きち帳よう面めんに机の上に畳んだ。

「課題片付けたいなら家でやればいいのに」

「教室の方が集中できる気がして」

　というより、家には帰りたくなかった。

　つい５日前──俺と鈴すず原はらさんの同居生活は突如終わりを告げた。

　１週間前に不動産屋から、予定よりも工事が早く終わるという電話がきたのだ。

　そして電話から２日後。

　工事が終わり、鈴原さんは自宅へと帰って行った。




『お泊まりさせてくれて、本当にありがとうございました』




　別れ際。

　銀色の合鍵を俺に返してから、彼女は我が家の玄関でぺこりと頭を下げた。




『予定より早く帰ることになってしまいましたが、全然さみしくありません。ネットでまた会えます』




　たしかにその通りだ。

　彼女が泊まるのは工事が終わるまでの間という取り決めだったし、俺たちは元々ネット上の親友。

　同居生活が終わっても今まで通りの関係に戻るだけ。

　だから、何も問題なんてないはずなのに……。

（……情けない）

　鈴すず原はらさんがいない家に帰るのが嫌で、教室で勉強してるなんてさ。

　ルームシェアを始める前は何も感じなかったけど、今では一人きりで過ごす我が家がやけに広く思えてひどくさびしい。

　それだけ鈴原さんと過ごす時間が楽しかったんだろう。

　楽しさは孤さび独しさへの特効薬だ。

　しかし、中毒性の強い劇薬でもある。

　正直な話、不動産屋からの電話が来た日、言おうかと思ったんだ。

　──工事が終わっても、もう少し家うちにいたら？　それか学校でも友だちとして話そうよ。

　ただ、鈴原さんは俺の心を読んだみたいに、




『現実でこれ以上街まち川かわくんの近くにいたら、甘えてしまう気がするんです。あなたのおかげで少しだけ自分に自信が持てました。これなら一人でも大丈夫ですよ』




　あそこまで言われたら、引き留めることなんてできなかった。

　あれだけ自己肯定感が低かった鈴原さんが自分に自信が持てたと言ってくれた。

　とても喜ばしいことだ。

（今はまだことりしか友だちがいないけど、きっとそれもすぐに変わる）

　みんなが勘違いしてるだけで、鈴原さんが優しい人だって気づき始める。

　そうなったら、もう街川庵いおりが現実の世界で彼女を助ける必要はない。

（だから、これ以上抱いだいちゃいけない）

　鈴すず原はらさんと一緒にいられないのがさびしいなんて感情は。

　なぜならそれは──。

「庵いおり」

　ウェーブのかかった髪をふわりと揺らしながら、ことりが軽く肩を叩たたいてきた。

「どうした？」

「別に？　ただ何か悩んでるのかなって思ってさ。ここ最近ちょっと元気がない気がしてたから」

「あはは、心配ありがとう。大丈夫。俺は別に何も──」

　俺の言葉は途中で止まった。

　むにっと、ことりが細い指で俺の両りよ頬うほほをつまんできた。

「ことり？」

　頬をつままれながらも彼女の名前を呼ぶ。

　小柄な妹はむぅっと小さな唇を尖とがらせた後で、

「私に心配かけたくなくて嘘うそついてるでしょ？」

「……バレたか」

「とーぜん。庵は笑顔と口が上う手まいからさ。普通の人なら今のでごまかされちゃうと思う。けどさ、わかるよ。妹だもん」

　ことりは俺の頬から手を離してから、優しくスマイル。

「それに、元気がないのは充みつ哉やくんにもバレてたよ？」

「えっ、ホントに？」

「ＬＩＮＥで私に相談してきたんだ。『庵って感情を表に出すのが苦手っぽいからな。独りで悩みを抱えこんでるのかも』って」

「さすが充哉だな」

「『合コンでもセッティングすれば元気出すかな』とも言ってた」

「さすが充哉だな！」

「あはは。でも充哉くん、庵はもっと感情的になった方が実力や才能を発揮できる。スポーツや学業でも俺に勝てるとも言ってたよ」

「感情的か……」

「たしかに友だちの前で感情を出すのが苦手だよね。悩みを打ち明けることもないしさ。けど友だちには無理でも、家族の私にならできるんじゃない？」

「悪いな。気づかってもらって」

「気にしないで。お礼はしっかり請求するから」

「おいコラ妹」

「新しん姫ひめ駅前のスウィーツ食べ放題、新作コスメ、今度の練習試合に向けてマイニューギアなラケット……う～ん、夢が広がるな～」

「よくそこまで堂々と欲望を口にできるな？」

「言ったはずだよ？　友だちには言えなくても家族になら言えることもあるってさ」

「さすがに遠慮なさすぎだろ」

　苦笑しつつも「ありがとな」とお礼を言っておく。

　ことりはあえて相談しやすい空気を作ってくれたんだろう。

　兄として、妹の気づかいを断ることはできない。

「実は、サバトラさんとのルームシェアが終わったんだ」

　座ったままで、隣に立つことりの顔を見上げながら、悩みを打ち明ける。

「マンションの補修工事が早めに終わってさ。別に離れても俺たちが友だちだってことは変わらない。けど……」

「さびしいの？」

「………」

「無理もないよ。庵いおりってお母さんが海外に行ってからずっと一人暮らしだったしさ。急に親友が出てっちゃったらさびしいに決まってる」

「俺もそう思った。けど、それだけが理由じゃない気がして」

「？　どういうこと？」

「俺がさびしさを感じてる理由。それは、サバトラさんの力になれないからでもあると思うんだ」

　ルームシェアが始まってから、俺の生活の中心には鈴すず原はら綺あや奈なという存在がいた。

　毎日彼女のために料理を作って。

　自己肯定感を上げるための手伝いをして。

　少しでも彼女の力になりたいってがんばってきたつもりだ。

　でも、それは……。

「結局俺はサバトラさんのためじゃなくて、自分のためにがんばってたんじゃないかな」

　つまり、街まち川かわ庵は酔っていたんじゃないか？

　親友をサポートするという立場に。

　だからここまでさびしさを感じている。

　鈴原さんは変わった。

　自分に自信を持てたと言えるほどに成長してくれた。

（なのに、今の俺はそれを素直に喜べない）

　成長さえしなければ、彼女は俺とのルームシェアを続けてくれたかもしれない。

　もっと俺を頼ってくれたかもしれない。

　そんなことを考える自分が……ひどく忌いま々いましい。

　親友の成長を喜べないなんて。

　どこまで最低な人間なんだ……。

「やっぱり俺は本物の陽キャとはほど遠いよ。自己肯定感が足りないのは自分だったんだ」

　皮肉な話だ。

　あれだけ鈴すず原はらさんに自信を持たせたいなんて上から目線なことを考えていたのに。

　今の俺は、自分に自信が持てない。

　街まち川かわ庵いおりは友だちを作ることでいじめられっ子から脱却した。

（けど、友だちを量産したかったのは足りない自己肯定感を補うためでもあったんじゃないか？）

　そして、自分に自信が持てないせいで。

　未いまだに小説を書けずにいるんじゃ……。

「俺は自分を肯定してくれる誰かが欲しかっただけなんだと思う」

　だから教室で笑顔を作って、みんなに優しくした。

　鈴原綺あや奈なの力になりたいと思った。

　サバトラさんはフォロワー50万を超える神絵師。

　彼女の50分の１以下しかフォロワーがいないＩＯＲＩからしたら、はるか遠くにいる別次元の存在。

　クリエイターとして劣等感コンプレツクスを抱いていないと言えば嘘うそになる。

（だから彼女に頼られることで優越感を得たかったんじゃないか？）

　結局はすべて自分に自信がないのをごまかすため。

　他人のことをまるで考えていない、なんてエゴイスティックな醜い思考。

「───っ」

　自分のあまりの格かつ好こ悪さに、目が潤んだ。

（ああ、くそ）

　ますます最低だ。

　こんなことで泣きそうになるなんて。

　これじゃことりにあきれられても仕方がない。

「だいじょーぶだよ？」

　けれど、ことりが取った行動は俺の予想とはまるで違っていた。

　椅子に座ったままうつむいている俺のことを、抱きしめてきた。

　以前『恋人のフリはしても学校でハグやキスみたいなイチャイチャはしない』みたいに言ってたのにもかかわらず──ただ、優しく。

「庵は何も悪いことしてないもん」

　純白のブラウス越しに感じることりのやわらかな肌。

　双子の妹のぬくもり。

「たしかに庵いおりは、自分を肯定してくれる誰かが欲しかったのかもしれない。自分本位な理由で他人に優しくしてたのかもしれない。けどさ、それで助かった誰かがいるのも事実だよ？」

「誰かって……」

「庵の友だち。庵って聞き上じよ手うずだからさ。みんなの悩み相談によく乗ってたでしょ？　庵のおかげで助かったって話、たくさん聞く」

「………」

「動機がどうであれ、結果的に誰かが助かってるんならすごくステキなことだと思うな。それに庵の動機は自己肯定感を満たすためだけじゃないはず」

　ほら、と。

　ことりは俺の机の上にある心理学書に目をやった。

「それって綺あや奈なちゃんのために読んでたんでしょ？　中に付箋がいっぱいしてあるってことは、きっとたくさん読みこんで勉強したはず」

「………」

「庵は綺奈ちゃんを助けて自己肯定感を満たすためだけに、がんばって勉強したの？」

「いや……」

　違う。

　自分の欲望を満たすためだけじゃない。

　学術書を何度も読みこんだり、図書館や母さんの蔵書から役立つ書籍を探したり、同居人に自信をつける方法を考えるのは時間がかかったけど、辛いと思ったことは一度もない。

　むしろうれしかったんだ。

　自分の努力が鈴すず原はらさんの力になるかもしれないってことが。

（──そうだ）

　少なくとも、俺は……。

「綺奈ちゃんを──友だちを助けたかったんでしょ？」

「うん」

　俺は自己肯定感を満たすために鈴原さんを助けようとしてたのかもしれない。

　ただ、それだけじゃない。

　鈴原さんの力になりたかったのも、また事実。

　１００％純粋な善意なんて、この世界のどこにも存在しないのかもしれない。

　それでも誰かが助かってくれるのなら──。

「ステキなこと、か」

「そうそう！　だから庵はもっと自信を持っていいと思うよ！　だって庵は、私の自慢のお兄ちゃんなんだから！」

　照れくさそうに微笑ほほえんでから、ことりは俺の体から離れた。

「教室に俺たちだけでよかったよ。こんな情けない姿、ことり以外には見せられない」

「申し訳なさそうにしないで？　相談してくれてうれしかったよ。久しぶりに素直な庵いおりを見ることができた」

「そうかな？」

「そうだよ！　庵って結構強がりだから弱みを見せたがらないしさ！　だから、もっと素直になってもいいと思うな。他人の顔色を読んで行動するだけじゃなくて、もっとエゴイスティックになっていい」

「つまり、自分本位になれと？」

「そういうこと！」

「充みつ哉やみたいに？」

「……ごめんお願い待ってください。さすがに充哉くんみたいに性欲のまま生きるって言われたら全力で止めます！」

「そこは止めるんだ」

「とーぜんです！　一応みんなの前では庵の彼女だもん。というわけで、安心して？　もし庵が暴走しかけたら私が止めるし、失敗したらちゃんとフォローする」

「ことり……」

「だから自信持って!?　たとえ本物の陽キャじゃなくても、エゴイスティックになっても、庵なら誰とだって心を通わせられるよ！」

　妹の笑顔は教室の窓からのぞく夕ゆう陽ひよりもまぶしかった。

（ホントに、俺の妹とは思えないよ）

　さっきは自慢の兄なんて言われたけど、

「堀ほり内うちことりこそ、俺の自慢の妹だ」

「ふふ。まさか庵まで私を完璧とか言い出す？」

「まさか。完璧な人間なんてフィクションの中にしかいないよ。ことりにも悩みがあるんだろ？　好きな人がいるって話」

「うん。ただ、他にも悩みはあるよ。私の一番の悩みは──」

　さっきの笑顔とは真逆の表情。

　栗くり色いろのウェーブヘアをなびかせながら、妹はひどく真剣な表情で、




「私と庵が、本当は血のつながった兄妹きようだいじゃないってこと」




　息を呑のまずにはいられなかった。

　血のつながった兄妹きようだいじゃない？

　そんなわけあるか。

　性格は少しも似てないが、俺とことりは間違いなく父さんと母さんの子供で──。

「──なんて、ね」

　驚きよ愕うがくという名の感情が兄の顔にしっかり現れたのを観察してから、ことりはぺろっと悪いた戯ずらっぽく舌を出しやがった。

　コイツ、まさか……！

「今のはじょーだん♪」

「おいコラ妹ぉ！」

「言ったはずだよ？　友だちには言えなくても家族になら言えることもあるってさ」

「逆だ！　今のは家族には絶対に言っちゃいけないセリフだろ！」

「どきどきした？」

「当たり前だ！」

　焦った……。

　本気でことりが義妹なのかって勘違いしかけたぞ。

　まあ、ことりのことだから落ちこんだ俺の気分を変えるためにジョークを挟んでくれたんだろうけどさ。

「ふふっ。どきどきしてくれたんなら大成功かな～」

「どういう意味だ。兄を心臓発作で葬る練習か？」

「そういうわけじゃないけど。ちなみに私が本当に義妹だったらさ。──庵は、私のこと好きになってた？」

「バカなこと言うな」

　椅子から立ち上がって、真っ白なブラウスに包まれたことりの肩を両手でつかむ。

　そして、真剣な表情を作ってから、

「──当たり前だ。おまえが妹じゃなかったら間違いなく好きになってる。ことりは俺にとって大切な存在だからさ」

　告白じみたセリフを言ってみた。

　もちろん、さっきからかわれたことへの仕返し。

　もっともことりなら「はいはい。私も庵いおりが兄じゃなかったら好きになってたよ～」みたいなレシーブを返してくれるだろうけどさ。

「えっ!?」

　が。

　ことりの反応は予想と違っていた。

　白い頬ほおが瞬またたく間まに薔ば薇ら色いろに染まる。

　それどころか耳の先まで真まっ赤かに。

　両肩を俺につかまれたままで、彼女は落ちつかない様子で視線をきょろきょろさせた。

　そして、覚悟を決めたように。

　上目づかいで俺のことを見つめながら、桜色の唇で言葉を紡ぐ。

「──それ、ホント？」

「………」

　マズい。

　なんだこの空気は。

　今さらながらに冗談を言ったことを後悔した。

（てか、なんでここまで顔を赤くしてるんだ？）

　これじゃまるで本当に義妹みたいなリアクションで……。

「！」

　不意にスマホの通知音が響いた。

「悪い。肩までつかむのは冗談にしてはやりすぎだった」

「えっ、あっ、まったくだよ～！」

　手を離すと、ことりは赤い顔をごまかすようにそっぽを向く。

（今のやり取りは忘れることにしよう）

[image: ]

　頭の中でそう考えても、すぐに忘れられそうにはなかった。

　上目づかいに俺を見つめてきたことりの表情。

　あんな妹の顔、初めて見た。

　それこそ血がつながっていなかったら恋に落ちていたかも……なんて思ってしまうくらいに可愛かわいかったんだ。

「今の音って庵いおりの？」

「ああ」

　未いまだにうるさい心臓の鼓動を誤ご魔ま化かしたくてスマホを見る。

　液晶画面には一件のＤＭ通知。

　差出人は、サバトラさん。

　てっきりいつものオタ話かと思ったが、

【ねえ、ＩＯＲＩ。今週の土曜日、会えないかな？】

　それは。

　街まち川かわ庵の心臓をさらに騒がせるには十分なお誘いだった。





第10話　初デート、プレゼント、小さな掌てのひら







「街川くん。本当にこのお店でいいんですか？」

　10月14日。いわし雲が空を飾る秋らしい土曜日。

　俺は約１週間ぶりに鈴すず原はらさんと現実で会話していた。

「うん。ちょうど新しいのが欲しかったんだ」

　目の前の棚に並んだのは形様々、色とりどりの食器。

　新しん姫ひめヶが丘おか駅から電車で30分の渋しぶ谷や。

　駅近のデパートに入ったインテリアや雑貨がメインのセレクトショップ。

　休日のせいかにぎわう店内で、私服姿の鈴原さんに話しかける。

「ホントに好きなのを選んでいいの？」

「ええ。今日はあなたにお礼がしたいんです。あなたのお家うちにお泊まりしてる間すごくお世話になりましたから」

「ありがとう。なら遠慮なく」

　棚にある茶ちや碗わんを手に取って見比べる。

「欲しいのはお茶碗ですか？」

「そうそう。お気に入りのヤツがかけちゃってさ」

「お料理好きな街まち川かわくんらしいです。しかも渋しぶ谷やまで来るなんて」

「渋谷のお店の方が色々揃そろってると思って」

　それに新しん姫ひめで二人で歩いているところを知り合いに見つかったら、面倒なことになる。

　ネット上の親友。

　俺たちの関係性は原点に戻ったんだ。

　今日だって特例で会ってるだけなんだから。

「一人だったらこんなデパート絶対来ませんでしたよ」

「どうして？」

「あっ……渋谷が苦手なだけです。人ごみに酔いそうですし、街にいる人全員が陽キャ目パリピ科ウェイ属に見えます」

「すごい偏見だ」

「あきらかにオシャレな人が多いですよ。おかげで街を歩いているときもずっとそわそわしてました」

「大丈夫だよ。今日の鈴すず原はらさんも十分可愛かわいいから」

　お世辞じゃなく本音だ。

　今日の鈴原さんの服装は、肩を大胆に見せたオープンショルダーの黒いトップスに、純白のスカート。足元はスタイリッシュな短めのブーツ。
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　休日を謳おう歌かする都会な女の子って感じがバツグンに似合っていた。

　渋しぶ谷やの街を歩いているときも周囲の視線が集まってたっけ。

「……ありがとうございます。街まち川かわくんの服装ジヤケツトも大人おとなっぽくて、格かつ好こいいです」

「ありがとう」

「大学生くらいに見えます」

「あはは、ネット通販でそろえただけなんだけどね」

「私なんてことりちゃんに選んでもらいましたよ。ＬＩＮＥで友だちと遊ぶと相談したら、通販サイトで一式セレクトしてくれて」

「おお、さすがことり」

「ホントに助かりました。私、服選びが苦手で。お店は店員さんに話しかけられるのが怖いですし、いつも『この服可愛かわいいけど私に似合うかな？』って迷ってしまって」

　シャイな鈴すず原はらさんらしい意見だった。

（そういえば、服装についての疑問が解けてなかったな）

　なんでいつもギャルっぽい格好をしてるんだろう？

　髪まで染めるのは何か理由がある気がした。

　直接聞いてみてもいいけど、ファッションセンスに口を出すのは嫌だしな。

「自分一人でも色々探したんですが、何時間も探しているうちにどんな服が似合うかわからなくなってしまって」

「わかる。俺もそういうときあるな」

「もう。笑わないでください」

「笑ってないよ」

「いいえ。少しにやけています」

　不満げにちょっぴり頬ほおをふくらませる元同居人。

　もし俺が笑っているように見えるとしたら、うれしかったからだよ。

　鈴原さんが俺と会うためにがんばって服を選んでくれたのが。

　もちろんそんな本音を言うのは照れくさいので、話題という名の舵かじを切る。

「ところで一人暮らしは順調？　ちゃんとごはん食べてる？」

「自炊はしていますよ」

「えっ!?　ホントに!?」

「お料理だけじゃなくお掃除もするようになりました。新型鈴原綺あや奈なの誕生です」

「あの生活破綻者だったサバトラさんが……」

「街川先生の教育の賜たま物ものではないでしょうか」

「そっか。じゃあ特に困ったことはないんだ」

「ええ。前よりもずっと一人暮らしが楽しいです」

「それはよかった！」

　親友が何不自由なく一人暮らしをしてくれてうれしい。

　けど、やっぱり少しさびしい。

　この様子だと、きっと鈴すず原はらさんは俺と違って感じてないんだろう。

　孤独感。

　一人暮らしに戻った、さみしさを。

　それか──。

「どうかしました？」

「何でもないよ。どんなお茶ちや碗わんがいいか悩んでただけ」

　考えるのをやめてごまかす。

　すると、鈴原さんが「これなんてどうです？」と手に取った食器を差し出してきた。

　白地に三毛猫の絵があしらわれたお茶碗。

　描かれた猫はアニメチックな絵柄じゃなくて、落ちついたシンプルなデザイン。

「街まち川かわくん、かなりの猫好きですよね」

「憶おぼえててくれたんだ」

「むしろ忘れる方が難しいです。昔ブラックな仕事相手クライアントとのメールに疲れたとき、ひたすら子猫の動画を見て癒いやされてたと言ってたじゃないですか」

「……言ったかも」

「あのエピソードは限界社畜サラリーマンみたいでなかなか強烈でした」

「あはは、まったくだ」

　選んでくれた茶碗を受け取る。

　つやつやした陶器の肌触りが心ここ地ちいい。

　サイズもいつも使ってたのに近い。

　何よりデザインがそこまで可愛かわいらしくなくて好きだ。

「そこまで可愛らしいデザインじゃないのがいいですよね」

「気が合うね。同じこと考えてたよ。決めた。これにする」

　親友が選んでくれたヤツだしさ。

　ただ、鈴原さんは今になって自分のセンスに自信が持てなくなったっぽい。

「もっとじっくり選んでは？　何年も使うんですよ？」

「だからこそさ。気に入った食器で食べた方が、食事の楽しさが何倍にもなる」

「だったらやっぱりもっと考えた方が！　ほら、こっちのデザインもなかなかよくないですか？」

　棚から取って見せてきたのは三毛猫じゃなくて縞しま柄の猫の絵が入ったお茶碗。

　鈴すず原はらさんのペンネームと同じ、サバトラだ。

「たしかにそっちもすごくいい。迷うね」

「わかります。私も猫好きなので欲しいくらいです」

「あっ、だったら三毛猫の方は鈴原さんから俺へのプレゼントにしよう」

「？　では、こっちのサバトラは……」

「俺からキミへのプレゼント」

「えっ!?」

　鈴原さんはひどく驚いた様子で上目づかいに見つめてきた。

　俺と視線がかち合うと、あわてた様子で双そう眸ぼうを伏せる。

「どうして私に？」

「掃除も料理もするようになったって言ってたけど、食器はまだ揃そろえてないんじゃないかと思ってさ」

「鋭い推測ですね」

「それに俺もキミにお礼がしたいんだ」

　キミが俺と一緒に過ごしてくれた毎日はすごく楽しかったんだ。たった３週間だけど、忘れられない思い出になったから……なんて。

　そこまでストレートな本音は恥ずかしすぎて言えやしないので。

「一緒に漫画をがんばってくれるお礼。それにキミとお揃いのお茶ちや碗わんだと思うと、食事が何十倍も楽しくなる」

「う……」

　もう一つの本音を伝えると親友は照れくさそうに頬ほおを赤らめた。

　桜色のやわらかな唇から漏れたのは、消え入りそうな声。

「……ずるいです」

「あ、ごめんね。別にこの食器を押し付けるつもりじゃ──」

「そういう意味ではありません。今の言い方はずるいという意味です。あんないい方されたら……」

「されたら？」

「……うれしくなって、断れなくなっちゃいます」

　なんというか、それは。

　こっちまでうれしくなる言葉だった。

（前に『世界で一番嫌い』なんて言われたのが信じられない）

　可愛かわいすぎる。

　１週間ぶりに現実の鈴原さんと話しているせいなのか。

　照れくさそうに黙りこんでいる親友は天使みたいに愛らしく見えた。

　なので、つい頭の中のイジワルな街まち川かわ庵いおりから悪魔のささやきが。

「ごめん。今なんて言ったの？」

「!?」

「声が小さくて聞こえなかったから、もう一度言って欲しいんだけど」

「……言えません」

「どうして？」

「……今考えたら、かなり恥ずかしいセリフだったので」

「気になるなぁ。一体どんなセリフだったんだろう？」

「それは……」

「『うれしくなって、断れなくなっちゃいます』しか聞き取れなかった」

「まるっと全部聞き取れてるじゃないですかっ！」

　顔を真まっ赤かにした鈴すず原はらさんが、お茶ちや碗わんを持っていない方の手でぽかぽか俺の肩を叩たたいてきた。

　可愛かわいくお怒りな親友の姿に微笑ほほえましい気分になった後で、レジでお茶碗をお買い上げ。

「どうぞ」

「こちらも……どうぞ」

「ありがとう。大事にするよ」

　店を出た後で、ラッピングされたプレゼントを交換する。

（なんだかこれじゃデートみたいだ）

　恋人じゃあるまいし手をつないだりはしない。

　けど、こんなとき本物陽キャの充みつ哉やならもっと女の子受けする品物を選ぶんだろうな。

　たとえばアクセとか、香水とか、ヌイグルミとか。

　うーん、食器じゃなくて別の品物を贈った方がよかったんじゃ……。

「──ありがとう、ＩＯＲＩ」

　鼓膜に届いた声が、頭の中の不安を大気圏くらいまで吹き飛ばしてくれた。

　鈴原さんは細い両腕で、俺からのプレゼントを愛いとおしそうに抱きしめながら、

「ずっと大切にするね！」

　笑顔が咲く。

　そんなたとえがぴったりなあどけない表情で微笑んだ。

　よっぽどうれしかったのか、口調の方もサバトラモード。

「ずるいのは、キミだろ」

　もし鈴原さんに恋してたら「大好き」ってＮＧワードをつい言ってただろう。

　学校では決して見れないクールな彼女の笑顔は、それほどまでにとびっきりだった。

（それに、まただ）

　以前から鈴すず原はらさんに抱いていた既き視し感。

　彼女の笑顔を遠い昔にどこかで見たことがあるような──。

「───っ！」

　瞬間、気づいた。

　デジャヴの正体。

　けどこれは……！

（……絶対に、言えるわけがない）

　もしこの秘密に気づいたことを鈴原さんに悟られたら、俺たちの関係は終わる。

　そんな最悪の不安すらよぎる。

　だって、鈴原さんは──。

「この後は『ＲＯＳＳＯ』のコラボカフェに行きませんか？」

　考えを悟られないように、思考を切り替えて笑顔を作る。

「渋しぶ谷やでやってるんだよね!?　ぜひ行こう！　コラボグッズ欲しいし！」

「ふふっ、やっぱり街まち川かわくんってオタクですね。陽キャのくせに」

「ほめ言葉として受け取ろう」

「一緒に来てくれて助かります。渋谷のカフェに入るなんて私一人じゃ絶対に無理でした。知らない人がたくさんいるお店はすごく苦手で」

「あー、その気持ちはすごくわかる。お一人様だと心細いときがあるよね」

「はい。でも……」

　街川くんと一緒なら平気です、と。

　軽やかな口調で言ってからデパートを出ようとした──直後だった。

「あらぁ！　綺あや奈なちゃん!?」

　１階で黒いビジネススーツの女性に声をかけられた。

　年齢は40代くらいだろうか。

「驚いた！　髪を染めてるからすぐにはわからなかったわ！」

　やけに親しげに話しかけてくるが、鈴原さんの方は表情を強こわ張ばらせていた。

「あなた、綺奈ちゃんのお友だちかしら？　私、鈴原先生と一緒にお仕事させていただいている牛うし原はらって言うの」

「お仕事、ですか？」

「ええ。今日もこのデパートで先生の個展をやってて」

　ほら、と牛原さんが指さしたデパートの一角に目をやると『稀き代だいの現代アーティスト・鈴原絵え眞まの世界』という絵画個展の看板が。

（鈴原絵眞……）

　聞いたことがある名前だと思ったら、母さんが画集を持っていたことを思い出した。

　創作の参考になるからと見せてもらったけど、絶句したっけ。

　絵のことなんて素しろ人うと同然の俺にすらその画家の絵はひどく印象に残った。

　ただただ美しく、儚はかなげで──どこか狂気じみた画風。

「心配してたのよぉ。綺あや奈なちゃん、最近は全然作品を発表してないから」

「色々と、理由がありまして……」

「絵もがんばらなきゃダメよ？　先生の名に恥じないようにね。あなたには遊ぶことよりも大事なことがあるの」

　鈴すず原はらさんが静かに唇をかみしめた。

　冷や汗を浮かべながら、血の気が引いた顔をただうつむかせている。

「あなたもお友だちだからって、綺奈ちゃんを無理やり連れ回さないでね？」

「っ！」

　瞬間、親友は小さな拳を静かににぎりしめ、隣の俺にしか聞こえない小声でつぶやいた。

　──あなたに何がわかるんですか。

（いけない）

　事情を知らない第三者は口を出さないようにしようと思ったけど、傍観できない。

　なぜか怯おびえながらも怒りに震えている鈴原さん。

　こんな姿の親友を放っておけない。

　鈴原さんを自分の取引相手の付属物としか見ていないような、ひたすら上から目線の牛うし原はらさんも好きになれなかった。




『おまえは俺らのオモチャだ』




　過去にいじめっ子から言い放たれた言葉がフラッシュバック。

　誰かの人間性を無視して、物みたいに扱うのは大嫌いだ。

（ただ、相手は大人おとなだ）

　さっきから俺をあきらかに子供扱いして……いや、それなら方法はあるか。

　相手が子供だって思いこんでるなら創作すればいい。

　大人と渡り合える設定を。

「いえ。私は鈴原さんの友人じゃありません。彼女の学校で教師をしています」

「えっ!?」

　ハッタリを言うと、牛原さんがあきらかに驚いた。

「ずいぶん若く見えるけど」

「失礼しました。正確には教育実習生でまだ正式な教員ではないんです」

「ああ、なるほど。担当科目は？」

「現代国語です。白しろ山やま学院大学の文学部人文学科に通っていて、山やま野の辺べ教授のゼミで勉強させていただいております」

「まあ！　白学ってこの近くよね？　教授の名前も聞いたことがあるわ」

「すばらしい先生ですよ。実は今日も遊びではなく、鈴すず原はらさんと大学に行くところで」

「えっ……なぜ？」

「鈴原さんは学校で一番の優等生ですから。ぜひ山野辺教授にお会いして色々とお話をうかがいたいと本人たっての希望で」

　鈴原さんが口元を押さえて勢いよくそっぽを向いた。

　たぶん俺の嘘うそに笑いをこらえてるんだろう。

「髪は染めていますけど、鈴原さんはとてもすばらしい生徒ですよ。思いやりがあって、社交的で、クラスではリーダーシップも発揮しています」

「えっ!?　……本当に？」

「何か疑問でも？」

「いえ、ちょっと意外というか……」

「彼女がすばらしい生徒なことがですか？」

「!?　そ、そういうわけじゃないんです！　申し訳ありません！　私ったら綺あや奈なちゃんの成長ぶりに驚いてしまいまして……！」

　かしこまった敬語になってから、牛うし原はらさんはひどく焦った様子で頭を下げてきた。

　そして居い心ごこ地ち悪そうな早口で告げる。

「ご、ごめんなさい！　大学に行くのならこれ以上はお邪魔ですよね！」

「いえいえ。では、本日はこれで」

　行こうか鈴原さん、と何事もなかったようにデパートを出る。

　人通りが多い渋しぶ谷やの道を歩き出したところで、

「ぷっ、あはははっ！」

　こらえられなくなったのか、鈴原さんがお腹なかを抱えて笑ってくれた。

「傑作です……私が学校一の優等生で……リーダーシップを発揮してるって……！」

「うまく騙だませてよかったよ。母さんの手伝いで大人おとなとやり取りしてた経験が活いきた」

　ふうっと息をつく。

　さっき大学生に見えるって言われたから年上を演じてみたけど、成功して何より。

「よく知ってましたね。大学の教授の名前なんて」

「あれも即興で作った設定」

「えっ!?」

「山野辺教授なんて存在しないに決まってるじゃん」

「でもあっちも知ってるって言って……！」

「見み栄えを張りたくて嘘うそをついたんだと思う。おかげでうまいこと引っかかってくれたね」

「──さすがＷＥＢ作家。ハッタリがお上じよ手うずです」

「でしょ？　これでも他どく人しやを納得させる設定や台詞せりふを創作するのは大得意なんだ」

　わざとらしく胸を張ると、鈴すず原はらさんは「それでこそ私のパートナー」と美麗な輪郭に淡い微笑ほほえみをトッピング。

（ああ、よかった）

　鈴原さんを笑顔にできて……いや、まだ十分じゃないよな。

「ふふ。もしバレたらどうするつもりだったんですか」

「たぶんこうした後で二人で逃げてたね」

　渋しぶ谷やの雑踏の中。隣を歩く鈴原さんと手をつなぐ。

　鈴原さんは一瞬だけ驚いたが、こっちの意図を悟ったのか、小さな掌てのひらでぎゅっと握り返してくれた。

　そして、うれしそうにはにかむ。

「気づかってくれて、本当にありがとうございます」

「いえいえ」

「街まち川かわくんが手をつないでくれたおかげで、すごく安心できました。さっきまでの嫌な気分が吹き飛ぶくらいに。それに……」

「どうかした？」

「詳しい事情を聞いてこないんだな、って思って」

「………」

　さすがにある程度の察しはつく。

　さっき鈴原さんが「こんなデパート」なんて言ってたのは個展が開かれてたのを知ってたからだろう。

　鈴原絵え眞まと鈴原綺あや奈な。

　二人の苗みよ字うじが一緒なのは偶然じゃない。

　さらには鈴原さんのプロ顔負けの卓越した画力。

　推測だけど、幼いころから絵を習ってたんじゃないか？

　だとしたら二人は……。

「今はコラボカフェに行くのが先決だよ！」

　心の中で渦巻く思考を笑顔のオブラートで覆い隠す。

　詮索するつもりはない。

　誰だって他人に打ち明けられない悩みの一つや二つくらい持っている。

　ただもちろん、

「鈴原さんが話したくなったらいつでも相談していいからさ」

　少しだけ強く、親友の小さな掌てのひらを握りしめる。

　彼女が悩みを打ち明けたくなったときは、いつでも受け止めてあげたい。

「街まち川かわくん」

　そこで鈴すず原はらさんが歩みを止めた。

　どうしたの？　と振り返ると彼女は俺の手をにぎったままで、告げる。

「今夜、空いてますか？　やっぱりプレゼントを送るだけじゃお礼が足りないと思って……私のことをいつも気づかってくれるあなたにどうしても感謝を伝えたくて……だから、来てくれませんか……？」

「待って。落ちついて話そう？」

　そもそも来てくれませんかって。

　一体どこに？

「ですから……」

　まるで今にも爆発しそうな心臓をなだめるみたいに深呼吸した後で。

　俺の手を強くにぎりしめながら。

　元同居人はただただ一生懸命に──。

「今夜、私のお家うちに来てくれませんか？　できれば……お泊まりもして欲しいです」





第11話　今夜伝えられなかった言葉をキミに







　夜。

　新しん姫ひめヶが丘おか駅からほど近いタワーマンションの一室。

　そこで俺は鈴原さんがお風呂から上がってくるのを待っていた。

「………」

　……改めて考えたら、とんでもないシチュエーションだ。

　しかも部屋の間取りはなんと４ＬＤＫ。

　掃除の行き届いた豪華な室内。

　確実に街川家よりも部屋面積も家賃も上な場所にいること。

　クラスメイトの女子の家にお泊まりという状況にひどく緊張する。

　さらには部屋が広いので水音までは聞こえてこないが、今鈴原さんがあられもない姿でシャワーを浴びている。

【そういえば、夕飯どうだった？】

　そこで鈴原さんからＤＭが届いた。

　シャワーを終え、湯船につかりながらスマホをいじっているんだろう。

【すごくおいしかったです】

【よかった！　気に入ってもらえてさ】

【なんだか悪いですね、ごちそうしてもらって】

【気にしないで!?　ＩＯＲＩの家にいたころは毎日ごちそうになってたわけだしさ！　これもお礼だよ！】

「お礼、か」

　そう、鈴すず原はらさんが俺を家に呼んだのは料理をごちそうしたかったから。

　コラボカフェに行き、一通りコラボメニューを楽しみ、コラボグッズを入手し、『ＲＯＳＳＯ』の魅力について語り合った後で、俺は彼女が一人暮らしするこのタワーマンションに足を踏み入れた。

（落ちつかないな）

　女子の家を訪れるのは初めてじゃない。

　松まつ岡おか組メンバーの女子の家で遊んだことだってある。

　俺一人じゃなくて、大勢で行ったけどさ。

　それに俺たちはつい１週間前までルームシェアをしていた。

　なのに、ここまで緊張するなんて。

（まさかやりたいことリスト③が起きるんじゃ……）

　いや、そんなわけあるか。

　家に来たくらいで心を乱すな偽陽キャ。

　鈴原さんはただ親友におもてなしがしたくて招待してくれたんだ。

　その事実は十分わかってるけど……ああ、やっぱり俺は本物陽キャにはほど遠い。

【それはそうと、驚きました】

　少しでも緊張をほぐしたくてＤＭを送信。

【部屋すごく綺き麗れいですね】

【言ったでしょ？　お掃除はちゃんとしてるって】

【それにしたってすごいですよ】

　街まち川かわ家家事担当大臣の俺から見ても完璧に清掃された室内。

　ホコリ一つない。

　まるでプロの清掃業者が入ったみたいだ。

【ＩＯＲＩのおかげ！　ちゃんとお料理もできるようになったしさ！】

【たしかにさっきの夕食は絶品でしたよ】

　肉じゃが。

　あさりのおみそ汁。

　ほうれん草のおひたし。

　さらには秋の味覚の代表格である栗ご飯。

　料理は全部鈴すず原はらさん一人で作ってくれたもの。

　プレゼントしたお茶ちや碗わんは食卓の即戦力になってくれたっけ。

　しかも、栗ご飯は以前俺がＤＭで好物だと話したメニュー。

（あまりにも完璧なおもてなしすぎる）

　以前の自信がなかった鈴原さんなら「親友を家に呼んで大丈夫かな？　がっかりされないかな？」って迷ってたと思う。

　けど、彼女は変わったんだ。

　だから──。

（今夜だけは孤独感さびしさに蓋ふたをしよう）

　親友が成長してくれた。

　そのことがうれしいのは事実なんだから。

【ＩＯＲＩにほめてもらえてすっごくうれしい！　あの日からずっとキミに助けてもらったお礼がしたかったからさ！】

【あの日って、ルームシェアが終わった日ですか？】

【うん！　今日だってＩＯＲＩは牛うし原はらさんからぼくを助けてくれた！　手だってつないでくれた！　ＩＯＲＩと友だちになれてよかったって感謝したよ！】

【そう言ってもらえるとうれしいです】

【どれだけ感謝してもし足りない！　だからこそ、思ったんだ。やっぱりプレゼントだけじゃお礼には足りないって】

【それで料理をごちそうしてくれたんですよね？】

【お礼はあれだけじゃないんだ】

【他にも？　もしかしてサプライズとか？】

　ＤＭを送るが、既読がついてもなかなか返答はなし。

（まさかのぼせてるんじゃないよな？）

　そんな不安さえよぎってきたころ、長文の返信が届いた。

【ずっと考えてたんだ。ＩＯＲＩにお礼をするにはどうすればいいかって。そして、ようやくひらめいた。ぼくはＩＯＲＩに悩みを解決する手伝いをしてもらえて、心の底からうれしかった】

　鈴原さんの悩み。

　それはもちろん、自分に自信が持てないこと。

【だから、同じことをしたらキミに喜んでもらえるんじゃないかって】

【同じこと、ですか？】

【今度はぼくが、キミの悩みを解決するお手伝いをしてあげたい。ＩＯＲＩは前からずっと言ってたでしょ？　初恋をしたことがないのが悩みだってさ】

【まさか「ぼくがキミの初恋相手になる！」とか言い出しませんよね？】

【まさか！】

　即答されて、ホッと胸をなでおろす。

　ああ、よかった。

　てっきり俺を惚ほれさせるために今日プレゼントを贈って、デートみたいなことをして、夕食をごちそうしてくれたのかと思った。

（そんな打算的な行動をする人じゃないか）

　でも。

　だとしたら、どうやって俺の悩みを解決するつもりなんだ？

【ぼくなんかがキミの初恋相手になれるとは思ってない。でもさ、ＩＯＲＩ】

　暗転。

　スマホの画面の灯あかりだけが部屋を照らす。

　不意に部屋の電灯がすべて消えていた。

「停電？」

　思わずつぶやいた瞬間だった。

「違います」

　鈴すず原はらさんの声が響く。

　思わず廊下とリビングを隔てるドアに目を向ける。

　閉じた扉の向こう。

　どうやら鈴原さんはそこにいるらしくて──。

「───っ」

　瞬間、息を呑のんだ。

　ゆっくりと開いた引き戸。




　そこから現れたのは、バスタオルだけまとった鈴原さん。




　スマホ画面の灯りだけでも十分わかった。

　お風呂上がりでしっとりと潤おった明るい髪とつややかな柔やわ肌はだ。

　キュッとくびれた細腰。

　うっすらと上気したすらりと長い手足。

　薄いタオル一枚に隠された深い谷間を形作る扇せん情じよ的うてきな乳房。

　思わず目を奪われてしまうほどに、綺き麗れいな肢体からだ。

　見とれてしまったのをごまかすようにソファから立ち上がってから、あられもない姿の鈴すず原はらさんから目をそらすように壁の方を向く。

　途端、パサッと。

　バスタオルがフローリングに落ちる音が響いた。

「街まち川かわくん」

　普段よりもどこか熱を帯びた、元同居人の声。

「さっきＤＭで言いましたよね？　私があなたの初恋相手になれるとは思ってないって。だからこそ、別の悩みを解決するお手伝いがしたいんです」

　心臓が止まるかと思った。

　壁を向いて立つ俺の背中に、鈴原さんが抱きついてきた。

「言ってましたよね？　女性経験がないことがコンプレックスだって。だったら……」

　服越しでも、否いや応おうなしに感じてしまう。

　前にハグしたときよりも高い体温。

　湯上がりで水気を含んだ女の子の優しい香り。

　腰のあたりに巻きつく繊細な白さを帯びた華きや奢しやな両腕。

　背中に押しつけられる大きな双つのふくらみの魅惑的なやわらかさ。




「……私では、ダメでしょうか？」
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　そして背筋が震えるくらいに近くから響いた、甘いささやき。

　さすがに彼女の言葉の意味はわかった。

　きっと今鈴すず原はらさんの頬ほおは桜色に染まっているだろう。

　羞恥心で震える声を彼女はただ健けな気げに振り絞る。

「そうすれば、街まち川かわくんに喜んでもらえるかもしれないと思って」

「……ずいぶん急な話じゃない？」

「いいえ。街川くんはお料理を教えてくれたときや今日渋しぶ谷やを歩いたとき、私のことを可愛かわいいってほめてくれました」

「たしかに、言ったね」

「あの言葉はお世辞だったりするんでしょうか？」

「まさか！　そんなわけないよ！」

　応えた瞬間ハッとした。

　もしかして俺が可愛いって言ったから。

　鈴原さんはこんなことをするつもりになったのか？

「よかったです」

　うれしそうに、鈴原さんが俺の背中に頬ずり。

　やわらかな頬が背中に当たるだけで理性がどんどん削られる。

「でも、キミはいいの？　相手が俺で──」

「当然です」

　即答。

　気持ちを伝えるようにぎゅっと抱きしめられる。

「あなたはネットでも現実でも私をたくさん助けてくれました。もし、私なんかがあなたの悩みを少しでもなくしてあげられるのなら……なんだってします」

　やめてくれ。

　健気な言葉で誘惑しないでくれ。

　わかってる。

　俺が鈴原さんに恋をしてないのと同じで、彼女も街川庵いおりに恋をしてるわけじゃない。

　けれど、不器用な彼女の一生懸命ながんばりに応えたくなる。

　華きや奢しやな体を力いっぱい抱きしめ返したくなる。

（──いや）

　迷う必要はないんじゃないか？

　俺の目的は鈴原さんの自己肯定感を上げること。

　だったらここは親友の願いを叶かなえるのが最さい善ぜん手しゆ。

　俺の悩みを解決するために、文字通りすべてをさらけ出してくれたんだ。

　今俺に拒絶されたら深く傷つく。

　ルームシェア生活で積み上げた自信すらすべて失って、立ち直れなくなる恐れもある。

　だったら──。

「───」

　薄闇の中。

　ゆっくりと振り向いて、鈴すず原はらさんと向き合う。

「街まち川かわくん……」

　俺の行動を肯定ととらえたのか、鈴原さんは美麗な輪郭を微笑ほほえみで染めた。

　そしてゆっくりとまぶたを閉じる。

　相変わらず彼女の顔色だけは読めないけど、望んでいることはわかった。

　親友は今夜俺と大人おとなになりたがっている。

　それなら希望をかなえよう。

　相手の思考を読み取って、それに合わせて行動する。

　いつものインスタントな笑顔を作りながら。

　それが街川庵の処世術。

　だから──俺は。

　右手で彼女の肩を引き寄せながら、薄闇の中で、親友の唇を奪おうとして──。




『もっと素直になってもいいと思うな』




　瞬間。

　鼓膜の中で蘇よみがえったのは、ことりの言葉だった。




『他人の顔色を読んで行動するだけじゃなくて、もっとエゴイスティックになっていい』




　今さらながらに、妹は厳しいアドバイスを送ったんだなと思った。

　エゴイスティックになる。

　それはつまり他人に合わせて行動するんじゃなくて自分自身の意志でどうするか決めるということ。

　自分の決断に責任を持つということ。

　それはひどく怖いことのように感じた。

　当然だ。

（所詮俺は偽陽キャ。いじめを経験したせいで、他人に合わせて行動することでしか友人との関つな係がりを築けてこなかったんだから）

　この生き方の利点は何か失敗をしても他人のせいにできること。

　自分の決断に責任を持たなくて済むひどく楽なライフスタイル。

　だからこそ、怖くてたまらない。

　──わがままに行動して嫌われないだろうか？

　今相あい対たいしているのは鈴すず原はら綺あや奈な。

　誰よりも大切な親友なんだ。




『たとえ本物の陽キャじゃなくても、エゴイスティックになっても、庵いおりなら誰とだって心を通わせられるよ！』




　けれど、消えかけた自信という名の火種を。

　妹の言葉が再び燃え盛らせてくれた。

「──ごめん」

　身にまとっていた上着ジヤケツトを脱いでから、鈴原さんの肩に掛ける。

「あっ──」

　閉じていた彼女のまぶたが開く。

　鈴原さんは一度俺を見つめてから、悲しそうに顔をうつむかせた。

「……こちらこそごめんなさい。やっぱり私なんかとするのは嫌で──」

「違う！」

　彼女の言葉を遮るように叫んだ。

　いつもの街まち川かわ庵なら、ここで笑っていたと思う。

　微笑ほほえみながら「鈴原さんは何も悪くない。恥をかかせてごめん。ダメなのはキミを抱く勇気がない俺なんだ」と彼女の行動を肯定してはげましてたはずだ。

「私なんかって言葉は、キミには似合わないよ！」

　叫ぶ。

　きっと今の街川庵はこれっぽっちも笑っていない。

　それでもいい。

　今はこの感情を、ただ親友にぶつける。

「『なんか』なんて言って卑ひ下げしちゃダメだ。キミがお礼をするって言ってくれてうれしかったよ。俺のことを考えて行動してくれたのがすごくうれしかった」

「だったら……！」

「でもさ。鈴原さん、震えてたよ」

　さっき肩に手を置いたときにわかった。

　彼女の体は生いけ贄にえとして差し出された子羊みたいに震えていた。

　怖くて仕方がなかったんだと思う。

　男性経験どころか対人経験すら少ないんだから無理もない。

　けれど彼女は──それでも俺と体を重ねようとした。

　それはきっと……。

「私なんかじゃこうでもしないと俺にお礼ができないって思ったんじゃない？」

「………っ」

「鈴すず原はらさん。自分の体をオモチャみたいに軽々しく消費するのはやめよう？　自分を物扱いしても傷つくだけだよ」

「で、でも、絵を描く以外何もできない私にはこうするしか──」

「そんなことない！　キミは！　物なんかじゃない！　キミは……鈴原綺あや奈なは街まち川かわ庵いおりにとってたった一人の親友なんだ！」

　彼女の瞳に映った街川庵の顔に笑みはなかった。

　あるのは、激情。

　ずっと作り笑顔で隠してきた街川庵の素顔。

「それにさ。鈴原さんが俺にお礼をしたいのは、吹っ切るためなんじゃないか？」

「!?」

　彼女のために昼間あえて言わなかった推測をぶつけると、整った顔が驚きよ愕うがくに歪ゆがんだ。

（やっぱりか）

　そう、俺たちは気が合う親友。

　同じことを思ってたんだろう。

　昼間は「前よりもずっと一人暮らしが楽しいです」なんて言っていたけれど──。

「急に一人暮らしに戻って、さびしかったんじゃないですか？」

　彼女の本音を引き出したくて、ＩＯＲＩの口調で伝える。

「気持ちはすごくわかりますよ。私もさびしかったです。二人でゴハンを食べて、遊んで、漫画を作って、たわいもない会話をする。あなたと現実リアルで過ごす時間は想像以上にかけがえのないものだったから」

　楽しさは孤さび独しさへの特効薬だ。しかし、中毒性の高い劇薬でもある。

「サバトラさんもそう思ったんじゃないですか？　そしてそれじゃいけないと思った」

　だから今夜、吹っ切ろうとした。

　最後に俺と夜を共にすることで。

「──どうして？」

　ぎゅっと細い指が俺のシャツを握りしめる。

　鈴原さんは、瞳に大粒の涙を浮かべながら、

「どうしてそこまでわかっちゃうのっ」

　きらびやかな髪を揺らし、涙に濡ぬれた声を振り絞った。

　さっきまで被かぶっていた偽りの笑顔かめんはもうない。

　俺の口調に引っ張られたように、涙とともにすべての感情をさらけ出す。

「ずっと……ずっとさびしかったよっ！　朝起きてもＩＯＲＩにおはようを言えない！　お家うちに帰ってきてもＩＯＲＩにただいまを言えない！　そんな些さ細さいなことで胸が潰れそうになったんだ！」

　それはきっと、心の底からの本音。

　今日出会ってから必死に隠してきたさびしさ。

「ＩＯＲＩのおかげで自分に自信がついたって思ってた！　けど一人ですごしてすごく不安になったんだ！　キミと一緒にいれないってだけで、こんなにさびしくて、こんなにも深く傷ついてるなんて……っ」

　瞳からぽろぽろと涙がこぼれる。

　頬ほおを涙が伝うのも構わずに、彼女は叫ぶ。

「このままじゃいけないって思ったの！　今のぼくは昔より弱くなってる！　これじゃＩＯＲＩのがんばりが無駄になっちゃう！　だから、だからどうにか、この気持ちを吹っ切らなくちゃって考えて……！」

「私と会うことにしたんですね？」

「そうだよ！　現実で会って、プレゼントを贈って、二人で遊んで……ＩＯＲＩの悩みを解決する！　そうすればきっと吹っ切れるって……自分に自信を取り戻せるって思ったんだ！　なのに……」

　ひどく申し訳なさそうに、鈴すず原はらさんは告げる。

「ごめんね、ＩＯＲＩ」

「サバトラさん……」

「本当にごめんなさいっ。キミに真剣な顔で言われてやっと気づけたよ……。間違ってたのはぼくだった……たださびしさを埋めたくて、キミの気持ちも考えずに身勝手な行動をして……っ」

「………」

「ずっと現実の人間関係がわずらわしかったのに、キミといる楽しさを知ってから、独りぼっちに戻るのが死ぬほど怖いんだ！　自分がこんなに弱い人間だったなんて……！」

「………」

「ご、ごめんなさい……前よりも自信を失くして……キミの努力を全部無駄にしちゃって……ほ、本当にごめんなさい……！」

　嗚お咽えつ混じりの謝罪。

　会話ラリーが止まる。

　一つ屋根の下で積み上げた彼女の自信は積木細工みたいに跡形もなく崩れ落ちた。

　まさに最悪の展開。

　こうなったら修復不可能。

　俺たちの努力はすべて無駄に──。

（違う）

　失敗してもやり直せる。それは料理も人生も人間関係も一緒だ。

　二人で過ごした時間が無駄じゃなかったと証明するために彼女の涙を止めろ。

（親友が本音を打ち明けてくれたんだ）

　もっと感情をさらけ出して気持ちを伝えろ。

　もちろん、ただ勢いだけで考えなしに発言するんじゃダメだ。




『ＩＯＲＩさんの作品、大好きです！　読んでるだけで心を揺さぶられます！』




　鈴すず原はらさんの心を揺さぶる台詞せりふを再び綴つづれ。

　昂たかぶったこの感情すら武器に変えて物語を構築しろ。

　それができないようじゃ神絵師のパートナーを名乗る資格なんてない。

「聞いてください、サバトラさん」

　そのために──今日の昼間、リスクに怯おびえて胸の奥にしまった彼女の秘密を明かそう。

（大丈夫。俺ならできる）

　街まち川かわ庵いおりが下した決断を信じろ。

　自分に自信を持てなきゃ、相手に自信を持たせることなんてできやしない！

「失くした自信は取り戻せますよ。だって、私がそうでしたから」

「えっ……」

「あなたにできるのは絵を描くことだけじゃない。私の自信も取り戻してくれたんです」

「……どういう意味？　ぼくは何も──」

「いいえ。あなたは私が初めて漫画を発表したときにコメントをくれました。小説を書く前から、私の作品を好きでいてくれた」

　イオリとして漫画を発表したときから、ずっとファンでいてくれたんだ。

　その証拠に──。




「だからずっと、あの漫画のヒロインの格好をしてくれてたんですよね？」




　そう、鈴原さんのファッション。

　シャイな性格とは正反対の格好。

　髪を明るく染めて、制服を着崩して、耳にはピアス、さらにはヘッドフォン。

　あの漫画は黒歴史にして内容もすっかり忘れてたから思い出せなかったけど──。

「やっと謎が解けましたよ」

「ま、待って、ＩＯＲＩ」

「前に『好きなキャラの格好をするのが好き』みたいなこと言ってたでしょ？　私が考えたヒロインのこと、ずっと好きでいてくれたんですね」

　耳まで真まっ赤かになりながらわなわな震える親友の前で。

　ポケットからスマホを取り出してから。

　イオリ名義の漫画ページを開き、感想用コメント欄を読み上げる。

「『神神神ぃ！　イオリさんの漫画大好きです！　このヒロインすっごく推せます～！』」

「！」

「『あまりにも好きすぎて毎日ヒロインのコスプレしてすごしてます！　生きづらい現実でも彼女の格好をしてればなんとかやっていけるんです！　もしよければコス自撮りとか送りましょうか!?』」

「ちょ、まっ、それ以上はっ」

「『もちろん作者のイオリさんも大好きです！　心の底から愛してます！　もっとイオリさんの作品が読みたいですし何なら現実でつながりたい仲良くなりたい！　よければ返信くれませんか!?　実はあなたに触発されて最近漫画を描き始めたので、ぜひ読んで欲しくて……何ならコスしたまま会いに行きます!!』」

「わあああああああ～!?」

　悲鳴を上げて、鈴すず原はらさんは俺の言葉をさえぎった。

　……うん。

　気持ちはわかる。

　このコメントはかなり──。

「怖っ！」

「たしかに」

「べべべ弁解させて!?　ＩＯＲＩのことが好きすぎて文面おかしくなっちゃったの！　仲良くなりたくて空回りしちゃったの！　そのせいでアイドルに迷惑リプを送りまくるガチ恋粘着メンヘラ女みたいな感じに……！」

「私も少し警戒しました」

「ああ……」

「ごめんなさい。そのせいで返信できなくて」

「うあああああああああああっ!?」

　わかりやすく頭を抱える鈴すず原はらさん。

「もうダメだぁ～、自分がコミュ障すぎて嫌になるぅ、いっそ殺して～！」

「落ちこまないでください」

「無理だよぉ～！　勢いでコメントした翌日死ぬほど後悔したっ！　ＩＯＲＩと友だちになった後も、キモコメ厄介コスプレファンだってバレたら気持ち悪がられて、軽けい蔑べつされて、キミに嫌われるってずっと不安だった……っ！」

　鈴原さんのネガティブな性格的にそう考えてしまうのも無理はない。

　だから俺もこの件には絶対に触れないって決めてたんだ。

　でも──。




「──ありがとう」




　街まち川かわ庵いおりの口調に戻してから、ずっと伝えられなかった言葉を告げる。

「あのコメントには驚いたけど、当時はすごくはげまされたよ」

「えっ!?」

「あの漫画、絵が下へ手たすぎてネットニュースに取り上げられて炎上したからさ。昔いじめられたトラウマが蘇よみがえって、創作活動をやめようかとも思ったんだ。けど、心機一転して小説を書けたのは、あのコメントがあったから」

「ホントに……？」

「もちろんだよ！　あれだけ絵が下手な漫画でも、誰かの心に届いた。ヒロインのコスプレをするくらい好きになってくれた。もっと俺の作品を読みたいって言ってくれた。そう考えたら、失くした自信を取り戻せたんだ！」

「………」

「あのコメントをくれたのがサバトラさんってわかってすごくうれしい！　雲の上の存在だと思ってたクリエイターが俺の作品をきっかけに漫画を描き始めてくれてた！　フォロワー数50分の１でも神絵師の力になれたんだって自信を持てたよ！」

　だから、と。

　泣いている親友に寄りそうために、感情と理性で構成した台詞せりふを紡ぐ。




「今度は俺がキミの自信を取り戻してあげたいんだ」




　ゆっくりと彼女の頬ほおを伝う涙をぬぐう。

「また二人でルームシェアしない？」

「えっ!?　けど、もう補修工事は終わって……！」

「そうだね。ただ、鈴原さんの工事は終わってない気がするんだ」

「……ぼくの工事？」

「この部屋、本当にキミが掃除した？」

「!?」

　図星だったのか鈴すず原はらさんは大きく息を呑のんだ。

　やっぱりか。

　いくらなんでもホコリ一つないのは綺き麗れいすぎると思ったんだ。

「たぶん自分が成長したって思わせて俺を安心させようと考えたんでしょ？　ハウスクリーニング業者にでも依頼して部屋を綺麗にした」

「……さすが親友。よくそこまで推理できて──」

「あと毎日自炊してるってのも嘘うそじゃない？」

「！」

「たくさん練習して作れるようになったのは今日俺に振る舞った料理だけ。料理のレパートリーはそこまで増えてないと思う」

「う……!?」

　きゅっと羞恥心に唇をかみしめた後で。

　鈴原さんは「……背伸びしちゃってごめん」と素直に謝ってきた。

「……いっそ笑って？」

「笑わないよ。絶対に。背伸びしてたのは俺も一緒だから。今日だけは、鈴原さんの前でさびしさを見せないようにずっと我慢してたんだ」

　けど今は本音を言うよ、と。

　この１週間かたくなに胸にしまいこんでいた気持ちを打ち明ける。

「俺は現実でも、もっとキミと一緒にいたい」

　そう。

　鈴原さんにはまだ伝えたいことがある。

「自信の付けた方だけじゃなくて、掃除の仕方とか、料理の作り方とか、友だちとの付き合い方とか……他にもたくさん伝えたい」

「で、でも！　それじゃまたＩＯＲＩのお世話に──」

「大丈夫。与えるだけじゃなくて、俺も受け取ってる。キミと一緒にいるだけで楽しい。俺は──鈴原綺あや奈なと過ごす時間が世界で一番大好きだから」

「!?」

「キミと一緒に過ごすだけで俺は笑顔になれる。それは作り笑顔じゃない、心からの笑顔だよ。きっと街まち川かわ庵いおりって人間がずっと求めてきたもの……。だからできるだけ長く、キミのそばにいたい！　キミのことも笑顔にしてあげたいんだ！」

　かざらない感情をありのままに叫ぶ。

　普段の街まち川かわ庵いおりだったら到底ありえない。

　顔色を読んで相手に合わせるのとは真逆の会話構成。

（でも、この方が鈴原さんに届く）

　わかるよ。

　たった一人の親友だからさ。




「……街川くんの、ばか」




　彼女は。

　鈴すず原はら綺あや奈なの口調で告げる。

「誰にでも優しくて笑顔なあなたはどこに行ったんですかっ。私の秘密をバラして、まるで告白みたいな言葉をいっぱい言って、たくさん恥ずかしがらせて……」

「ごめん」

「それに……できるだけ長くそばにと言っても限りがありますっ」

　会話ラリーが再開される。

　俺の気持ちに触発されたように、鈴原さんが言葉を返してくる。

「ずっとルームシェアするわけには……」

「そうだね。いつかは離れ離れになる日が来る」

「またお互いさびしくなるかもしれませんよ？」

「うん。今回の件で身に染みたよ。俺自身も自信が足りなかったって。だからこそ、もっと成長したいんだ」

「具体的にはどんな風に？」

「鈴原さんの生活力が上がるとか、友だちが増えるとか、薔ば薇ら色いろな高校生活を送れるようになるとか……」

「全部私のことじゃないですか」

「キミに自信をつけてあげることが、俺の自信にもつながるんだよ。きっと創作活動の力にもなる。だから、キミがしっかり成長するその日まで……」

「ルームシェアを続けたい、と？」

「自分の作品のヒロインのコスまでしてくれたこんなに可愛かわいいファンとなら大歓迎だよ。鈴原さんは、嫌？」

「嫌なわけないじゃないですかっ！」

　あまりにも早い即時回答。




「私だって成長したいです！　あなたと一緒に！」




　彼女が打ち明けてくれた本音を、俺はただ受け止める。

「私もあなたみたいに好きなものを堂々と好きって言い切れる自信が欲しい！　たとえ、どんな相手とでも立ち向かえるように！」

　昼間見た絵画個展の看板が頭に浮んだ。

　きっと鈴すず原はらさんには立ち向かわなくちゃいけない人間がいる。

「以前の私ならこんなこと到底考えなかったけど、あなたが私を変えてくれました。私が漫画を描き始めたときと同じように」

「………」

「ずっと……ずっとお礼を伝えたかったんです！　あなたが描いてくれた漫画がきっかけで、私はサバトラになれました！　新しい自分を見つけられたんです！　大嫌いだった絵を描くことが大好きになれた！　本当にありがとうございます！」

「鈴原さん……」

「あっ、ごめんなさい、こんな重いこと言われたら引いてしまうでしょうが……」

「そんなわけないじゃん！　キミにお礼を言ってもらえて……感謝の気持ちを共有してもらえて、すごく幸せだよ！」

「共有……ですか？」

「うん。これからはただルームシェアするだけじゃない。──辛いこと。哀かなしいこと。うれしいこと。楽しいこと。色んなことを二人で共有シエアし合いながら、一緒に成長していこう」

　それが街まち川かわ庵いおりの願い。

　いつもみたいに他人の顔色を読んで選んだ行動じゃない。

　俺自身が決めて、責任を取りたいと思った、利己的選択エゴイステイツク。

「どうかな？」

「最高のアイディアです。私もあなたと色んなことを共有したい。だって……」

　感情が昂たかぶりすぎたのか。

　鈴原さんが俺の体を抱きしめてきた。

　そして今まで見た中でも一番の笑顔で──。




「鈴原綺あや奈なは、あなたのことが世界で一番大好きですから！」




　サバトラとしてではなく、鈴原綺奈として。

　かつて現実では決して言わないと告げた言葉を口にしてくれた。

「っ！」

　不意に心臓が大きく高鳴ったが、当然だと頭を納得させる。

　なにせ彼女は俺のジャケットを羽織ってるだけ。

　こんな状態で抱きつかれたら、たとえ相手が親友でも胸が騒ぐに決まってるさ。

「どうかしました？」

「えっと、そろそろ服を着て欲しいと思って」

「あっ……ご、ごめんなさい。話に夢中になってつい忘れていて……」

　照れくさそうに俺の体から離れる鈴すず原はらさん。

　思わず彼女から視線をそらして表情を隠す。

（……おかしいな）

　いつもの笑顔を作れない。

　もちろんわかってる。

　今のは恋愛としての「大好き」じゃなくて、友だちとしての好意のあらわれ。

　俺が風か邪ぜを引いたときうっかり言ってしまったのと同じ。

　その証拠にネットでは散々「好き」って言われてきたのに……。

（なんでこんなにも鼓動が収まらないんだ？）

　これじゃ、まるで──。

「街まち川かわくん」

　考えこんでいたら、ブラトップとショートパンツ姿の鈴原さんが口を開いた。

　これが物語フイクシヨンなら、さっきので終わりだ。

　自分の体を犠牲にしようとした彼女の涙を止めることができた。

　言葉を交わして、心を通じ合わせて、わかり合えた。

　これにてハッピーエンド。

「一つだけ、お願いを聞いてもらってもいいですか？」

　だけど。

　彼女は今夜をここで終わらせたくなかったらしい。

「街川くんのおかげで自分の行動が間違っていたと気づけました。けど、どうしてもあなたに感謝を伝えたくて、またルームシェアできる喜びをあなたと共有シエアしたくて」

　お願いです、と。

　まるで覚悟を決めたように。

　鈴原さんはどこまでも真剣な表情で、かざらない本音を紡ぐ。

「街川くん。今夜、私と──」





第12話　はじまりを告げる朝







【すごいよ、ＩＯＲＩ！】

　私の家に街まち川かわくんが泊まった日から１週間後。

　時刻は朝８時。

　人ひと気けのまばらな教室で、私は街川くんにＤＭを送っていました。

【昨日アップした新作かなり評判いいよ！　いいねもリツイートもいっぱい！】

【ありがとうございます】

　私と街川くんのルームシェアは再開された。

　もちろん同じ時間に登校しないというルールは健在。

　なので街川くんは通学路を歩きながら返信してるんでしょう。

【さすがぼくのパートナー！　１週間で書き上げちゃうなんてさ！】

　再び合鍵をもらい、彼のお家うちにお泊まりし始めた夜。

　街川くんはずっと書いていなかった小説を再び書き始めました。

　本人いわく「勇気を出すきっかけが見つかった」とのこと。

　そして昨夜ゆうべ、実に久しぶりにＩＯＲＩが小説を投稿。

　いつものアンチたちの批判もありましたが、それ以上に、

【ＩＯＲＩ先生の小説、待ってました！】

【以前よりもさらにキャラクターが活いき活いきしてますね！】

【これからは漫画原作だけじゃなくて、小説も楽しみにしてます！】

　ファンの絶賛が多くて、自分のことのようにうれしくなってしまいました。

　もちろん私も読みましたが、とても面白かったです。

（それに、驚きました）

　だってあの小説に出てきたキャラクターは──。

【スランプから抜け出せたのは、サバトラさんのおかげですよ】

【？　ぼくが何かした？】

【はい。私はきっとアンチに批判されるのを怖がってたんだと思います。けど、それでも作品を発表したいと思ったんです。ずっと応援してくれてたあなたの喜ぶ顔が見たかったから】

　あまりにもかざらないＤＭことばに、胸が大きく高鳴った。

【誹ひ謗ぼう中傷なんてどうでもいい。サバトラさんがずっと応援してくれた自分に、もっと自信を持とうって決めたんです】

【──おめでとう。自分に自信を取り戻せて】

【はい！　ところで……私の小説、面白かったですか？　イオリ時代に書いた漫画のキャラと設定を使ってみたんですが】

【もちろんだよ！　すっごく面白かった！】

　ずっと昔に離れ離れになった友だちと再会したような気分でした。

　自分を救ってくれた漫画の新作を、小説で読める。

　しかも、私のおかげでスランプから抜け出せたとまで言ってくれた。

【喜んでもらえてよかったです。あの夜のお返しがしたかったので】

「っ」

　お返しというのは、あの夜私が彼にお願いした行為に対してでしょう。




『今夜、私と添い寝をしてくれませんか？』




　正直自分でも驚きました。

　やりたいことリスト③を実行する夜が来てしまうとは。

（またルームシェアしてくれるお礼に、女性経験がないっていう街まち川かわくんのコンプレックスを少しでも解消してあげられればと思ったのですが）

　あの夜は一緒に眠れてうれしかったです。

　街川くんと離れて暮らした１週間に感じたさびしさを癒いやせる気がしたから。

　だから、二人で一緒のベッドに入った後で、




『ちょっとくっつきすぎじゃない？』

『ずっと昔から友だちと仲良く添い寝するのが夢でしたからね』

『だからって背中うしろからぎゅって俺に抱きつく？』

『んっ……』

『ちょ、上着の下に手を入れるのは……！』

『驚きました？』

『当たり前だよ。それにキミの指先が少し冷たくて──』

『だったら……あなたがあっためてくれませんか？』

『えっ』

『私のことも……抱きしめて欲しいです』

『鈴すず原はらさん……』

『こんなことをおねだりしちゃう私にしたのは……あなたですよ？　それに私たちは恋人じゃなくて友だち。だったら、抱き合って眠るくらい……問題ありませんよ』




　どう考えても問題ありではー!?　と今さらながらに頭を抱えたくなる。

（我ながら、あの夜の私はおかしかったです）

　彼が「物なんかじゃない！」と叫んでくれた。

　イオリ時代にあんなコメントを送ったのにすごく感謝してくれた。

　てっきり軽けい蔑べつされると思った今の私の姿コスを肯定してくれた。

　これからも一緒に暮らしたいと伝えてくれた。

　そして、ずっと伝えたかった本音を彼に言えることができた。

　そのうれしさで、何かのタガが完璧に外れてしまった。

　今考えても恥ずかしいですが、あの夜は正面から抱き合って眠りました。

　思い返すだけで、つい頬ほおが緩んでしまう。

（知りませんでした）

　信頼できる誰かと一緒に眠る。

　それだけであんなに胸があったかくてなって、心ここ地ちがよくなって、体中がぽかぽかするなんて。

（ホントに、街まち川かわくんに恋をしていなくてよかった）

　もし彼のことが好きだったら……こっそりキスくらいしてたかもしれません。

　あの夜つい「大好き」って言ってしまいましたが、あれはあくまで友だちとしての感情。

　もちろん街川くんだって理解してるはず。

　私たちはあくまで親友同士。

　お互い恋愛経験ゼロな初恋童貞なんですから。

「あっ、おはよ、庵いおり！」

　不意に響いた声に周囲を見回すと、気づいたら教室には多くの生徒。

　彼らの視線の先には、たった今教室に入ってきた街川くん。

「おはよう、みんな」

「庵くん庵くん！　この前オススメしてくれた漫画インスタ仲間にも大好評だよ！」

「俺もバスケの合間に読んだが、なかなか泣けたな」

「へえ～、どんな漫画？　私にも教えてよ！」

「俺にも。女受けするヤツなら今度の合コンでネタにする」

「もちろん！」

　１－Ａ一軍松まつ岡おか組のメンバーと会話を交わしながら、自分の席に座る街川くん。

　と。

　その視線が、隣の席の私とぶつかった瞬間でした。

「おはよう、鈴原さん」

　夏の日のサイダーみたいな清涼感のある笑顔で、あいさつ。

　もちろん、私は息を呑のみました。

　それは教室のみんなも同じ。

　今年の６月、私は「世界で一番嫌い」と言って彼を拒絶したんです。

　それ以来クラスメイトたちは認識していたはず。

　私たちの間には決して崩せない壁があると。

「おはようございます、街まち川かわくん」

　けれど、その認か識べは音を立てて崩れました。

　驚きつつも、私がつい笑顔であいさつを返してしまっていたから。

「ちょ、どゆことぉ─────っ!?」

　松まつ岡おか組のメンバーである西にし野のさんから驚きよ愕うがくの悲鳴が。

　いつもは余裕たっぷりな松岡くんまであきらかにうろたえながら、

「オ、オイ！　庵いおり！　まさかおまえ……！」

「実は、鈴すず原はらさんと友だちになったんだ。鈴原さんってクールに見えるけど、すごく優しい人だしさ。な、ことり？」

「えっ!?　う、うん！　庵の言う通りとってもいい子！」

　驚きつつも、街川くんの言葉にうなずくことりちゃん。

　それでも教室は収まらない。

「嘘うそだろぉ!?　こんなことありえるか!?」

「ソロギャルが庵くんと友だちに!?」

「す、鈴原って街川が嫌いじゃなかったのか？」

「ことりちゃんは同性だから仲良くなれたのかなって思ってたけど……！」

「さっすが街川くん！　相変わらずコミュ力オバケ！」

　クラスメイトたちの話題は、私と街川くん一色に塗りつぶされる。

【どういうこと!?】

　こっそりＤＭで訊たずねると、街川くんは何食わぬ顔でスマホを操作。

【もったいないって思ったんです】

【は？】

【学校でもサバトラさんと話がしたいじゃないですか】

【でも、ぼくたちが同居してるってバレちゃうかも……！】

【そこはがんばって隠しましょう】

【おかしな誤解されるかもよ!?　ＩＯＲＩはことりちゃんと付き合ってることになってるのに！】

【女友だちはたくさんいるので一人くらい増えても平気です】

【この陽キャ！　人たらし！　オープンオタク～！】

【ごめんなさい。家だけじゃなくて、学校でもサバトラさんと一緒にいたかったんです】

【ＩＯＲＩ……】

　みんなにバレないように、私はこっそりスマホで想おもいを伝える。

【ぼくもキミと同じ気持ち！　学校でもＩＯＲＩとたくさん仲良くしたい！】

【ありがとうございます】

【ただ、驚いちゃったよ～。キミらしくない行動だったからさ】

　他人の顔色を読んで、周囲の空気に合わせながら生きる。

　それが街まち川かわ庵いおりのライフスタイル。

　なのに教室のど真ん中に爆弾を落とすなんて。

【サバトラさんが私のことをずっと応援してくれてたって改めて思ったら、自分の気持ちに正直になる自信を持てたんですよ。だから──】

　未いまだに教室のざわめきが収まらない中。

　不意に街川くんは、隣に座る私に視線を向けて──一言。




「今日からよろしくね、鈴すず原はらさん」




　今年の６月。隣の席になった私に伝えたのとまったく同じ台詞せりふを口にしました。

　はっきりと本物だってわかる、自信に満ち溢あふれた晴れやかな笑顔で。

　──しかし。

　私はあいさつを返さずに、教室の窓の方を向いて彼から視線をそらしていました。

「あれ!?　鈴原がまた無視したぞ！」

「やっぱ友だちになったからって急に距離縮まらないか～」

「相手がソロギャルじゃ仕方ねえよな」

「ははは！　あいつは誰にも懐かないさ！」

　クラスメイトたちの声が聞こえてきますが──ああ、まったく。

（みんな、これっぽっちもわかってません）

　今の状況は６月とはまったく違う。

　あのときは「あんな笑顔に夢中になったりしない」と思ったけど──。

（……なぜ？）

　顔どころか全身が火ほ照てってたまらない。

　すぐ隣の席にいる街川くんの顔を直視できない。

　窓に映った紅潮した自分の顔を彼にだけは見られたくない。




　なのに──彼の笑顔がもっと見たいって、胸の奥がうずいてる。




　これじゃ、まるで──。

（あ、ありえません）

　私たちはあくまで親友同士。

　互いに初恋すら未経験。

　なのにこんなに気持ちが昂たかぶるなんておかしい。

（たぶん、学校でも親友と仲良くできることがうれしすぎて、照れくさくなってるだけ）

　そうに決まっています。

　ああ、あとであいさつを返せなかったことを謝らなきゃ。

　街まち川かわくんも不思議に思ってるはずです。

　そう、陽キャでオープンオタクな彼にとっては。

　友だちとあいさつを交わすなんて、特別でも何でもないただの日常なんですから。

「───」

　なのに。

　こっそり隣の席に視線を向けると。

　いつも微笑ほほえみを浮かべている同居人の横顔は、ほんのちょっぴりだけ桜色に染まっている気がしました。
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あとがき







　この『ソロギャル』は陽キャ男子＆陰キャ女子の同居ラブコメになっています！
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　なのについ周りと楽しくやってる『誰か』に憧れてしまう。

　けど自分に自信がないからそんな『誰か』には絶対になれないと思っている。

　鈴すず原はら綺あや奈なはそんなヒロインです。

　……暗い！　ラブコメとしてどうなんだ？　でもこの個性を肯定してやりたい！

　というわけで、他者との関係を作ることに苦労しつつも不器用ながらにがんばる可愛かわいさを出せればいいな、と思いながら書きました。

　この本を読んでくださったみなさんに彼女のがんばりが伝わっていましたら、とてもうれしいです。
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　そして、ここで謝辞を！
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　読者さんに自分の作品を読んでいただける。そんな作家として当たり前の事実に感激できるのは、皆様のパワーがあるがゆえにです。

　この本がどこかの誰かのパワーになってくれればいいなと願いつつ、それではまた！
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　窓の外からはおだやかな秋雨の音色。

　夕方の街川家のダイニングで、私は街川くんとおかえりのハグをしていました。

（……やめどきがわからない）

　どれくらい経ちました？

　30秒、１分、それとももっと？

　普通はおかえりのハグなんて一瞬して終わりのような気もしますが。

（もしくはこれくらいするのが普通なんでしょうか？）

　陽キャでオープンオタクな街川くんは異性とこういう経験をしたこともありそう。

　正直彼の腕に抱かれてこれ以上ないくらいに心臓が騒いでいるけど。

　対人経験豊富な彼は全然ヘッチャラなのかも。

　成績優秀で、スポーツ万能で、友だちもたくさん。

　女子に告白されたというウワサもよく耳にします。

（けど、学校では人気があると考えるほどに……）

　今は。

　今だけは。

　この心地よい温かさを一人占めしたくなって、ついぎゅっと制服越しに体を密着させて──。

「ごめん、鈴原さん」

　申し訳なさそうな彼の声でハッと我に返った。

　思わず彼の胸にうずめていた顔をあげると、彼の顔がモロに視界に入って、つい目線をそっぽに方向転換。

「ごめんなさい。さすがに抱きつきすぎでした」

「いや、そういうわけじゃなくて。ほら、今日体育でたくさん走ったでしょ？」

「あっ」

「だから、結構汗をかいたし」

「……本当にごめんなさい。私、くさいですよね」

　ああ、死にたい。

　たしかに今日は雨のせいで体育館をぐるぐる回る持久走をやらされました。

　体育の後にスプレータイプの制汗剤を使いましたけど、それでも汗の匂いが残ってたんでしょう。

「違う違う。心配なのは俺の方」

「えっ」

「むしろ鈴原さんはせっけんのいい匂いがする」

「……制汗スプレーの匂いかと。街川くんも……いい香りがします」

「やっててよかった、デオドラント」

　くさくなくてホッとしたよ、とはにかむ街川くん。

（なんだか、可愛い）

　てっきり完璧な男の子だと思っていたのに。

　自分と同じようなことを心配していたなんて。

　それに、さっき一瞬見た彼の表情。

　ほんの少しだけ、頬が赤くなっている気がしました。

（もしかしたら私と抱き合ってることに、どきどきしてくれてるのかも）

　よかった、身だしなみを最低限調えておいて。

　食生活や部屋のお掃除は壊滅的な私ですが、これでも一応身だしなみには気を配っているつもりです。

　髪、肌、爪……毎日ケアするのは面倒ですが、精一杯がんばりたい。

　学校でダサいヤツだといじめに遭うのはごめんですし、毎日『彼女』のマネをしている以上、気は抜きたくありませんしね。

（恋人もいないのにこんなことしても仕方ないって思うこともありましたけど）

　街川くんにどきどきしてもらえたのなら。

　なんだか自分の容姿と努力を肯定してもらえた気がして、ひどくうれしい。

「どうかした？」

「えっ」

「なんだか頬が緩んでるけど」

「……気のせいです」

　表情を見られないように、抱きついたまま再び彼の胸に顔をうずめます。

　ですが、すぐに悪手だと気づきました。

　服越しに伝わってくる男の子の体温。あきらかに自分よりも大きな体の感触。優しく私の体を抱きしめる両腕。

　偶然にも私と同じせっけんの匂い。

　自分と同じ香りがするクラスメイトと放課後に抱き合っている。

　今の自分の状況を理解したら、余計に赤面してしまって……さらにハグのやめどきがわからなくなってしまうのでした。
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